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序

昭和37年3月における大分県丹生遺跡群の発見は， 日本の考.古学界に近年稀に

見るような衝動を与えた。当初から遺跡の調査に関与した当協会は，事の重要性

に鑑み，全国的に石器時代研究の専門家を動員して日本|日石器文化研究委員会を

組織し， 6ヶ年に亙って大規模な発掘調在を実施するところがあった。調査の概

報は既に3冊刊行されているが，本報告は，第五，六次調査の報告と綜合的な成

果の記戦とを目的として縮まれたものである。

日本列島における旧石器後期文化の研究調査は，昭和24年の発端以来，著しい

発述を遂げ， 多くの問題点を抱えながらも，見事な成果を挙げ来たっている。こ

れに参加した研究者の大部分は， もともと繩文文化の研究で鍛えた人之であった

が，旧石器後期文化の研究調査には，数十年の間に精鋭化された繩文文化の研究

法を大幅に適用することが出来，それだけに短日月の間に瞠目すべき成果をもた

らすことも可能であったのである。

ところが，旧石器||#代前期文化の研究調査となると，繩文文化の場合とはかな

り趣きを異にしており，海外のそれについての知識はあっても，実際に踏査し，

発掘した経験者は殆どいないような実情であった。の承ならず丹生の場合には，

すべてが開地遺跡であって，洞窟遺跡は皆目存していない。これが研究調査の困

雌さを倍加したと言えるのである。

こうした事情の下に， 日本旧石器文化研究委員会は，手探りの状態で調査を|淵

始し，次ぎ次ぎに起る|韮|難を克服しながら発掘と肌究を続け， なんとか現ll寺点ま

で漕ぎつけることが出来たのである。その成果は，本書に記述された通りである

が，無論， これは満足の状態からほど遠いものである， しかしながら， 1)日本旧

石器文化の発展過程が朧気ながら判明したこと， 2)今後の研究課題について多く

の示唆を御たこと、 3)幾多の若い研究者に旧石器前・中期文化の研究調査法を体

験的に会得せしめたことは，省みて欣びに堪えない次第である。

6ヶ年に亘って毎年大規椣な発棚洲査を行うと言った学術的大事業は，研究者

の熱意，財政的援助，地元の協力の三拍子が揃って始めて成就されるものであ

る。当協会は先ず最初に，穂極的に調査に参加し，困難を敢てして研究に従事さ

れた学者各位に敬意を表したいと思う。発掘調査には，幸にも文部省科'学研究助

成金の交付を得たが， これはその性質上，連年と言う訳には行かないし， また数
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十人の学者が参加する洲迩窮業を賄い得るほど多額を望むことも出来なかった。

当協会は窮余の策として援助を財界に求めたが， 多くの法人が研究の趣旨を諒と

し，連年賛助の労を惜しまれなかったことは，想えば感激の至りであった。それ

だけに関係者一同は，研究洲迩に一M熱意を龍め，財界の期待に添うような学術

的成果を挙げるため努力を似注したのであった。

現地に|"しては，大分りi4,大分11i当局はもとより，大分県立束高等学校，大分

合同新|剛社，朝日新聞西部本社，大分銀行，旭化成工業株式会社坂ノ市工場，坂

ノ市文化財保護委員会等から恭うした厚意は感謝に堪えぬところであったし， ま

た調査団の世話をされた坂乃井旅館や，採算を離れて労力を提供された秦数雄氏

以下数十名を越える人夫諸氏の協力も，忘れ難いところである。

更に6ヶ年に及ぶ洲査期間｢'｡，発掘現場を訪れて極々教示を下された研究者各

位， また研究洲査に批判の労をとられた学者にも，それぞれの意味で感謝の意を

表したいと思う。

た型揃恨に堪えないのは，当初から熱烈な協力者として研究を進められていた

酒詰仲男・藤原光脳li両氏が洲査の終了を見ないで不ﾊﾙの客となられたことであ

る。当協会は，更めて両氏の業紋を追憶~ﾘｰると共に， こ上に纏め上げられた成果

を両氏の霊前に報告したいと思う。

本書は，各担当者から拠出された*li告を韮として，三上貞二委員によって纏め

上げられ，委員会における討議を経て定稿となったものである。従って本当にも

られた内容が， 三上委員個人ではなく， 委員会の責任にか上るものであること

は’お断りするまでもなかろう。仏文概要の方は，三上委員が本蓄の梗概を記述

し，それを三好郁朗氏が仏訳されたものであるし， 印Illl全般に関する雑務には，

平安博物館の中谷雅治氏を順わした。

本普の刊行によって，当協会の日本旧石器文化研究委員会は，丹生遺跡群に脚

する限り，一応の責任を果たした次第である。しかし雛って想うに， 日本におけ

る旧石器文化の研究洲査は，漸く紺についたばかりであって，未解決の難題は，

前途にlll職している。当|〃会は，小功に廿んぜず， 今佼とも委員会を辿じてこの

方面の研究調査を大いに惟進し, 11本文化の黎ﾘj期の膝史の剛|ﾘlに寄与して行く

方針である。

昭和43年1 1月

財團法人古代學協會
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I 序 説

位置大分市旧市内の東方約81(Ⅲにあって，北方に別府湾を染はるかす丘陵枕， 南北約

4.5knlの西縁を底辺とし， およそ3.5～4kmの等辺を持つ二騨辺三角形に近い平而形の丹生台

地と， その南にわずかな狭縊の谷を隔てて接続する南北約1.3kIn, 東西約0.5～0.7kmの細長
あかがｲ〕

い丹川台地に区別されるが，地質的には全く同一性鷺をもっている。旧石器文化の泄跡として

著名な丹生巡跡群は丹生台地を主とし，丹川台地にも分布，点散している（縮1侭!)。
あ煮ぺおおざい に.いく′

丹生台地は，かつて地籍上，その北部が北海部郡大在村に，西縁が雌崎市種具に，そして主

要部が北海部郡坂ノ市町大字丹生と大字丹川に， また丹川台地は，西縁部の拳が鶴崎市;航具

に，その他は全て坂ノ市町大字丹川にそれぞれ所属していたが，昭和38年3月に市町村合併が

行なわれ，現在はことごとく大分市に編入されている。

発見の経緯と日本旧石器文化研究委員会の発足元来，丹ﾉ|：台地には，処煮に弥生文化の遺

跡や大和時代の古職などが分布しており，その点で地方の券古学研究家の注目を菰いていた場

所であった。

昭和35．36年頃からこの台地の開墾や宅地造成が行なわれ，随所にブルドーザーが土地を削

り始めた。たまたま昭和37年2月，当時共同通信社大分支局の中村俊一氏と大分大学助教授富
ひぐあし

木隆氏が，大字丹生字日聯で潅慨用に新造された円筒型の貯水桝脇きから異様な石器類を幾点

か発見し，内外の文献との照合の結果，それが旧石器であることに気付いたのがこの遺跡の発

見の端緒であった。

この通報に接した財団法人古代学協会では，大阪市立大学教授（濁時）角田文術氏を団長と

し，考古学者，地質学者よりなる予備調盗団を派泄して，同年3月下旬および4月上旬の二回

に豆って調査を実施し，出土層についてはなお問題はあるにしても，型式の上では旧石器時代

前期の石器と認めうるものがあるという結論に達し，同年4月末， 日本考古学協会鋪二十八回

総会において，その調査結果の概要が角田教授によって発表され，多大の反諜を喚起したので

あった。

この遺跡の重要性を痛感した財団法人古代学協会は，単独調査の弊害を避けるため，広く学

’
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界に呼びかけ，石器時代を専攻する考古学者，筑四紀を研究対象とする地質学者を全国に求め

て，昭和37年5月に《日本旧石器文化研究委員会》を組繊し， この委員会が直接丹生避跡の発

掘調査に当たり，協会はその経理間の象を担当することとして， さしあたり昭和37年から5ヶ

年を第1期とする調査計画をたてた。

委員会は，昭和40年酒詰仲男委員，昭和41年藤原光輝委員の逝去など，委員身辺の都合で年

次によって変動はあったが,次ぎのように組織された｡(擬瀦総騨鮭懸）
(日本考古学|"会委員長・上智大学教授）

(大分合同新聞社論説主幹）

(財団法人古代学協会理事長）

(大阪市立大学教授）

(名古屋大学助教授）但し昭和40年度

(東京大学教授）

(艇応縦熟大学助教慨）

(京都教育大学教授）但しI旧和38年度以降

(l11口大学教概）但し昭和41年度

(別府大学教授）

(岡IM理科大学教授）

(帝塚l.l1大学助教擬）但し胴和3R|年旋以降

(iW11l大学教授）

(同志社大学教授）但し'昭和40年度まで

(九州大学助教授）

(東京大学教授）但し昭和41年度

(III北大学日木文化研究所助教授）但し昭和37!年礎

(大分大学救援）

(大阪市立美術館学芸員）但し昭和40年度まで

(広励大学助教授）

(古代学協会副研究員）但し叩和39年度以降

(北海学園大学教授）但し昭和41年度

(大分大学助教授）但し'旧和37年度

(大阪市立li#物鮒学芸員）

(ﾙ|､剛法人古代学協会）但し昭和37， 39， 4()， ‘11年度

(財団法人古代学協会）但し昭和38年度

(同志社大学院沖士課綴）但し昭和38年度以降

(坂ノ市町文化財委員長）

(京都大学理学部地質鉱物学教室）

(大分市立城東中学校教諭）但し昭和37, 38年度

(噸l｣I大学講師）但し'旧和38年度以降

聯
原
月
田
関
上
坂
江
野
川
木
田
林
詰
藤
木
沢
木
原
崎
上
森
山
井
田
副
谷
田
西
田
川

一郎

斑雄

信成

文術

弘太郎

波夫

輝弥

艇雄

忠郷

光夫

義禺

直

知生

仲男

次男

尚

長介

隆

光繩

寿和

貞二

定男

蕃職

良三

純子

洋治

魔

亘

郁夫

雅之

正一

顧 問 八
満
望
角
井
江
江
小
小
捜
雛
隈
小
涌
首
鈴
芹
雷
藤
松
三
三
森
安
藤
山
江
太
大
野
早

委員長

副委員長

委 員

’

、

1

書 記

嘱 託

委員会は，会議および書類の持廻りによって発掘調査の基本方針を決定し， これにもとづい

て試掘および発掘が遂行されたのである。
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調査の経過日本旧石器文化研究委員会によって立案された計画にしたがって，丹生遺跡群

およびそれに関連する蒲遺跡の調査が，汰ぎに述べるように実施され，その成果は，逐次刊行

物その他によって発表された。

本概報は，昭和42年度まで6回にわたり実施して来た発掘調査報告の一応の総括をも兼ねて

いるため，いま煩噴なるをも厭わず，前回までの調査経過を更めて概説することにした。

鴨禰域蹴鞠灘駕慧鱗慰,薑"曇､息&;w:蝋
鍛職鱗撒識雛識蟻驚鋤蹴"蕊;"; """競識Ⅷ顔 ‘患瀧鰐綴｝

表採品であったため，本格的調 識蕊鋼蕊‘鰐，""W|"&蝉蝋;;""""" "" ｣撒綴;職z 1 #
査にさきだって昭和37年6月5

日から8日まで，角田剛委員長

を団長に富木・藤原委員，大西

・太田嘱託，それに協会から中

村・三上研究嘱託が参加し，大

分県立東幾高等学校生徒諸君の
雌が＊こ

協力をえて，大字丹生字長迫 第2図試掘調在風最（第1地区B地,0IK－貯水槽を望む）

(館'地区B地点)に小規模なトレンチを設けて実施した。この調査でば， ブルドーザーの被害が

予想外に大きく，石器包含層に遭遇しえなかったが，以後の調査に指針を与え， とくに地質調

査の上でその意義ば多とすべきものがあった。

第一次発掘調査

期間 昭和37年10月5日～31 1]

調査団 団 長里月侭成需員長

mll団長角田文術測委員長

木 部西井芳子，藤田純子，長雌代, m,li沢寿(以上古代学協会),太田亘胴託，

'.I:!村俊一研究蛎托

考古学班酒詰仲男，堅田直，穂木隆藤原光輝,小林知生各委員，三上貞二研究嘱託

地質班甘藤次男委員，大西郁夫,W[II雅之各嘱託

考古学班は各委員が1名ないし数名の補助員と諸大学の学生2， 3名からなる発掘班を率い

て所定の地点の発掘を担当し，地質班は首藤委員を班長に,現地参加の日高稔氏（大分県立臼杵

高等学校教諭）を加えて，各発掘地点を歴訪，諮問に応えると共に，丹生・丹川台地を中心とし

て周辺の地質調査を行い，詳細な地質図の作成にあたった。

悠久の年月に営まれた自然力による原地形の変容と地層の流失・転移，遡物の二次・三次堆
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職に加うるに，ブルドーザーによる開墾の被害は，当初の予想以上に調査員を困惑させ，本部

ないし宿舎において度を班長会識が開かれて，情報の交換，調査方法に関する意見が活発に討

議された。

幸いにも，第3地区B地点の礫層から1点の削器が"s"〃で発掘され， この種石器の編年

的位撒の決定上， まことに貴重な資料を得ることができた。

この調査の成果は， 昭和38年4月， 立正大学で開催された|]本考古学協会第二十九回総会

で， 『大分県丹生避跡の調査』と題して，角田訓委員長，藤原・小林委員によって発表された。

第二次発掘調査

期間 ｜旧和38年10)18n～21n

調査団 団 長望ﾉ.l信成委員長

副団長角田文術副委員長

本 部西井芳子，藤田純子，鮎沢寿，山副洋治(以上古代学協会)，太田亘蛎託，

中村俊一研究蛎托

考古学班小林知生，藤沢光輝，小江慶雄名委員，早川正一嘱託，三上貞二研究堀托

地質班首藤次男委員，大西郁夫嘱託

梛助員長谷棚学，矢部真美，池剛一郎，大塚裕之，

｜司志社大学，大阪市立大学，南山大学，大分大学学生

考古学班は五つの発掘班に分れ，調査は前回と同一方式で遂行され， とくに大字丹川字住信

の第8地区A地点での多量の剥片･石器に伴う，偽ルヴァロア式手法によるところの大型剥片石

器の発見は注目さるべきであった。両年度にわたる調査と，暇しい数量に上る表採石器の研究

を鯉めた委員会は，翌39年8月，丹生迩跡群の石器をとりあえず8類に分か､ら，暫定的綱年表

を作成して,『大分県丹生遺跡第一次・第二次発掘調査概報』を出し,その成果を世に発表した。

’

第三次発掘調査

期間 l協和39年10月4日～22日

調査団 団 長望月信成委員長

副団長角任|文術制委員長

水 部西井芳子，藤田純子，鮎沢寿，石田明子(以上古代学協会)，太田亘蛎託，

中村俊一研究|嘱託

考古学班酒詰il'",小林知生，藤原光師，三上貞二各委員

地質班首藤次男黍員，大西郁夫蛎託， 日高稔

補助員石附喜三男，長照代，汀谷覚蛎託，池田一郎， ｜剛村広法，

南1I1大学，大阪市立大学，同志社大学，京都学芸大学，大分大学学生

I

1

小林委員は， ニューギニアに出張中のため，南山大学の長谷部学氏が班長代理として調査の

指揮をとった。今回の調査では， とくに丹川台地に重点がおかれ，旧石器文化後期の編年に益
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する好資料を得た。その成果は昭和40年5月，東京教育大学において開催された日本考古学協

会第三十一回総会で,『大分県丹生遺跡住信地区の調査(第三次)』と題して小林委員，早川嘱託

によって発表され， さらに昭和40年8月， 『大分県丹生遺跡第三次発掘調査概報』として纏め

られ，石器を11類に分類し，それに伴って暫定的編年表もまた補訂された。とくにこの概報で

は，旧石器研究の方法論上の問題をとりあげ，単一方法固執の弊を説き，あらゆる可能な方法

による総合的判断の必要なることを主張して世の}怪桃なる批判に応えるところがあった。

第四次発掘調査

期間 昭ﾙ10年10月13脚～11112日

調査団 団 長望月償成委員長

副団長角田文衛剛委員長

本 部西井芳子, &'i沢寿，藤田純子，石田明子，擬照代（以上古代学協会),太

田亘嘱託，中村俊一研究嘱託

考古学班小林知生，小江塵雌，江坂輝弥，堅山直，藤原光郷，安井良三，三上貞二各

委員，早川正一脳託

地質班首藤次男，井関弧太郎各委員，大凹郁夫嚇托， 日,断稔

補助員長谷部学，杉油昭夫，池出一郎，奈良'､シコ，片岡錐，江谷寛， ，剛村広

法，市野低哉，矢部真災

早稲111大学，南山大学，京都学芸大学，同志社大学，大阪市立大学，帝塚山大

学，大分大学学生および大分県立】塙等学校生徒

酒詰委員は5月，藤原委員は'0月の発掘期間中に逝去されたので，矢部真美（現岡山真美）氏

が班愛代理となり， また首藤委員は，在外研究中のため，井関委員が地質班の指揮を代行，江

坂委員また所用のため， 川村喜一氏（早稲田大学講師）が班長代理を務めた。

今次の洲査は，主要難台が再び丹生台地に民されたが，発掘地点は，丹生．丹川両台地に跨

がる広域調査となった。調査は回を重ねる毎に朧げながら適跡の概要を把むことができ，古型

式に属する打器や祖型握槌の類は， 78～85mの標高を示す丹生面に分布するらしいという推論

も得られるに至った。そこで丹生面で良好な地層の過存する可能性のある場所を物色した結

果，大字丹生字|]悪にある般頂部の標高83.12mを示す小独立丘に着目し， ここを発掘の結果，

丹生泥層鹸上部附近の粘土暦中に直立して, i"s"〃に準ずる状態で山型刃割器，点を検出す

ることができ， この種石器の細年的位置を決する上に， まことに有力な指針を与える資料を得

たのである。

昭和41年9月に刊行された『大分県丹ﾉ11遺跡鰯四次発掘調査概報』では， これまでの獅定的
9．やくどうJ}つじ

綿年を再訂し，尖頭器を主体とする百堂辻期("11")を新たに加えて，合計12期の綿年的階

悌を設定した。
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以上述べた本格的発掘調査のほかに，現場に近く居住する太田嘱託，中村研究嘱託は，暇あ

るごとに丹生・丹川台地を雌渉して新しい泄跡，遺物の発見に努め，その都度委員会に状況を

I

’

報告して本格的発掘洲査に資料を拠

る溌垂な発見も少くない。たとえば

ける鰈形握腿の発見，昭和40年9月

きば，わが始原文化の源流が奈

辺に存するかを推考せしめる賀

亜なものである。とりわけ，昭
そう雁ん

和39年12月， 大字丹川字惣本

I洲査に資料を提 両氏の橘動の中には，旧石器文化の研究に禅益す供した。

，昭和39年12月の大字丹川字池久保（第4地区C地点）にお

の同地籍（輔4地区D地点）における鋸歯状石器の発見の加
I

("10地区A地,IM)の雌而侠咽中

に包含されている斜刃割器の発

見は，丹生遺跡群発見の最古型

式の石器を”s"〃で確認した

唯一例として特筆しなければな

らないoそのため，昭和40年3

月24日～26日まで，角田副委員月24日～26日まで，角田副委員

第3図館10地区A地点斜刃割器の出土崖面

（出土位臘を指差す中村研究嘱託）

長を班長に，早川嘱託，鮎沢寿氏（古代学協会副研究員）らが臨

時調査を実施し，首藤委員また後日に地I爵を検討して，それが志村砂礫層に相違ないことを確

認した。

なお，丹生逝跡群の調査による総括的な成果の発表としては, I1M和40年10月31日に別府大学

で開催された日本考古学協会昭和40年度大会の公開識演で，『大分県丹生逝跡の調査』と題し，

調査団を代表して角田剛委員長が，丹生避跡群の発掘結果の概要と種をなる問題点について説

I

明し， 日才:考古学界の協力を要請するところがあった。また会場の別室では， 11類に分類され

た出土石器55点を編年順に並べて展示し，多くの参観者の理解を深めるのに頗る益するところ

があった。第四次発掘調査中に毎日放送映画株式会社は， 4日間ほど現地にスタッフを派遣し

て発掘情況を撮影し，11月30日（火）午後10時から30分間，毎日テレビ（大阪）とNET(東京）

を通じて『日本の謎・35万年前の'二|本』と題して放映した◎

関連諸遺跡の調査日本旧石器文化研究委員会では，丹生・丹川台地における巡跡群が総べ

て開地遺跡であって，層位学的研究が困難であること，繩文文化に直接つながりを持つ旧石器

時代後期に属する良好な避跡が発見されていないこと，などの理由から， 日本旧石器時代後期



8

文化の綱年を樹立し，あわせて地方相を明らかにするため，関連過跡の発掘調査を試みた。い

まその’概要について簡単にふれる。

早水台遺跡発掘調査

期間 ｜旧和39年3月1012!～型日

調査団 団 提角田文術副委員長

洲恋員藤原光輝委員，大凹郁夫，早川正一蛎托，鮎沢寿，三上貞二，山剛洋治各WI:

究脳花，矢部其焚（大阪Mf立濁IIIN《淵佼ﾆ『･早分佼放帥) ,江谷覚

協力者大阪市立大学，南山大学，京都学芸大学学生

夙に報告された打器の包含屑を求めて発掘調査を行ったが， ヴュルム期以前の原地層は流出

して利:唯職したものであり，たとえ古式の石器の包含があっても， ヴュルム期以前に関する限

り，地屑の上から年代を決することは不可能であることを確認した。

鋤・J1よる 〈〆,や虞

大分県野津原町黒山遺跡発掘調査

期間 III:|ｲ1139年@1 )l l l l~!) I]

調査団 剛 災三上典二委典

捌逓員片岡唯

協ブJ者大阪11j立火学考･,l,学研究会

旧間器の包含胸こそ発見しえ

なかったが，繩文時代早・前"I

のllll型文土器，同じく早期の只

殻条狐文土器多戯を得て，東九

州繩文時代早・前期の様相をよ

り適確に把握すも好資料となっ

た。なおその結果Iま， 『#,代

学』鮒14巻第1号に片岡肇が，

r大分･腺大分郡脚津原町黒山世 第4図無山辿跡の洲査状況

跡洲査報告』と題して報告を行った。
せ藩ほる

長崎県世知原町諸遺跡発掘調査

期間 lli:I「Ⅱ'.11jf3j･1221]~31 1ZI

調査団 剛 長角III文術棚要員艮

洲:厳員小林知生，三-'二貞二fﾙ委員，大西郁夫． ､早川証一，江谷寛各蛎託，鮎沢寿

I-I;谷Mil"(1,1上古代学I"会) ,矢部翼奨，岡村広法蛎能

協力稀大阪' |j立火学,"l l l火学学生，地元･IIf年剛

長崎県北松洲郡世知原町の渚谷口洞穴と同岩陰は，丹生過跡.僻に韮づく日本旧石器文化の編
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年を補足する必要上，かねてより委員会が堀目するところであった。たまたま同町からの招諸

を機に調査を行ったのであるが，それはとくに繩文時代早期から後期にかけての文化の細年お

よび西北九州の地方相も明らかにする上で，少なからず貢献するところがあったが，期鮮され

た旧石器時代後"lに属する文化逝物は発見されなかった。調査紬果は，同町.教育委員会と日本

旧石器文化研究委員会とが共I司で澗査報告識を繩めて刊行される予定である。

地区・地点の設定と調査の概況昭和37年2月，簸初の旧石器が発見されて以来，丹生・丹

川両台地の多数の地点において統准と旧石器類が発掘もしくは表採され，かなり広汎な地域に

わたって散在する遺跡群であることが判明した。そこでこれらの泄跡群に対して，昭和37年3

月にとりあえず地区(Area)と地点(Locality)の設定を試みたが， その後の調査の進渉に韮

づき，昭和38年10月，同39年10月，同40年10月および同41年10月と同42年8月にいずれも若干

の追加訂正を行い，現在委員会は，下記の地区・地点を設定している。いま設定された地区。

地点の所在地及び調査によって判明した過跡の状態を記述する“51割，卵22図)。

第1地区大字丹生字日蒋，辻＃長迫に亙る地域に相当し，ほぼ701nの等商線によって縁ど
、

られている。そのう･らA地点は，南北に伸びた《日蒋の池》の東に接する細長い丘陵で，地籍

上は字辻に所属する。この丘|愛の燗高所（標獅約80''')にコンクリート造りの大きな円筒形貯水

槽が設けられているが，その東側と北側の斜面において，掘り上げられた土の中から中村，富

木両氏が最初の旧石器を採集された記念すべき場所である。この地点には，今なお旧石器，石

屑，弥生式土器(I1司斯）の破片が少戯ながら散布しているが, A地点は，殆ど全面にわたって

ブルドーザーによって削平され，紅茶畑と化しているため，発掘調査を試ゑる余地は周辺部以

’

外にない。

B地点は，小路を挾んでA地点の南に接続し，字長迫に属している。東に向って経傾斜をな

すが， 《瀞『の池》に面する側は懸巌となっている。この地点も大部分, プﾙドｰザｰによる

被害を受け，その際地表に現れた石器類が頗る多数表採されている。ここはとくに打器類や祖

型握槌の発見例の多いので注目されている地点である。丘頂の主要部は，既に削平されて赤褐

色の粘土層が無残にも露呈しているが，崖面の観察によると， この粘土屑の下方には結晶片岩

礫屑（クサリ礫|側）が続くようである。この丘陵の南東斜面に笹戯があり，撹乱を免れている

ようなので第一次発掘調査ではこの地点が酒詰班によって調査地区に選ばれた。調査は4本の

トレンチを設け必要に応じて順次拡張を行い，遂にその面積が12411fにおよぶ大規模なものと

なったが，いまそのうちAI､レンチを通じて翠られるこの地点の隔序を概観すると，①第1屑

1

1
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第5図丹生台地中部・南部の地形と地区・地点

：砂と細かい粘土と有機物の混ずる鼠色ないし黒色土壌（厚さ約10～20cm);②第2層：暗褐色の

細かい粘土を含む土層で,乾燥し易く，乾燥すれば灰色に変色し,脆弱になる（厚さ約,0～20cm);

③第3層：水を含むと鋤んで見え， 砂混りの更に粘土の多い屑。第2層より乾燥速度は遅い 11
『:
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（厚さ約10～25cnl)i④第4層：黒青色，赤褐色ないし黄褐色の綿状粘土層（厚さ約240cm),非常に

堅硬かつ徹密である。深掘部では， この粘土層の上面から1m位いで，厚さ4.5cInの.悶鉄鉱沈
1）

澱層がある；⑤第5層：粘質砂質土屑(厚さ約80～90c1'');⑥第6層：砂層（厚さ約140cIII);⑦第7

層：結晶片岩礫層（クリ･リ礫刷）という層序を示している(鮒6図)。

このうち第4屑以下が，地質学上，尋常な地層であって，大在層に相当し，第4屑以~ドの謂

層は丹生泥層，第7層は志村砂礫層にそれぞれ該当する。それにひきかえて第1～第3層は，

いわば疑層であって，二次堆職，三次堆職による表土的性格を有する地層である。

館3層は, Aトレンチにだけ現れた層で, Cトレンチでは人工的な削平を受け, Dトレンチ

’

A4～C4トレンチ北側断面

一ゆ一生一■一凸一己一●－｡－

（基準課標高了．bln1)

渇欺鉱沈毅

魚識愚色鍬分

＃砿姉!（

1 2mLl
1 9 I F 1

I職&色結仙片

D4～G41.トレンチ北側断面

第6図第1地区B地点トレソチ断面図

1）薄い同類のレンズ状水平堆秋周は各所にあった。



12

では自然に流失していた。

遺物を包含していたのは, Aトレンチの第2脇第3層で, Dトレンチでは, Aトレンチの

第2層に当る第二次ji"棚であった。Aトレンチでは，第3層に突っ込んだ形で遺物が発見さ

れたが， これはこの粘土隅上面が生活面なることを想定する好材料となろう。泄物は，全般的

にこの調査区の東北寄りに多く，西南寄りに進むに従って漸減する。

＃ ’

－

一

5

2

3
0 15clll
－一一一一一一－一一一言－－一

第7図鋪1地区第7図鋪1地区B地点出土の石器（その一）

出土遺物は，ほぼ一方向から打剥を加えた碓質凝灰岩製多辺式割器（粥7図1），打面を欠失

し，下端から先端へかけて二次調整により作lllした刃を持つ姫島産黒繩石製削器（鋪8図1),

礫の両端に使用痕を持つ安山岩製槌石（第71叉'2),サヌカイト，姫島産黒縦石又はチャーI､製の
1）

石厳（鋪8図2～6),禰広剥片を剥取した凝灰質砂岩製石核“7図3)，石器としての利用の痕跡
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を持たぬ半割礫，剥片，石屑，性質不明の暦石器，土器片，陶片等がある。

このほかに此処では，時代，性質ともに不明の配石避柵か鋪3届の上面に柵築されていた

（鮒9,1()図)。大は20c'll前後から，小は5clll前後に亙る大小301間以上の礫片を,長径1m,短径75

1

ト

7

cIIiほどの範囲に,西端が幅広く，東端が尖

と認められる3個の半割礫のほかば,炭，

灰の如きものが皆無で，附近の土にも焼

けた痕跡を認め得ず，ただ周辺に数点の

土器の小片の出土を見たのゑであった。

B地点の丘陵の西南斜面には手掘りに

よって開墾された桃畑が存するが， この

,東端が尖る卵形状に配し， 中に明らかに火の作用を受けている

臘1蝋職2 3

黙 '綴離農 ‘禽！4 5
6 8

0 10Rm9c、

I
｢

第8図鮒1地区B地点l･M土の禰器（その二）桃州における屑序もほぼ蔽地のそれと同

節1層：黒色の表土層(厚さ約10～15cn,);"2層：茶褐色粘土屑(厚さ約4～ﾙlcn')i節3層：砂を含

様であって，む黄褐色粘土層となり，遺物の包含は, "1)爵および第2胴に限られている。

I

ここでもやはり，蔽地に設けら

れたAトレンチの節3層は消失

したか， もしくは極めて薄いよ

うであった。これらの発掘調査

を通じて需えることは，表面に

唯職する鋪1～3厨が二次・三

次堆積による表土的性格の地阿

であって，時期を異にする遺物

の混在は， －|-分許されうるもの

１
１

第9図鮒1地区B地点の陥澗泄椛
であるということであったoC

地点は,字日悪の南部に属し,前記《日悪の池》の西に擁して,池に向って緩斜を示している｡最

商所には, A地点と同規模の貯水槽があり,大部分がブルドーザーによって削られ,現在は階段

l) 2は香川県小薊胤遺跡, 3-6は大分雌早水台逝跡，和歌山県凋1l.l寺巡跡にそれぞれ獺品が繩められ, 2(X-y･"

カイト， 6は千1，－卜，他紘全て姫励磁熟州1滴である。以下の文献参照：

三森定男『識岐小聴脇過跡の研究』（『考古学論難』4， 1937年，京郁).’

八蛎一郎，孤川光夫『早水台』（1955年，大分)。

浦 宏『紀伊国闘111群貝塚発捌調査報告『（『考古学』第10巻節7号, 1939年，大阪)。

一
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状に紅茶畑が造成されている。

かつては少量の打器類や祖型握

槌のほか，剥片利用による年代

のやや下降する旧石器が若干採

集されたこともあるが，発掘調

査による好結果を期待すること

は，殆ど不可能な状態にある。

D地点は，深い谷を隔ててA

地点の東に並ぶ舌状の丘陵で，

地籍上は字辻に属している。大

部分は雑木と潅木に覆われてい

るが，一部開墾されて畑地とな

り，そこから窪状掻器，高背掻

器，斜刃割器，小剥片などが表

鐘織凧順露錦繍
第10図第1地区B地点の配石遺櫛実測図

採されている。発掘によれば，

丘陵頂部にあった礫層はすでに流失し，表土は微粒の黄色ローム層（0.5～0.7m)に始まり，弥

生時代前期末から中期の土器片を少なからず包含する。 この層の下部は酸化鉄の沈澱層を挾

承， 厚い粘土層（丹生泥刷)，砂礫層（志村砂磯屑）へと続いている。粘土層最上部は漂白層

（厚さ20cm)となり， この層の_上部あるいは層の上面に張り付いて剥片石器,小型打器類が発見

されている。なお粘土層下部には，貝化石（オキシジミ）が含まれ

1
三

角

洲

+
､|・
拠

成

↓

第11図第1地区E地点 で，その成層状況は，約30度傾斜し，三角洲ないし扇状地におけ
I､レンチ断面図

る堆積であることを指証していている。表土のローム層中には弥
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生式土器片及び住居趾の床面が検出された。また第2層から加工，使用痕のある頁岩裂片が発

見されたの肇である。小規模な調査に終ったので，将来の発掘に期待される。

F地点は，旧大在村方面から丹生・丹川に通ずる小路を分岐する三叉路の路面とその西方部

にあたる。斜刃割器を含む数点の石器や剥片が採集されているが，発掘によれば，表土下に直

接黒褐色土層(地表下18～23cnl),茶褐色シルト屑が現れ，大在層がかなり削られているようで，

石器の包含層は，発見することができなかった。G地点は, E地点の北方に位し，窪地を隔て

て節6地区B地点に相対している。すなわち，鋪1地区D地点からE地点に通ずる小径は途中

で-|一宇路となるが，その交叉点の東北側がG地点である。狭い松林を除けば，すべてブルドー

ザーがかけられ，今は蔽地や荒縦地に帰しているが，昭和38年10月，角田剛団長はこの荒地で

山形刃割器を1個（第12図)，中村氏は，やや離れたところで黒耀石製の握用尖頭器を1個採集

した。この地点でも表土直下にオレンジロームの粘土化した薄い屑が堆積し，次いで相当蝕蝕

ロ

ト

’

された証拠を歴然と示す丹生泥屑が現れ，

第2層に弥生式土器の細片および姫島産黒

糀石の石雌が発掘されたの承であった。お

そらく丹生泥層上部以上の地層は浸蝕され

てしまって，その_上にオレンジ・ロームの

堆積をみたのであろう。

第12図斜刃割器一館1地区G地点表採

H地点は，農道を隔ててC地点の東北に

隣し，東に接した《日暮の池》に向って緩

い傾斜面をなし，現在は茶畑になってい

る。傾斜而の裾，即ち《I~I幕の池》の西緑には，上から転落したり，開墾の際に投げ総てられ

たと思しき大小の礫が堆積しているが，その中から打器類の採取があった。発掘では，表土お

よびその下の撹乱屑下には安定した細い黄褐色土屑が縞状に水平に走る湖成粘土層があり，石

器はもとより，石塊すら含まれていなかった。 I地点は, B地点の南を西，製茶工場脇を通る

雌業道路から分岐して誓願寺の部落に通ずる艇道を|偏てて，元来標碕84mの独立丘状を呈して

B地点の小丘と対崎していたが，今はブルドーザーによって削平され，丹生泥層特有の赤褐色

粘土を地表に露呈して，馬鈴薯が柚えられている。ここでは，かつて太田亘氏が祖型握槌を，

点採集されたのみであった。

J地点ば, B地点の南方, I地点とは誓願寺に通ずる小径を隔てた東方に位する舌状の傾斜



16

地である。全面を叢林に蔽わ

れ，故に未だ石器類の発見は無

いo

第2地区大在村方面から台

地の西辺を通って南に通ずる主

要道路（産業道路)が台地の南縁

に達した部分の東側にある地

域で，大字丹川字野間および字
いけのくぼ

池久保に属する。この道路から

野間の集落に通ずる小路が岐れ

るが， この小路や両側の畑地で

。C・Dの3地点は，殆ど全面

鰯されたﾉｰいうnB｡E両地点

るが’ この小路や両側の畑地で

第13図鮒1地区B地点よりI地点を望む

，中村，宙木両氏は多数の石器類を表採されている。但し, A

oC。Dの3地点は，殆ど全面l1I9にブルドーザーがかけられ, D地点に存した小円戦すらも破

壊されたという。B｡E両地点は，鍬による開魏, F地点は挫道としてブルドーザーの被害を

免れているため，発掘の価値ほとり巡されていた。これらの地点では，発掘によると概ね表土

下に丹生泥層の再堆職層が厚く埖職し，その下には丹ﾉk泥隅，志村砂縦層が続き，姫島産黒縦

石製石雌'繩文式土器片，剥片石器が混在の状態

第14図鮒2地KE地魚の深州祁
の頂上部から，棟簡約46mの先端部に至る東南



l-X三

－

P

．一一五LjQ-一一_． ：- .望｡ .‘ ､‐一
坐

1ゞ

17

向きの一丘陵で，両側が開析谷によって

断ち切られ，末端郁は野間部落をのせる

岡而に突きIIIている。この丘陵の長靴に

渦って野間部落に通ずる小径があるが，

その北側の畑地がG地点，南側の墓地及

び果樹園をH地点とした。発掘では, G

地点で鋪2屑上面から頁岩製縦剥ぎ剥ﾙー

1点を得たに過ぎなかったが, H地点で

は，節2層上部に頁岩，粘板岩製縦剥ぎ

剥片を標識とする剥片石器類（37点),小

形間背掻器（叉は卵状擬器1点),黒瀧石製

苗渇色土層

黄濁色軸上層

0……＝=ずざ=苧竿竿売蔬’
細石核が検出された。剥片は原礫而を残 第15図節2地区H地点I トレソチ断面図

す不定形のものが多いo l地点は, F地点から東へ下った畑地で，西高東低の地形をなしてい

る。農道に設けられたトレンチでは，表土およびその下のローム層から石鋤，ナイフ状剥片，

小形鋸歯状異形石器が検出され， それ以下の大在屑に相当する綿入粘土屑は無遺物屑であっ

た。 ナイフ状剥片の中には， 茨色い頁岩製の， 瀬戸内技法による枇剥ぎ剥片が含まれてい

た(鮒17図2)。

第3地区台地の西縁に位する小商い

l_l.lで，南北に細長く，台地南部では股も

商い郁分となし，頂上部の標禰iは，約89

mである｡mill1|I(j:,大野川に向って急罷

をなし，頂上からの眺塾は，大卿川，慨

見岳(1375m),別府湾を一望のうちに収

】

I

錘、
め，頗る絶佳である。地溌上は，大部分

にしうけ

が旧慨崎市大字祇具字西受に属してｵ3｝｝

リ

り，全山が雑木林に腋われている。この

丘陵南端部附近が少しく|ﾘW懇されたが，

中村氏は， この開墾部で若干の石器を採

集されたのでここにA地点を設けた｡B

墨一

必冒 _仏41 じ『1 、

I

第16図節2地区H地点出土の禰器

1-6縦剥ぎ剥片う78職剥ぎ剥片；9脚状搬器§ 10細7:il;
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地点は，丹生泥層上部の礫層（棋式地に

おいて厚さ55111)に旧石器の第一次包含

の可能性が多いという首藤委員の意見に

より， この礫層が残存する『大在面』に

嘱目し，丘陵の般頂部とそれに続く尾根

に設定された。なおC地点はこの丘陵が

舌状に北に向って伸びている辺りが包括

されている。発掘によれば，表土（厚さ

約10c''')下にロームからなるらしい褐色土

層が東西斜面にの象拡がり（厚さ約,0～EO

cm),それを欠く場所では円確を含む褐

虚-溌
吻ら

-－1

7鼬

＃
J0r

Iノ

』

.

一V

1

割1く

第17図輔2地区I地点出土の禰器 色牒隔が直接表土下に認められた（厚さ

30～5()c''')｡この縦屑は，大在屑の上部礫晒が洗い出され，再jli職した漂礫屑と認められる。第

3屑は，茶褐色の粘土質土域の中に大●中・小の礫や砂が混る茶褐色礫層で，頂上部附近では

厚さが6mにも及ぶのでばなし､かと推定されるが，東・西・南にかけて漸次薄くなり，約40m

隔った南斜面では既に礫層は無く，表土下直らに粘土屑が現れる。堆積状態から象てこの礫層

は，河成ないし三角洲のjl峨隔と推券される。頂上部から南方30mの地に設定されたトレンチ

の地表下60～80cInの排土中から発見された削器は（第21図), まさしくこの茶褐色礫層底部近く

に含まれていたものと認めなければならないoこれは偏平な礫を用いたもので，長さ9cm,幅

7.5cIII,厚さ3.0c''Iであり，砿の一方の長辺に不規則な打剥を加え，片面からも倣かな打剥を

1

vk

鑑､謎

第18図第1地区B地点より鮒3地区を望む 第19図舗3地区B地点CI､レンチ出
B地点は向局側の商い.11:囎頂部松林に識定された。 土の稜角式彫器(爽大）
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加えて削刃を作りなしたもので，刃部以外

には，両面共もとの礫而がとり造されてい

る。なお，上の褐色礫層から積角式彫器

(第19画）も検出されている。

第4地区丹川台地南端近くに設定され

《
孔1

粥|ボ'1器出土の地位 .1）

“

｜
h

た地区で，大字丹川字池久保，辻山および
I』ろや輩

字原山西南部の83m禰地を包括している。

ノー色
、

Q可
■■ぜ

その西部は,丹川台地股商処（隙間R3m)を

なし，そこから東に向って三つの舌状段丘

第2()図鋪3JLIX:B地点C}レンチ|断面厩I
が伸びているoA地点は， 字原山の83m

1

－
一

50
i l l l i i l l l l i ~i.~r..1-1-TI

第21図館3地区B地点C1､レンチ出土の削器

簡地頂部とその南斜面（いずれも畑地）に当たり(輔22図)，石器がかなり表採されているが， ブ

ルドーザーによる開墾のため’発掘の余地は僅かしか残されていないoB地点は，東北に伸び

た舌状段丘の中央部に当り（第22図)，標高ば60～62mである。地燕上では字池久保北部と字辻

山に属する。この地点の西北方には’谷を隔てて第11地区B地点を望むことができる。表採で

は各獅の石器が10数点発見されているが，細石器類は，比較的標商の低い東方の蜜柑畑に多い

ように見受けられる。この地点ではとくに第二間氷期ないし第三間氷期－恐らくは後者一に比

定される陸成層が段丘堆積物の上にあり（第23図)，打器文化ないし両面器文化の遺物の第一次

堆積の可能性を有するものとして注意を惹いている。
1

1

C地点は，字池久保の83m高地とその東に伸びた二つの舌状段丘を含む範囲で，その大部分
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は，蜜柑畑として開墾され，附近からは僅かに数個の石器

が表採されたにすぎないが’ただ産業道路から南, 83m高

地に至る農道の南側崖面で鰈形握槌が発見されたことは特

筆さるべきであろう。第四次調査では，その発見地附近を

D地点として発掘を行ったが，小型削器ほか数点をえたの

象で，鰈形握槌の出土層については，疑問が持ちこされて

いる。

溌謬
第5地区丹生川に面した丹生台地東I菊部の旧坂ノ市町 蕨

面
い姉ざ

蔀大字一木に設定された地区である（第1図)o城原屑上部の 分
一

一木凝灰岩層が広く分布するので，同層の模式地になって 第23図第‘1地区Bトレンチ断面図
輔3厨～縮5層；陸成刷，特に

いるところであるが，第5地区の範囲の限定と地区の設定 第5畷は風成脳

は， まだ試象られていない。中村･太田両氏ば,この地域の数箇処で旧石器を表採されている。

第6地区谷を狹承第1地区D地点の東北に対'|胴-る丘陵(鮒5図)で，大部分が大字丹生字
おば瀦

小原に属し, B地点の設定された南端部の承が字辻に入っている。この丘陵は，標高約70mの

線で縁どられており，北方に向って舌状に突出している。この突出部がA地点で，先年キリシ

タン泄物が発見されたのは， この突出部でのことであった｡B地点は，その南方に連る松の疎

林, C地点は, B地点の北に接して北西に突出した舌状丘陵である。これら三地点は, B地点

を中に半円形に位置し，深い開析谷を隔てて北方遼かに岡部落を望んでいる（第’図)。この地

区では，元来僻崎層の不整合面が大きく浮上して現地表面近くに露呈し，局部的に地表面を新

しい地層が残留， 被覆していたらしい。現在この地点の大部分は， ブルドーザーによって削

平， ｜淵墾されていて，開墾の直後，採集された第1類石器は，おそらく今は丘陵周縁の，畑地

外に押し出されている残留砿の中に混っていたものと推察される。丘陵のどこにも良好な包含

地は，遺憾ながら残されていない。

第7地区大字丹川字池久保一一宇延命寺西南方の南の《池久保》とは同名異地点一を中心と

する地域であるoA地点は，好間部落から西南に向う道路が，県道川添～志村線より東に分岐

して大字丹川字伊在甲に向う道跡と合流する地点より約80m手前（東北）の三叉路の附近であ

るoその標高は，約50mで，ちょうど城原面と延命寺面の境界線の中に位置している。C地点

は東北に接した地域である。第7地区は’地形的には西北の商い丘陵（標高約76m)から東南

に向って低下した緩い傾斜面をなしているo B地点は, A地点の北北西約100m, B地点の東

１

８
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約130mにあたる同じ丘陵の東南斜面である。E地点は,C地点の東北約70m,即ち主要道路か

ら野間に通ずる小道が分岐する地点に設定されているが，それはD地点の存する丘陵の東裾に

相当する（第22図)oいままでにA地点から斜刃劉器,B地点から握斧,D地点から頁岩製の尖頭

器，剥片石器，姫島産黒糀石製横形石匙などが表採され， またD地点には小円墳が1基あった

ことが伝えられているoA・C地点は,隣接するので堆積層序が等しく，表土,茶褐色土層,黄

褐色砂礫層（野間砂礫層)，志村砂礫層の順序を示すが，そのうち石器の包含されるものは，第

3層の黄褐色砂礫層までである。第1・第2層には尖頭器や彫器が，第3層には削器が圧倒的に

多いoC地点において，志村牒層に約30cIIIほどくいこんで発見されたものは，表面の膳粍が箸

るしく，今一つ強硬に石器と主張するには躍踏を覚える。B･D地点の存する丘陵は,全体が志

村砂礫層の柵成礫から成り，激しい風化による土壌がクリープ現象をおこして丘陵下方に堆職

している。この斜面堆積物の中に少くとも3群に分類しうる石器が発見された。第1群は暫定

的綱年の第1類石器とされているもので,第2群は,機長の剥片石器に縦長の剥片が若干混り，

それに調整器,多突式石器など,第3群は,半円錐形石核,細石刃核などを含む。これらの石器
ローリング ′Rテイナ

は，転膳，表皮変質，加工法の

’

I

上から，一つの-ヒットとば到底

考えられず，そうしたときに本

地点の地質職成が単一であった

と推定されることは，節1類石

器の旧包含周を想定する上に相

当布力な手掛りとなり得よう。

E地点も地質的にはA・C地点

となんら変るところがない。

第8地区丹川台地の，大字
b､ホうしん

丹川宇住信を中心とし，隣接の
ひや〈どう●やくどう､P)●じくるく暎

字百蛾，百遮辻，栗熊，惣本

の北郁に亘る地域である（蛸22

Wl)。西の百蝋辻(W!il'li69m余）

を頂部とする丘陵は，東に向っ

て支脈状の，階段状に低減する

J
pq

2
・い〃
、

Ｉ
ｊ

Ｌ

１
０
口
《Ｐ

】

１

ー
／

、…一一W,；

第24図魂7地区A地点の石器
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第25図鋪7地区D地点の石器〔その一）

商状の丘を派出しているoその一脈の丘で約40mの蝉間線で舌状に縁どられているのがA地点
1

であって，字住信の中央部を占めている。

この地域は，殆ど全面的にブルドーザーに

よって開墾され，階段状の水田に整地され

ている。ただ南縁のII幅広い農逝だけはひど

く蝿乱されずに残っていて，太田氏は，

この膿道で打器を含む数点の石器を採拾さ

れた。発掘では，旧表土下の茶褐色土層に

蒲型式の旧石器が混在して発見されたが，

I
F

〃
八
い
雌
嘩

｜

’
I

、全も／ ‘ﾉｰｰｰ +－－._=_=合一f唖

第26図第7地区D地点の石器（その二）
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この茶褐色土層は二次

堆秋層で，延明寺砂礫

掴または城原層一恐ら

く後者であろう－が永

い期間， 地表面をな

し，その間に茶褐色土

層が上に堆積し，上位

段丘の旧石器が漸次移

動，包含されたもので

あろうo"5, 6, 7

類に加えられる打器

(小型化している)，削器

それに前記の偽ルヴア

ロア式手法による大形

蕊ご＝＝

9坐｣列,,一戸一ョ

第27図館8地区A地点出土の石器

剥ﾙｰ狗器が注目される“27図)。切刃は，恐らく混入の事実を裏付ける証拠であろう。

B地点は, A地点の西方に接する緩斜面で，東西に二つ並ぶ溜池のうち，東方にある大きい

方の池の北手iこ位置し，標高55m前後で鍬起しにかかる畑地である。地籍上では,字惣本の北

端に所属する。発掘された石器は，他の場所から流動して来たと思われる打器を除いて，硅質

頁岩製の扱器，削器，尖顕器など定形化してし､ない剥片石器とその残核で， 明らかにひとつの

"zff"s"yを術成し， 暫定細年のなかで第6頬の惣本期の〃pCs"gとなっているが， その包

含層の詳細については更に検討を加える必要があるo次ぎにC地点は, B地点の西方約160

m, D地,IMは同じく約80mの地に当たり， 共に字百堂辻に属している("22図)｡この両地点

に跨る地辮では，夙に繩文式土器片や石器類の散布が報じられていた。遺物は表土およびその

下の節2贈にのみ発見され，撹乱状態が班噛であった。しかし， ここに発兄された遺物は，明

らかiこ他からの流入と秘められる山形刃割器はさておきに， これまで存在の知られなかった小

型尖肌器によって代表される石器文化に属するものとして，第11類に分類され，百堂辻期の設

定のきっかけとなった亜要な地点である。なお，細石器，細石刃などが殆どC地点には造存し

ていない事実は，分布の上からそれぞれ独立した石器文化を代表するものとして，将来さらに

細分し得べき可能性を示唆してるoE地点は，字面堂辻に属し，中村研究蛎託はこの地点で商
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第28図館8地区B地点出土の石器

背掻器その他の石器類を表採しているが，未だ調査の機が熟していない。
しみずきこ

第9地区大字丹生字満水迫，字日蒋の北半に所属する地域であるoそのうちA地点は，第

1地区C地点の貯水槽北約250mに在る小独立丘陵（標高80m)とその周辺で，丘陵西側の崖

面から昭和34年7月に平型銅剣が発見されたし，附近には弥生式土器片の多数散布しているの
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が見られる。太田蛎

託は，大形打器を表

採しているが， ブル

ドーザーによって完

全に破壊を難ってい

るため，発掘はもは

や不可能である。地

繍の上では, B・C

。Dの3地点は，い

ずれも字日暮に所属

しているoB地点は，

鋪一次調査団本部の

悩かれた大字丹生宇

憂尼の池見淳氏所布

の農作莱場から西北

約240mに存する小

独立丘陵（標高83.12

函
餌
卵

■
■
口

↑凸

０
》
０
－

一
ｒ
、
一

に‐

雨

藻
m)にあって，産莱

道路はその東施に沿

って通じている。古

型式の石器が丹生mi

に分布するらしいと

いう予測でもって雑

同
日
Ｈ
日
唱

第29図鋪8地区C・D両地点附近地形図

木や沸木の繁茂するこの小丘が着目されたのである｡試掘の結果,既に述べたように,山形刃割

器1点(職l"i-I-五の~ド）を〃2S伽に準ずる状態で発見するという著しい成果を得たのである。

次ぎにC地点は，節］地区C地点の貯水櫓北約100mの麦畑, D地点は，第1地区H地点の北

約120mの茶畑に設定された。C地点で，中村氏が電柱の埋立穴の排土から，部厚な剥片と石

核を各2個採集されたが，発掘によって，第1地区H地点と全く同様な地質の状態であって，

C・D地区ともに表土下浅部に巨大な粘土層が横たわり，石器包含層はおそらく遠古の昔，既
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第30図館8地区D地点出土の羽器

I
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に浸蝕によって消滅し，その片

鱗すら残されていないことが明

らかにされた。

第'0地区丹川台地の中央部

を占め，大字丹川字惣本を中心

とする地域である（節22図)。西

縁には標商701n余の小丘列が南

北に伸びているが， この地区の

東に向っては，緩かな傾斜面が

１
１
１
１
１
１

第31図第9地区B地点より大野川を望む
展開している。A地点は， この

傾斜面の東北端に存する鐙柑畑であって，第8地区のところで述べた二つの溜池のうち，西の

方の小さい池の南手に当たっている。既述の如く，中村研究蛎託はこの側||の雄面の礫層から打

器(第32図）を1個採集されたが，その牒層を首藤委員は実査の上， 《バンとした牒層でして，

それは他の地区の志村砂礫層と全く異りません。周囲から推しても，層位上，志村砂礫層と考

えるのが， もっとも妥当》と報告している｡併しながら，発掘調査でば，泄憾ながら旧石器を

得ることばできなかった。

B地点は，字惣本の西縁をなす， 南北に走る標高70m余の丘陵上に位置し，尾根には俗に

《殿様街道》と呼ばれる，臼杵より慨崎に至るかつての往還が通じているが，現在は廃道とな

り，草木に淡われている。第11地区B地点はこの東方約300mに当たる。この附近では弥生式

Ｉ
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１
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０
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第32図鮒1()地14:A地点の斜刃1W"
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土器片や打器1点が

表採されている。発

掘によってこの打器

（小型山型刃割器）と

同質の頁岩小裂片が，

オレンジ・ローム層

と黄褐色ないし赤褐

色粘土質土層(大分卿）

に挾まれた灰白色風

化土屑中に発見され，

この打器もおそらく

はこの層中に遺存し

ていたものであった

ろうことが判明した。

第11地区第10illlE第''地区第'0地区

l
T

第33図鮒10．11地区附近の地形図

の東南に接し， また館4地区の北に接した地域である（蛸22図)。地籍で

は，大字丹川字原山に属するが，字原山西南隅の83m高地は，第4地区に編入されている。こ

の地区も東に向った緩斜面をなしているが, A地点は， この地区の西北部に在る農家の附近を

指している（陳間約63m)。この農家南側の畑地では, ･ ムスティエ風の削器，小型打器3個，彫

器などが表採され，打器のうち’個は，鋪'0地区B地点表採の山形刃割器に非常によく類似し

ているo B地点は，字原山東邪の舌状丘陵中央部，すなわ､ら開拓農家附近とその東の平坦部

で，畑地には黒耀石製の典型的な細石刃や剥片が相当散布しているにもかかわらず，試掘では

包含層の所在を確め得なかった。C地点は, B地点の東地に接続し，丘陵先端部にあり，谷を

隔てて第4地区に相対している。両地点とも開墾が進象， ブルドーザーによる撹乱が著しく，

今後発掘調査を続行する余地ば殆ど残されていない。
さんぜお

第12地区大字丹川字三世尼の東に張り出した舌状丘陵（猟商44m)上の平坦部東端にA地

点が設定された。此処は，かつて中村研究堀託が撫歯状石器や細石器，細石核，剥片錐，弥生
じようぼろ

式土器片多数を採集された処であった。発掘によれば，段丘恥職曜の城原胴が相当長期にわ

たって浸蝕を受け，その上に小礫を混えた黄褐色土胴が堆職かなり永い間，安定した状態に

あって，その期間に大和時代人の住居がその上で営まれたのであった。その後再び舌状台地一

’

｜

I

|
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識
帯にわたって堆稜が開始され，堅綴

な茶褐色二'二屑や本質的には表土と変

りのない粘質黒褐色土膳が形成され

た。従って茶褐色土屑以上に総べて

発見される旧石器類は，第二次堆職

時に他処から流動し来ったもので，

城原層形成以前のものでは断じてあ

り得ないことが明らかになった。表

採I7,の中にある梯形細石器は発掘に

よって検出し得なかったが，切刃，

1

1
｢

｜
’
一

ソ

…L－1寺に他処から流動し来ったもので， 4涌

城原層形成以前のものでは断じてあ

り得ないことが明らかになった。表

採171の中にある梯形細石器は発掘に

よって．険出し得なかったが，切刃，

第34図鋪13地区A地点出土の石器
調整器，半円錐形石核など，旧石器

文化後期に属する多種多様な石器の存在は，他の地方の巡跡， とくに九州西北郁のものと対比

することを可能ならしめ，細年表作成上亜要な遺跡といわねばならない。
いでじり

第13地区大字丹川字井手尻にあり，丹川合地榊li，第4地区の南に接続している。産業道

路は， この地区を東西に両断した後に雌下を東に折れて下降し，県逆（大南～坂ノ市線）に合す

るoA地点は，両断された東の部分に当たり，三方を雌で限られた平坦な畑地をなしている。

かつてこの附近では蝶番剥離による剥片石器が発見されたことがある。この地点の殆ど全面に

わたってブルドーザーの被害を難り，雌かﾙこ産業道路寄りの一部分がその雌を免れたが，それ

すら辿物の包含される屑は叩1鍬にかかるものであることを発掘によって知った。なお，この

地点の発掘洲査で検出された旧泊器は，切刃，残核掻器およびナイフ型石器である。

第14地区大字丹ﾉ'三字長辿に屈し，北を鋪1地区，西を第3地区，南を鰯2地区，そして東

’

1

1

､

■
１
１
日
ｒ
ｌ

鯉

〆吐

１
１
’

第36図流1地Iき:B地点より鋪14地区A地点を眺む
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方を誓願寺部落によって限られる範囲を包括する。そのうちA地点は，第1地区I地点, J地

点の脇を通って蒋願寺部群に通ずる小径が，標商76mの丘陵の粧部を横切る左手の，東北方に

向って舌状に派出した支脈_上，ほぼ標高70mの等商線によって縁どられる地域を指す。ここで

太田嘱託は，数個の打器類を採拾されたことがあ為。C地点は，節1地区I地点の南西に位置

し， 《長迫の池》の放水路となっている深い開析谷を隔てて第2地区を望見することができ

る。この辺りは元来嬢小な松林であったが，先年の山火事に逆い，現在は焼けた枯木が立ち並

んでいる。D地点は，誓願寺に至る小径を隔ててA地点の西南方にあり，標高70～75m位い

の扇状に拡がる丘陵の中央部に設定されている。この地区は，鋪五次調在の行われるまでは，

ほとんど手をつけなかった場所である。

その他の発見地中村，太田，富木諸氏や調査団員は,以上の14の地区以外でも,なお幾簡処

かで旧石器を発見している。岡郁落から志村に通ずる県道の北側の台地では僅かに一木に設定
砿かやすすみごん

された館5地区を除き，中安，炭善等(館’図)にも倣発的に旧石器の発見がなされているにも

かかわらず，未だ一度も調査を I#“鯉露職鍾鶴騨､識……識溌蕊識錘鶴鰯懸蕊鰯

’
、

■

ql

試ゑたためしがない。また岡部

落周辺でもかなりの打器類の発

見が報じられている。これらの

地域では開墾の歴史が古いので

旧石器の良好な包含地の発見さ

れる機会が少ないのであるが，

それだけに機械力による破壊を

受けていないと考えられるか

第37図鰯五次洲斑I訓木棚
ら，今後はこの方面の調査をも

併わせて行うことが必要であろう。

第五次発掘調査団の編成上記の如き四次に亘る発掘調査の成果を踏まえて，昭和41年9

月， 日本旧石器文化研究委員会は， 10月に実施される5ケ年計画最後の大規摸な第五次発掘調

査のため，次ぎのように調査団を編成するところがあった，

本 部 団 長 望月信成

副団長 角田文術

驚理扣勤 西井芳子
労務狐当 鮎沢寿，藤田純子

1

、
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石田明子，小西瑛子

太、豆

中村俊一－

秦数雄

小林知生

杉浦昭夫

三森定男

藤木英夫

佐藤忠雄，石附喜三男

江坂師弥

渡辺誠

蹴木隆

杉崎亜臣，内藤蒋六

小野忠熈

佐藤晩

鎌木義昌

藤井修

早川正一

片岡唯

三上点二

大lll正風

江谷寛

調査車担当

渉外狐当

巡絡担当

労務騰督

班 長

補助員

班 長

斑長代理

補助員

班 長

補助貝

班 長

袖助員

班 長

補助員

班 長

袖助員

班 長

袖助員

班 長

袖助員

班 長

袖助員

班 長

袖助員

小林班

三森班

江坂班

富木班

小野班

鎌木班

早川班

三上班

試掘班

岡村広法，中谷雅治，長照代

首藤次男

R商稔

地賀班

試掘班は，発掘期間中班長会議や地質班の指示によって試掘を行い，良好な包含層の遺存を

見ればその地点の調査を発掘班に委ねるという方式をとるもので，今回初めて編成を見た特別

班である。

第五次調査には，南山大学， 同志社大学，慶応義塾大学，大谷大学，岡山理科大学，京都教

育大学，大阪市立大学等から学生3， 4名ずつが参加し，調査員は総数65名の多きに達した。

また野外本部は，第一，二次と同じく大字丹生字長尾にある池見淳氏農作業場を借用した。

予備調査例年の如く，中村・太田両氏は，委員会の委嘱によって，丹生・丹川台地を丹念

に探索し，新しい遺跡，遺物の発見に努力されていたo41年8月，委員会は，三上委員，早川

・大西両嘱託を派遣して数日現地に滞在し， 中村・太田両氏と共に台地上の各地を踏査して，

鰯五次調査の発掘予定地について原案を作成し，委員会は，その報告に韮づいて発掘地点を決

定し，関係各方面に所要の手続きをとった。

第五次発掘調査の実施第五次発掘調査は，大分県において昭和41年度国民体育大会が開催
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されるため，宿舎その他の関係から例年よりも時期を早めて， 9月27日発掘開始， 10月12日作

業終了まで161=I間実施された。10月2日, 10月7日の21_i,雨に見雛われ，そのうち作莱を臆|'

止したのは， 10月21二Iのゑで，例年の事ながら丹生台地の秋は，好天に恵まれ，お陰で発掘調

査は計画通り進展した。調査員の大部分は，例年通り，坂ノ市町中央通りの坂乃井旅鮒に宿泊

したけれども，人数が多いため，一部は同じく坂ノ市I111･の平松旅館に分宿した。両旅餓の家族

同然の好遇のあったことを銘記しておきたい。

各班の担当した発掘地点は，鋪一次発掘調査いらい，各班担当の発掘地点と共に，別表の如

くである（鮒1表)。

地質班は，例年通り，各班の発掘現場を巡回し，調喪員の諮問に応ずると共に，両台地全般

にわたって地質を調査した。木謝に収められた地質班の報告は， 5間作にわたり台地と周辺を

調査した総括的な成果である。

発掘の全期間を通じて班長会議が， しばしば夜半まで開催され，発掘成果の報告や発掘方針

をめく･って活溌な意見の交換の行われたことも例年通りであった。

本年度もまた，宿舎から発掘現場までの調査員の輸送に坂ノ市町の井上モータースの親身も

およばぬ世話を受けた。一方，調査団は，大分県立東間等学校ﾉ'1徒蒲君の応援をうけ，発掘調

査の進渉に役立つこと大なるものがあった。明記してもって謝意を表する。

発掘調査の打上げを行った10月11日には， 5ケ年勤続の作業員に対･し，委員会より感謝状が

鵬呈された。いまその氏名を記して労を柵うことにする。

泰数鮴，禰木涼，八坂直義，

児玉トヨ子，辻ハルエ，三油シ

ズエ（順序不同，敬称噺）

発掘期間中に来訪され，調査

員を激励されたのは，次ぎの諸

池見一義，上野秀雌，指原祈叫，禰崎呈蔵，繍木忠義，八坂シマ子，

壕

氏である。

当委員会顧問清原宣雄氏（大分

合同新聞論説主幹､，草場勇氏

(大分大学学長)，当協会理覗

小林文次氏（日本大学教授)，鈴

木尚氏（東京大学教授)，田rIi熊

雄氏（宮崎大学教授)，吉田隆氏

(日永大学教授1，瀧井裕介氏（関

西大学大学院学生）
第38図鈴木尚氏一行の視察
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発掘成果の発表調査団は，発掘期間中，定期的に記蒋会見を催し，発掘の経過や成果は，

各紙を通じて報道され， テレビ・ニュースでも放映された。また10月4H, NHKテレビ取材

班4名が到着し， 2日間ほど現地に滞在して発掘情況の撮影をした。昭和42年1月2日，全国

向けの教義特莱番組として放映された。

昭和42年2月4．5日，東京教育大学において開かれた日本鋪四紀学会1967年度総会のシン

ポジウム《日本における下部旧石器文化の存否》に出席した三上委員は，暫定編年表を呈示し

て丹生迩跡群発見の旧石器の中に，型式学的にも地層の上からも，旧石器文化前期と考えてよ

いものが含まれているとして，旧石器時代前期文化の存在につき肯定する意見を披露するとこ

ろがあった。

第六次発掘調査団の編成昭和41年度をもって当初の第1期五ケ年計画は，所期の成果を達

成して無亦終了した。この5次におよぶ発掘調査では，丹生・丹川両台地における過跡の分布

状況，地質の状態，石器の種類と型式の変遷など旧石器文化研究のあらかたの骨子を把む目途

がついた。そこでFI本旧石器文化研究委員会は，今後の調査方'|･として，佃だの問題に焦点を

絞り，小規模ながら持久的に発掘調査を続行することを決め，調査はようやく鋪2期の段階に

入ったのである。その主旨にそって第六次雅掘調査団が次ぎの如く編成された｡

団長 三上貞二

調査員 早川正一，磯崎派彦，中村俊一，鮎沢寿，波辺誠， 日商稔， ルー岡薙，中谷雅沿

調査にさきだち，三上・早川・鮎沢の三名は， 6月に現地の視察と打合せのため現地に赴

き，所要の手続きをとった。

今回の調査は，丹生泥屑主要部における旧石器包含の有無，および丹生泥屑臓上に堆積せる

二次堆積物の時期・性質の剛明に主眼を侭き， 8月19日から31FIまで13日間， 雅棚調査を炎天

下で実施された。

’
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II大分県丹生台地の地質

－とくに旧石器時代遺跡と関連して－

首藤次男・大西郁夫・日高稔

はしがき

大分県大野川下流の東岸にひろがる丹生台地は，考古学的に， また地質学的にきわめて重要

な所である。

昭和37年に丹生台地で旧石器時代のものと目される石器群が発見され，学界に強烈な刺激を

あたえ，深刻な論争をまき起した〉それらの石器が果たして旧石器であるか，それらの包含層

は地質学的にはどの時代に属する層になるのかという問題は，なお今日でも日本の旧石器問題

のなかで，最大の争点の一つとなっている。

大分地方は地質学的には，西日本の新生界後半の層序の標準地域であることは首藤の数次の

報告のとおりである（首藤:1963, '58, '61, '62)｡そのなかで丹生台地は中．後期第四系が例外

的によくそろい，糖密な層序を確立することの重要性が指摘されていた。

これらの問題を解決する目的で，古代学協会の手で昭和37年10月を第一次とし， 5回にわた

って発掘調査が行なわれた。その際，首藤，大西，および日高はこの台地全般の地質調査を担

当し，各地質単元の層位関係を再検討するとともに，石器包含層の層位確認につとめた。基本

的な層序の確立という点では，ほぼ満足すべき結果を得たが，採集された石器の出土層位に関

しては，必ずしも全面的に満足すべきものとは言いがたい。しかし，いくつかの重要な石器の

層位を確認し， また多くの石器群の地質年代をある範囲内に限定することが出来たことも無視

できまい。この報告では，おもに地質学とくに層序学的な事実を記戦し，あわせて，ある程度

の考察をも加えたい。
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1） 地 形

ここで丹生台地と呼ぶものは，西を大野川に沿う急崖で限られ，南東を丹生川の沖讃平野で

境され，北に海岸平野をひかえた，約4kmの二辺を西，北にもつ直角三角形に拡がる台地であ

る。それは大分平野の南縁を形づくる丘陵地の一部である。この丘陵地は概して北東に低ま

り，南西に間まるが，河川によって数(ブロックに分断される。これらのブロックでは新旧の地

形耐iの発達は全く相似という訳ではなく，概して北東のブロックで若い地形面がよく発達し，

これに反し，南西部のブロックでは旧期の地形面が広い面積を占めている。

丹生台地では最高所が西縁部に偏在し，大野河畔から屹立するが，東および南東へは数段の

平坦面をへて，沖積面まで漸次低まる。北縁は種なの高さの地形面が東西性の崖線で切られて

いるが， 固結した地屑が露出している所では崖の下端に近く，波蝕ノッチが見られる所があ

り，明らかに海成雄であることを示している。

丹生台地では多数の地形面が区別されるが，各地形面間の比高の差異の大きなものに着目す

ると，次ぎの5群に分けるのが妥当である。それらは， (1)堆秋による平坦面遺物と考えられる

90～100mの小丘列(大在面) , (2)78～85mの浸蝕一堆積面(丹生面), (3)35～50mの堆讃面

(広義の城原面)，および河岸段丘面, (4)35mの延命寺面と(5)20～25mの丹川面である｡ (1)

の大在面はもっとも西にほぼ南北にのび， (2)の丹生面はその東側に広く発達する。(3)の広義

の城原面はさらに丹生面の東と南東に広く分布し， (3)， (4)の河岸段丘は丹生川に面してあまり

広くない分布を示す。大在面と城原面は海成層の堆積に由来する地形であることは明らかで，

それぞれ一輪廻の海成層と，後者ではその上の火山性被悩屑とから椛成されている。(2)の丹生

面は凹所に比較的淘汰のよい中・小円礫，砂， まれにシルトなどよりなる地屑を薄く堆職した

堆積面と，無堆積の浸蝕面とからなる。生痕のような動かし難い証拠はまだ発見されていない

が，堆職物の淘汰，礫の配列，成層の様子など堆讃的な特徴と，面のひろがりを考えると，海

成段丘と考えるのが妥当であろう。大在面はさきに述べたように残丘状を呈する。丹生耐iでは

開析がかなり進み，深い谷で刻り残された平坦面はゆるやかな波状を呈する。これに較べ，城

原而では，谷の切れこ拳は丹生面とほとんど差がない程度に複雑であるが，谷頭は明らかにご

く幼年期の特徴を示し，かつ，保存された面の連続性は強く， まったく平坦である。なお城原

面は少くとも， 35～40m(!狭義の城原面）と45～50m(岡面）の二面に区分されるが，両者の境

はかなり綾かな遷移面で代表され，場所によってはこの境をひき難い場合もある。以上述べた

ー
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譜面をまとめて，大在面と丹生面を櫛位面，狭義の城原面と岡面を中位面，延命寺面と丹生川

面を低位面とするが，それらは少くとも，西日本各地で区分されている高位，中位，低位の諸

面に対応すると考えて差支えない。

丹生川の南には，結晶片岩よりなる樅ノ木山脈をふちどって段丘が発達するが， これらは北

流する小河川によって数ブロックに分断されている。ここでもっとも広い分布を示すのは，佐

野より東の狭義の城原面と低位面，佐野以西の側面と低位面とであり，それぞれ固有の堆積物

を持っている。中，低位面がよく発達するにもかかわらず，間位Ⅲiの発達はきわめて悪い。樅

ノ木山脈の北縁に沿って，結晶片岩よりなる間度100mあまりの前山の列と， さらにその北側

に80111前後のやや平坦な部分が認められる。これらが大在面と丹生面を代表する浸蝕面および

その過物であることは，ほぼ間違いない。

地域の岐南西部では大野川と丹生川に挟まれて，丹生台地が直接樅ノ木山脈に接する。丹生

卿相当の尚度を示す平坦面は，台地の骨悩をつくる慨崎屑を微断した浸蝕面であり， きわめて

明瞭な境で･山地と接する。

次ぎに平坦面の傾きについて検討して承るが，各平面の原iniはもともと浸蝕一堆積の平衡曲

面の一部を代表している筈であるから，ある平坦面の傾きはその中の部分によって変るのが当

然である。例えば丹生川の沖積平野が河口から約2kmの， 丹生台地南東端の南から西南西

に，簸初の2kmにつき1/440,次ぎの2kmで1/250,次ぎの1kmで1/100の傾き量を示し， さ

らに上流ではこの傾きは急に琳大する例からも分る。丹生台地の平坦面について，上の遷移線

（帯）近くの，比較的急な傾斜の部分を除外して，その値を求めてみると，東北東一西南西方

向で，丹生面およそ1/70,城原面1/100～1/130, 延命寺面1/270となる。 これらは先に述べ

たように，浸蝕一堆積平衡間の対応する位置の傾きを示しているとは限らないし， また原面形

成後の浸蝕も考えねばならないので，上の数字は必ずしも厳密な比較の基礎にはならないかも

知れなし､。しかし古いmiが新しいものよりよけいに傾いているという定性的な結論は安全にひ

き出せると思う。この紬諭は，大分平野南部の緒台地が，それぞれ北東方向に低まるという事

実と関連して，丹生台地の韮雛迎勤の解析に亜要な示唆を与える。丹生川南方の狭義の城原面

の堆積物の最上部である阿蘇の火山性物質が，同程度によく保存されている部分で計測して，

南北方向で1/80という強い価きの値が得られる。 この値は丹生台地そのものの城原面の上限

近くの数値よりはるかに大きく， 面形成時の古地mi!についての考慮なくては説明がむつかし

いo
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丹生台地にはこれまでに述べた平坦面のほかに，いくつかの級傾斜の地形単位が存在する。

これらは平坦面相互の間の遷移面とは違う性絡のもので，固有の斜面堆積物をもっている。こ

れによって切られ， また腋われる平坦面との関係から推論すると， これらの地形単位はかなり

長期にわたって発達してきたものである。

2） 地 質

丹生台地とその周辺で認められる地質単元は，樅ノ木山脈とそれに接する朧かの地区に基盤

岩として露出する結晶片岩と，三つの堆積輪廻をそれぞれ代表し，その一部または大部分が海

成脳である蝋＃111im層，大在屑，岡泥屑の三屑と，大在層・城原屑間のある時期に唯職した薄い砂

礫の小原台砂牒層，岡泥層に引きつづき，阿蘇熔結凝灰岩の堆職を伴う砂礫層である一木凝灰

岩，一木凝灰岩後の河岸段丘唯積層とよりなる。結晶片岩を除く諸層はすべて第四系に含まれ

る。これらの地簡単元の一般的屑位関係は次表の通りである。

大分地方の後期新生

界の概観大分地方に

は新生界後期の地層や

火山岩が広く発達して

おり，丹生台地の第四

系はその一部であるか

らには， この地方の新

生界後期の蒲単元につ

いて， とくに地史的な

輪郭を把んでいると，

丹生台地の地質の位置
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畿最新統の下限は，大分層の下部までのびる。

第2表丹生台地における隔序

づけが容易であろうと思える。それで，丹生台地の諸層の記戦の前に，大分地方の後期新生界

の概観をしておきたい。

九州の後期新生界の地史ば経と緯とに僻えられる二組の骨組によって織りなされているの

は，首藤がしばしば指摘してきたとおりである。すなわち，北，中，南九州の地質的異質性と

いう空間的なわくと，層序的には後期漸新世一前期中新世，中・後期中新世一鮮新世，および

最新世の三つの輪廻にまとめられるという時間的な骨陥に支えられて，地史の展開が行われて

－
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いる。第一輪廻を通じて，南九州は後期地向斜の活性の前縁沈降一変動帯，北九州は安定地塊

に臨む不活性の前縁沈降梢， 中九州は中央隆起帯としての性格を強めて行った。

大分地方の新生界は第一輪廻の終りに， この中央隆起帯の中の火山性断裂滞として誕生し

た。宇佐層群として一括されている変質火山岩・火山砕屑岩類はこの時期に噴出されたと考え

られている。中九州の第二輪廻は， とくに大分地方によく発達する碩南層群で代表され，いわ

ゆる古瀬戸内統の一部である。砿南層群の亜要な特徴の一つはきわめて激烈な火山活励であ

り，多遮の火山砕屑岩や熔岩が堆職層に挟まれ，あるいは同時異相の関係で横に移過する。他

の一つの特徴は碩耐脳群に属する各地質単元が，その地質時代の長さに較べてきわめて厚いこ

とである。堆職相から判断すると，それらは《大分一熊本榊造線〉に沿う昇降運動と成因的な

関係がある湖沼に11職したもので， もともと狭く限られた分布をしていたらしい。それらの現

在の地質榊造は，北東一南西，東西，北西一南東の間で変化する走向で，南に10～30度傾斜す

る|司斜鮴造である。

中九州の第三輪廻は，大分卿群の(1)沌尾層, (2)慨崎層，九亜層群の(3)大在層， (4)城原層， (5)延

命寺砂牒腰， (6)丹川砂礫隅などで代表される小輪廻からなる。この中の第一の小輪廻に属する

地質系統は，ほぼ大分一熊本職造線より北の中九州，北西九州で広大な分布を示し，鹿児島県

を中心とする西南九州にも広く発達している。このものは複輝石安山岩類を主とする全面的な

火山活動で特徴づけられ，かつての北，中，南九州の地質的異質性はうすれている。この火山

一堆蔽盆地の分布は，第二輪廻の唯稿一造山のくせの地域区分とは全く合わず， その間に，著

しい造鱗的条件の卿典があったと考えねばならない。他の地質的証拠をも加えると，第二輪廻

の藤末期に一度，広汎な準平原化が行なわれ， それに統いて新しい形式の迎勅が始ったと推論

される。具体的にこの連動がどういう形のものであったかという事は，節三輪廻を通じての地

質現象を総合することによってしか判断できない。結論をかんたんに言うと， それは複雑な曲

隆運動であった。襖雑という意味は，一方的に曲隆を続けたのではなく，停滞あるいは多少の

沈降の時期を挾んで，総体としての曲|雄が進行していったという21『である。それは一つには滝

尾屑（同相当屑）がきわめて広く分布しているのに対して， 順次時代の若くなる慨崎層， 大在

隔，岡泥層は, IIMi次内陛郁から退き，ついに現在の海岸地域に限られてしまった鞭から推定さ

れる。童た， もともと海水耐に近い商度の水域に堆積した郡が確実な地屑を，中九州の東西断

耐こプロットしたI叉I (甘藤: 1962)からも判断できる。ただしこの場合， 各小輪廻の間の時期

の浸蝕鐘を考慮しない限り，各小輪廻における曲隆量の定量:的な解析はできない。



41

地層の厚さを糸ると，滝尾，鶴崎，大在の諸層と岡，一木， 延命寺の各部屑はそれぞれ600

士30m, 215m, 40m, 25m, 8111, 3mという最大値を示し， 若いもの程薄くなるという明

らかな傾向を示している。そしてその淡化は，伽崎層と大在層の間でもっとも激しい。

次ぎに構造を検討してみると，模式断面での滝尾層は'0～'5度で北傾斜し，その西方では数

度の傾き量で摺曲をくり返している。繩崎層も弱い抑揚柵造を示すが，大在層は堆積時の原傾

斜と考えられる走向傾斜が認められるだけである。岡泥層とそれより若い地層は事実上，水平

層としてあつかって差支えない。

以上述べたような中九州の後期新生界の地史的背景， とくにその鮒三輪廻を通じて， しだい

に曲隆を強め，堆積の小輪廻が小規模になっていき，かつ摺曲運動は微弱になるという傾向を

もった中九州の縁辺部として，丹生台地を見て行かねばならない。

鶴崎層懲崎層は先に述べたように，大分層群の最上部を占め，一つの堆積輪廻を代表し，

下から上へ，粗，細，粗と変化する層相を示す。本層は大野川と大分川に挟まれた鰯崎台地の
1）

北縁を模式地とし，下部粗粒部は牧砂礫層，中・上部は高城互層と呼ばれる（首藤： ,962)。

模式地における牧砂礫屑は粗いシルト ・レンズを挾む砂礫層と，それに統く軽石質火山砂の

優勢な砂・礫・シルトの交互層よりなる。礫層の走向方向ののびはかなりよく，礫の配列は河

床堆積物より不規則性が弱く，かつ，上位に海成シルトがくることを考えると，三角洲で堆積

したと考えるのが妥当である。礫の単層には，ほとんど安山岩と軽石だけで織成されているも

のと，古期岩層源の礫が圧倒的に多いものとがあるが， いずれも円磨度は高い。前者はおもに

中礫以下で， よく膠結されており，後者は大礫が優勢で粗しようである。模式地の本層は，下

位の滝尼層に整合に重なるが，高城南方護国神社の沢では軽微な不整合が観察される。そこで

は軽石質粗砂・細礫・中粒火山砂・シルト岩などの互層からなる滝尾層最上部（下郡部鯛）の明

らかな洗掘面上に，牧砂礫層がのる。しかし他地区での層序との比較から推定すると， この不

整合はごく局部的で，意味のある時間間隙を示すものとは考えられない。そこの牧砂礫屑は軽

石質砂層．円磨された中礫礫層の20～30cmごとの細互層12mで始まり，上は含礫粗粒砂と砂

質シルトの2～3mごとの互層となっている。牧部落南西，台地の北西端の砂礫採掘場で， 同

層基底近くの凝灰質シルトから, SIegodof@ orie"α"sOwENの臼歯を産し， また高城駅南西

の崖で,上部の砂質シルトからV@fzer"pisノ"of@ic"sDEsHAYEsを産した。

高城互層は模式地で，凝灰質中・粗粒砂の薄層を挾んで, 2m内外のリズムで互層する青黒
一一

: 1962)o

－一一一一

1） 商城部周（竹藤: 1953)=牧砂礫周十商城互厩（簡藤
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第39図丹生台地鶴崎層の柱状断面図

1 ：上志村南方， 2 ：角子一大越， 3 ：月ケ平西方， 4 ：月ケ平南西， 5 ：尾崎， 6 ：尾崎J1(方, 7 :月

ケ平とその南方， 8 2城陳北東， 9 ：久土， 10：金谷北方。

A:大・中礫, B:細礫, C:礫混り砂, D:砂, E:シルト質砂一砂質シルト, F:軽石, G:粘土一

シルト,H:擬灰岩, I :硅藻土質粘土, J :クロス・ラミナ, K:植物化石D L:貝化石。

色シルト層と，その上に亜なる軽石にとむ砂・礫凧軽石屑および，それらより劣勢のシルト

の互層から織成されている。まだ化石産出の報告はない。

大野川東岸の丹生台地には滝尼層に同定される地屑は全く認められないのにもかかわらず，
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撫崎層は広くその全域に分布している。これが滝尾層でない事は火山層序のうえで明らかであ

る。滝尾層では基底に近く，黒雲母角閃安山岩質の顕著な角礫凝灰岩があり，中・上部は角閃

石両輝石安山岩から両輝石安山岩に変っていく火I_l.l活動で特徴づけられ，特有の厚い凝灰岩を

持ち，後で述べるように，丹生台地のものとは異る。

丹生台地の牧砂礫層の露出区域は狭く限られており，月ケ平大池南西，城原北東，迫谷附近

および金谷北方だけで観察される◎尾崎一月ケ平より西・北の牧砂礫層はシルトを挾む砂・礫

互屑で代表され，一般に西と南西に向うにつれ淘汰が悪くなる。いつぽう城原では中・粗粒砂

層が主拙成要素で,それらと中礫礫屑の互層となっている。陳は円勝度も淘汰もよく，その配列

は規則正しい。この部層の上限近くに挾まれる海|災貝化石を含む硅藻土質層灰岩(2.1''')の存

在をあわせて考慮に入れると，城原での牧砂礫屑は海成である可能性が強い。前記の層灰岩か

ら産する化石には次ぎの種が含まれるoFM"jαﾉ帥"煙c”1･"(SowERBY),Mizco"1α"co"g7.""

(MARTENs),R""〃2"c〃g〃a (ADAMsetREEvE),Pf.oc/""P/if〃と"(DuNKER)などの内

湾性の貝と, Rzg"s,ZeMo"",Ac"･などの温帯南部の植物葉片。

金谷附近の牧砂礫層は大部分が角礫質の結晶片岩のに|ｺ礫でできた礫暦である。時をシルトや

砂の薄層を挾象，あるいは部分的にシルト岩，砂岩と互層状を呈する。礫層の礫は配列も淘汰

も乱雑であり，明らかな周縁相であることは，それが結晶片岩の山地にアバットしていること

からも分かる。

高城互層下部は一般に模式地におけるより， もっとシルト岩が発達し， とくに岡北西の沢，

西受，迫谷，城原東部などでは，粗粒薄層をごく僅か挾むだけで，むしろ成層シルト岩と呼ぶ

べきものである。挾在する粗粒郁の性質は城原東方ではかなり淘汰のよい中・細粒砂層である

が，西部では細礫を含む泥っぽい粗粒砂の不規則な薄層ないしレンズである場合が多い。台地

の北西縁部では例外的に粗粒層が多く，棋式地と似た凝灰質砂の薄屑と互届状を呈する。シル

トそのものは青黒色を示し，柿物細片にとむが，鑑定に耐える標本は採集できなかった。この

泥質部は南方に向けて薄くなるが，西受一野間の線から南では急激に変化し，金谷北方で尖減

する。丹生川南方の丘稜地でもまた， この屑は全く認められない。

高城互層の中・上部は軽石粗粒砂と火山砂とが圧倒的に多い粗粒互層であり， 円磨された中

礫礫層，細礫礫屑，粗粒シルト鳳固い碓藻土質凝灰質粘土葉屑などを挾む。 i隆石にとむ火山

砂層とそれに挾まれ，波状の層面をもつ固い凝灰質粘土層は，野外でとくにこの部屑を特徴づ

ける性質である（雛4()図)。軽石は角閃石安山岩質ないし黒雲母角閃石安山岩質であり，概し

l
l

l
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て径2cm以下がおもであるが，

角礫凝灰岩質の部分では拳大以

下の大礫も少くない。地域的に

みると軽石， とくに粗粒のもの

は北西部に多い。結晶片岩礫は

南西部を除くと予想外に少く，

古地理を考察する際，欠くこと

のできない一条件となってい
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丹生川と金谷を結ぶ線の南で ‘ ： 」
第40図善福寺南口における概崎層i高城互層上部の層相

は， 結晶片岩の基盤に， 澗城
a ：灰色粗シルト, b ;粗粒火山砂p C :明色組シルト, d :磯灰質粘土

互層上部が直接アバットしてい （堅硬), e :軽石にとむ粗粒砂ないし細礫, f :茜褐色シルト, g :Wl

る。そこでは軽石質砂層と火山 粒砂, h:淡禍色ｼﾉﾚ1.賀砂, i :軽石にとむ粗粒砂ないし細礫･

砂層が主体で， これに固い凝灰質粘土薄層，礫層を挟んでおり，基質に黒雲母がめだつ。所に

よって1.5mをこすシルト層,あるいは硅藻土を挟むが,概して細粒層は乏しい。股上部は礫質

となり，とくに佐野南方，市尾南東では漂礫さえ含み,礫層の発達は著しい。基盤に対する不整

合面がかなりの傾斜をもつ所が多い事実は，当時の地形を考えるうえに忘れてはならぬ事柄の

一つであろう。南部がこのように完全に周縁相を呈するのにたいして，丹生台地北部の尾崎附

近では，高城互層の軽石質一火山砂質互層のなかの淘汰の悪い砂質シルトや細砂の部分に内湾

性の貝化石を産する。それらはFt""jα ＃""""(REEvE), Cycﾉ伽asif@efzsis (GMELIN),

R""p郷ﾉC舵"a (ADAMsetREEvE),PIoc/”αルoc"(PHIL'PPI),Ba""α"α加榔"腕r"zjs

(LIscHKE),P""秘gノqpo"ic"(LIscHKE)である。

牧砂礫層は丹生台地の露頭では下限不明， 高城互層の泥質部はたかだか30mばかりである
1〕

が， 月ケ平における大分県鉱工課のボーリング資料から判断すると，牧砂礫層と高城互層泥質

部の合計は180mばかりとなるo これに同地区の尚城互層粗粒部の厚さ35mを加えると， 月

ケ平地区の齢崎層の全厚は215111に達する。 これを西受付近の120m強， 模式地の80m内外

という値に較べると異常に大きいと言わねばならない。これらの地区では，いずれも脇崎層の

上・中・下の全部分がそろっているからには，層の厚さの相違は堆積当時，基盤の沈降鼠が場
一一一 一一一一 一一＝凸一マ 寺一一 一 一

1）小野田鴻過剤工業株式会祉火在工場柵Iﾉ1．
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所によって違っていた事にもとづくと考えねばならない。いいかえると， この事実は丹碓台地

で鶴崎層を堆積させたのが単純な雅盤の沈降（あるいは海面の上ｸ'.）ではなく，造盆地的な韮盤

運動が大きな役割をした事を示している。

鶴崎層の現在の椛造をゑると，丹生台地でゆるい短軸背斜構造を迫谷から岡北方の地区にも

つ。そのIIilll方向はげんみつにば測定できなかったが，ほぼNEE性である。もう一つの背斜部

が城原北東にあるが，その詳細は台地がそこで終るため確められない。丹生川南方の丘稜でも

韮朧山地に接して, NEE性の弱い短軸背斜が認められる。短靴摺曲に加えて， 月ケ平周辺

(地屑のもっとも厚い地区)では小刻承の抑揚柵造があり，そのillll方向は明瞭にNW～NNW性で

ある。断層としてばNNW～NWW方向の正断層が多い。韮雛に近い部分では断層による地屑

の乱れは少いが，北縁部ではEW性に近づき，北落ちで引曳りが大きい。坂ノ市磯崎(地質図

の範囲外）ではNNE方向の断層による巾広い引曳り帯があり， 引曳り帯の地層の傾斜は85度

に達する。

大在層大在層は九重屑群の最下部を占める。大在屑およびそれ以後の地屑は，海成段丘を

柵成して現在残っている地形面の形成に参与している。この意味ではむしろ埜樅的な性格をも

ち，明瞭な摺曲や断鳳橘造を示す鵬崎屑およびそれ以前の諸層とは，大在厨の地史的な意義は

大きく異なる。

大在層も鵺崎層同様に一堆職輪廻を代表しているが，顕蒋な礫層に始まって，泥屑をへて上

部の礫屑が重なり，その輪廻性はいっそう明確である。分布は比較的狭く，丹生台地の西部に

偏在し，台地の中部・東部にも，丹生川以南の丘稜にも本屑は認められない。その堆積物はお

おむね80～90mの高度の台地を柵成しているが，堆績面が地形面となっているわけではない。

大在層は瀧造的にはほとんど水平に近いけれど， ごく経かな向斜織造が観察され，泥層部で測

定して最大2～2.5度の傾斜をもつ。向斜の軸は伽崎屑の背斜緋造の軸部とほぼ重なる。この

見かけの向斜構造が基雛運動に基づく真性の摺曲榊造であるのか，それとも，大在層堆積時の

原傾斜が続成作用を通じて修飾されたものなのか，判定はむつかしい。しかし，層相の解析，

とくに層相断面図の検討から， 後者の可能性が強い。大在屑の基底面は，多くは50～60mの

高度にあるが，かなり凹凸があり， その籍しい例としては， 慨崎屑が77～85mの高度で露出

する部分が，岡北方の五地区で認められる。大在圃堆職の初期， これらは小島として存在して

いたが， しだいに埋めたてられていったものと考えられる。また大在層は僻崎層の摺曲を反映

して，そのさまざまな層位を明らかな不整合で腋っている。

’
｜

’
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大在層は下部礫屑25m(最大

30m), 上部泥層12m(般大22

m), 最上部礫屑5.5mよりな

り，前者を志村砂礫層，後二者

を丹生泥層と呼ぶ(首藤； 1962)。

最上部礫屑を独立の部層としな

いのは，それが醤願寺北西の89

m碕地にだけ現存し，余りに小

さい単元であることと，後で述

べる堆職機榊ともからんで，丹

生泥層のなかに含ませた。

大在層の模式地は旧大在町志

村南方の91m高地の西側斜面に

選定されている。棋式地におけ

る志村砂峡層は，中部に砂混り

シルト (2.5m)を挾む大礫礫圃

(1()m)で始まる。砿の岩質は角

閃安山岩がもっとも多く，結晶

片岩，碓岩，輝石安山岩もかな

り多い。とくに大型の朧は結晶

片岩の占める割合が圧倒的に商

いoこの礫層の上方は砂．礫の

不規則な互層であり，漂礫から

中粒砂までの粒度の物質がレン

ズ状ないしパッチ状に交互して

12mに及ぶ。その上位4mの間

は中。細礫礫層とシルト質含礫

'まおおむね漂・大礫礫屑で始ま

志
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第41図大在IFIの柱状|断面図

A9中礫およびモれより細い礫, B :細礫， C：麟砂, D:砂質

シルI､一シルl､質砂, E:粗シルト, F9紬ジル1,, G9淡灰色

粘土（粗粒砂を含む), H;新オーレソジ・画一ム, I w表土。

砂屑の細互層となっている。その他の場所でも，志村砂礫層はおおむね漂・大礫礫胴で始ま

り．上限近くは中･細礫がち，あるいは含礫砂層が優勢となっている。しかし柱状断面図にも一

し
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志村砂礫層はきわめて礫勝ちで，僅かの砂層を挾むにすぎず, 1mを

るのは模式地付近だけである。上限近くに挾まれる大礫礫層には亜角

部示されているように，志村砂礫層はきわめて礫勝ち弓

越えるシルト層が見られるのは模式地付近だけである。

の硅岩が多く含まれ，細礫層には圧倒的に結晶 Aの硅岩が多く含まれ，細礫層には圧倒的に結晶 A

’

片岩の礫が多いなど幾分， 選択的な傾向を示

す。志村砂礫層では，鶴崎閣や岡泥層に較べて

結晶片岩礫がずっと北方の地点まで高いパーセ

ンテイジを占めている。礫の風化の程度をみる

と，全般的には詐質岩を除いて強く風化し， い

1〕

わゆるクサリ礫とされるものであるが，風化の

度は地区的にかなりのばらつきがある。

模式地の丹生泥層は凝灰質のシルト混りの砂

屑から，貝化石を含む青黒色シルトをへて，凝

灰質の黄白色粗シルト，含礫軽石砂層にいたる

およそ15mの地層である。模式地の南, 800m

の県道トンネル附近では22mの厚さがあり，全

地域で最大の値を示す。その他の地区では浸蝕

のため上部が刻られ, 15m以下の層厚である。

一般に風化が進象，相当深部まで粘土化し，褐

色のしゑをもつ黄白色を呈する。含まれる貝化

石は殻がとけ去り，すべてモールドとしての象

存在する。化石は産出状態から自生群集と考え

られるが， それは強い内湾性環境を指示する

群集である :A""""(7rgi"αγ")gf･"os"

(LINN&),CyC""Si"2"Sis(GMELIN),M"0畑a
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第42図志村砂礫胴

上図・野間南西(Lnc.Skl62),第八地区溜池南西，

A:志村砂礫廟9 n :結IW,片淵の中礫（風化), 1) :

砂とシルトの混合した廟1 C :雛混りシルト質砂, (l

とf :淡批色砂質シルトP e :中麟ないし細礫, B:

岡泥周蕪底礫閣。

下図・誓願寺(Loc.Skl71)の鵡崎岡高城互隔上部

(BIと志村砂礫周(A),,

j"c鱈γ""(MARTENs),Rzz2"p"/c"2"〃(ADAMsetREEvE),Tji20γαノ"2(HINDs),U"i"""

/gpo"ic" (YoKoYAMA),Pl.ocﾉ”αルoc"(PHILIPPI), JVe"〃j"d吻加α (R6DING),”"”

jqpofzic"(AADAMs).

丹生泥層最上部礫層はおもに大礫・中礫より栂成されるが，基質が砂である層とシルトであ

1） クサレ礫と呼ぶべきだろう。
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る屑とが薄く互層しており，やく20度東南東に傾斜する斜)剛Mを示す。シルトを埜質とする礫

層は下のシルト層と移り変っている。両者の関係は不整合ではなく，平坦な泥底にのびてきた

川筋の洗掘と埋積という現象であり， この礫層は他地区，例えば県道トンネル付近の泥層最上

部と同時異相の関係にある。礫を堆積させたり川筋の沖あいへの進出という事は，前記泥層最

上部が砂質となっていることと結びつけると，全体として， この時期に海退ぎみになっていた

事が分る。最上部礫層を織成する礫は安山岩と流紋岩を多く含玖，ほかに硅岩，チャート，砂

岩，頁岩，礫岩，蛇紋岩なども含承，結晶片岩をほとんどもたない。

小原台砂礫層小原台砂牒卿は，小原西方の80m面を模式地とする礫がちの地層である。模

式地およびその周辺でば2.5m内外の中・細礫眺屑本体と，その下位の含礫砂阿やく0.6mと

でできており，大在層を明瞭な不整合で腋う。不整合面の直上には大在層のシルトの岩塊をと

I

りこんでいる例も少くない。上は厚さ， 40～60cin, まばらに礫を含承， うす灰色をおびたうす

い褐色粘土で蔽われ， さらにその上はオーレンヂ・ローム，表土で蔽われる。斜層理は北ないし

北東にゆるく傾くo礫質は安山岩がもっとも多く，流紋岩，結晶片岩，碓岩，頁岩，チャート

を含み，碓岩とチャート以外の膝は完全に風化したクサリ礫である。

水屑は丹生面に個有の薄い被硬層であり， 岡北方， 清水迫，西受東方などにも分布してい

るo一般的にこの層の礫はよく円磨され，各単層の礫のつぶはかなりそろい，かつ単層ののび

もよい。したがって，河川による洗掘や堆積を考えるよりは，海浜での堆積とする方が妥当で

あるoそして,清水迫で見られるような，砂混りの粗い泥が，泥質の基質をもつ礫層に検に移

過する例は， この海岸の小さな

蕊
入江か静かな河口の堆職を思わ

せる。

‐上に述べた地区以外で，志村

砂礫層の浸蝕面が丹生面となっ

ている場合，小原台砂礫層が仮

りに分布していても，地表調査

でそれを志村砂礫屑から区別す

るのば容易ではない。
第43図館9地区C地点において首藤委員から地質の説明

l）

城原層城原層（大西：1962） を聞く鈴木尚氏の一行

1

1）衛藤の大在屑（1962）の一部。

ー
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A:中礫およびそれより細い礫, B:細礫, C:砂, D:砂質シルトーシルト倒砂, E:細シルト，

G:軽石, H:細粒火ll｣砕屑物, I :チョコレート ．ローム, J :新オレンヂ．ローノ､, K:*:!!,

ロームの下の一木凝灰岩は軽石凝灰岩（白ローム） と旧オレンヂ．ロームを含む。

富法師の延命寺砂礫閥は河口城の堆積，野間南西の河成堆積の同閣の而は高度35mばかり。

F:細シルト，

チ訂コレート 。

は岡から城原に至る丹生台地の南東側と，丹生川の南の丘稜で40～50mの高度の平坦面を椴成

する堆積物であり， 岡口より岡部落に向う県道沿いを模式地とする下半の岡泥屑と，一木バス

停留所北北西200mの斜面を模式地とする上半の一木凝灰岩とに分けられる。両者は軽微な不
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整合で重なる。しかし後でふれるようにこの不整合関係は動かし難いものであり，かつ，後者

は明らかに覆蔽現象を示して，岡泥層の分布の範囲をこえて拡がっている。

a)岡泥層棋式地の岡泥層は慨ll1断層の高城互層を不整合に蔽う漂礫を･含む大・中陳層3m

で始まる。その上は細い中礫をまれに含む凝灰質シルト層1.3m,軽石の中･細礫や古期岩層源

の円膳された中礫のレンズなどを含む軽石質粗粒砂3.8m,海棲貝のモールドと砂管にと承，

植物葉片を含む無層理の灰黒色泥層5m,大きな波状面でその上に接し， まれに貝化石を含む

凝灰質の帯褐白色の粗いシルト屑3.7m,下部に円礫を含象，軽石礫から軽石質粗粒砂に粒度

変化する照46m, 計約21mが亜なる。

岡泥舸の泥質相の発達はかなり不規則で，局部的にふくれたり，細って尖減したりする。模

式地から北東に向うと泥質部に含礫砂層が挾まれ，後者がしだいに泥屑を置きかえていき，炭

善と中安の中間で，泥屑はまったく尖減する。しかし一木付近で泥屑は突然発達し，棋式地と

同じような軽石質の火山砂層の上に, 20mに及ぶ単調な泥屑が重なる。この泥層の下半は暗色

で，貝のモールドを多産するが，上半とくに上部は凝灰質でやや淡色，固結度が高く，化石を

含まない。その北東ではふたたび下部を除いて，中・上部は礫まじりの砂で置きかえられる。

台地の東端，宮法師では，標高11mの道路わきに， 泥質の基質をもつ軽石礫層0.5mj灰色シ

ルト0.2m,砂質の韮質の軽石縦隔1.8m, il,離石と貝化石（モールド）を含む灰黒色シルト22

]n,その上に大きな波状面でのる含貝化石凝灰質淡色シルト2mが重なり，その上を低位面を

つくる結晶片岩の亜円中礫礫隔が不盤合に腋う。その不盤合面から下のシルトの中へ多数の砂

管がのびているのは璽要な覗突である。そこから200m離れて，高度22mから上に泥屑から砂

層に漸移する地層が連続に露出している。この部分は平行葉脈をもつ細長い植物葉片(あし， よ

しに瓶する)の多い無屑理の，やや白象がかった淡褐色の泥阿6mが下部にあり，その上位は砂

質泥屑をへて，極細砂ないし細砂級の無層理の砂層4mからできている。貝化石を含む明らか

な岡泥層の露出上限との間には, 45mのギャップがあるので， これを岡泥層の上続きと言い

切ることは出来ないが，その可能性が強い。しかし，一木凝灰岩基底の礫層の異相である可能

性を完全に否定することは出来ない。

宮法師の北，城原部落の南東にあたる掌状に分l1皮した沢では，上述の泥から砂への漸移層が

4～8mの厚さの礫層上に明らかに重っている。この礫屑では結晶片岩とチ.ヤートの礫が目だ

って多く，粒度は中・細礫で，比較的新鮮である。これは宮法師と田尾の中間の岡泥層の礫層

山

とよく似ている。

I
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城原よりさらに3KIn北東の磯崎では，断層による引曳りで急傾した慨崎層の上に水平な岡泥

層がのっているOそれは基底の裸・大礫の円礫礫層の上に, i隆石と結晶片岩のilli角の細礫ない

し中礫より織成されている礫層2m, その上部は急に細粒化して， 貝化石（モールド）にとむ

シルト層に移過する。このシルト3.5mは上に行くにつれふたたび粗くなり，砂質シルトをへ

て中粒火山砂2.5m,中礫を含む粗砂4.5mと重なる。その上にのる大礫以下の礫でできた礫

層2mは一木凝灰岩基底礫層に対比されるものである。

次ぎに模式地の南西をみると，野間周辺で

は明色のシルト薄屑を挾む礫隔が50m平坦面

固有の堆積物の下半をつくって，鶴崎層を腋

っているOこの上に漂礫を含む大礫以下の礫

層があり， さらに一木凝灰岩に含まれる白ロ

ームが上に兎なる○下半の礫阿が岡泥屑を岡

泥照を代表し，上の大礫礫層は一木凝灰岩基

底礫屑に当るものであろう。

丹/k川南方の丘稜地でも岡泥厨はまったく

礫鳳によって代表されている。

岡泥層産化石は次ぎのような机が含まれる。
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第45図一木北西(Loc.Skl39)に於ける岡泥隅

(a～b)と一木凝灰器

孔 ：灰色砂側シルト, 1) :淘汰のよい細砂f C :まれ

に大礫をもつ亜門中聴， （1 ：シルl､P C :軽石角藤隔

(REEvE),""α祁如s oji""s (YoKoYAMA),

Cﾉem2〃"α”妨副2"i (MABILLE), V'γewojpnq/:"cγα(PILsBRY),P"""es〃抑“ﾉα伽s

(BoRN),R""""ﾉchg"a (ADAMs et REEvE),M"0""(Psa畑加"0wI")""α伽祁sis

(SowERBY),Lamr〃""”ル""os"(REEvE),D"""""moc""g"ﾉ“"〃ﾉj2""gof""刀(GouLD),

Tγ"jαノqpo"ic"(A・ADAMs),Echinoid2spp.

宮法師-"gi""c"gγα抑s"(LINNE),乃"j"G/: /"071ic"(A.ADAMs)

磯崎-Tbgi"αγcagγα抑s"(LINNE),Bf."ﾙ畑0"eSSe"〃0"si"(BENsoN),Cyc""si""sis

(GMELIN),DOSifZiZZ (P""coso"α）ノ"0"ic"(REEvE),R"""14ﾉChe"a(ADAMsetREEvE),

M"o""(Ps""""0”α） α妙α此祁sis (SowERBY),Tﾉi20ﾉα ノα"(HINDs), Procﾉ”αル“〃

(PHILIPP'),Ba"""""zO邦α"s(BRuGuIERE),""ssαγ"s〃"escews(PHILPPI),Irexsp.

ほか全縁の広葉樹葉片3種

b)一木凝灰岩模式地の一木凝灰岩は岡泥層のシルト屑にのる。蕪底部は褐鉄鉱でかなり
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固結した亜円の中藤礫層0.5～0.6mである。礫質ば結晶片岩をほと

んど含まず，それ以外の古期岩層源のものである･この礫層上に軽石

凝灰岩2.5mないし3mが重なり， さらに上は細礫ないし粗粒砂を少

し含む白っぽい火山灰層となっている。その300m北西（中安の南東）

でもほとんど同様の層序が見られるが，韮底の高度は模式地より数m

低く，灰色の)|曝石凝灰岩は厚い｡岡泥層の模式地でば， 岡泥層の上

に，大礫以下の粒腿で，淘汰のよい円礫礫層2m,砂屑1m, 中礫を

ぽつんと含む'|醗石質の白っぽい凝灰岩12m, それと類似の細粒の火

山灰で帯桃白色，角閃石結晶を多く含象，風化すると帯桃淡褐色とな

るもの（白匡一ム),08m角閃石美晶をもつチョコレート色戸一ム，

m内外が一木凝灰岩にあたる。

下部に礫層を伴ったこの火山拠出物は，丹生台地の東半分を占める

城原面の北縁部と東端とを除いて，広く分布している。しかしその分

布地のほとんど全域に見られるのは《白ローム》であり，弱く熔結し

た軽石凝灰岩は雌かに模式地付近と，田尾一城原の中間の二地区だけ

で認められる。白ロームはおおむね風化が進み，粘土化している所が

区で数10cn1以下であるoその上部はいくぶん褐色をおび，小卵形の結

耐
邸
Ｉ
ｅ

／

。

一
・
湖
吋
。
◇
Ｖ
率

／
″
グ
ー
己
ｖ
ｃ
ｏ
ｖ
》
ｖ
》

Ｖ
Ｄ
。
Ｖ
帥

や
。
Ｖ
・

４

Ｖ
。
，
ｖ

C

－2m

弓＝＝＝

一
一
一
一
一
一
一
一
一

b

1

四
○

a

6･｡.ciC.;
む け

(）

第46図炭悲南方

(LocSklO3)の城

原面堆職物

a：岡泥刷を不盤合に

蔽う一木擬灰臘韮臘砂

礫卿, l) ; Mi!i_I:, c

白P－ム，安ll1岩質粗

砂粒や細礫を含む, (l

；濃オレンヂ色（菰褐

色）粗し.にうローム，

e：チ罰コレート色戸

一ム, f :表土。

多く，厚さは大部分の地区で数10cnl以下であるoその上部はいくぶん褐色をおび，小卵形の結

節をもつことがある。この上に渋いオレンヂ色のぽろぽろした薄いロームが保存されている例

があり， とくに岡口から炭善にかけては珍しくない。さらに上には角閃石の結晶がめだち，縦

の弱い剖れ目の光連する褐色ないしチ罰コレート色のロームがのる。

白ロームの麺鉱物組成をゑると磁鉄鉱（約5()”，角閃石（25～30筋),紫蘇輝石(15%)がおも

な要素であるが，角閃石のなかでも褐色のものはほとんど含まれない。またガラスは全くと言

っていいほど含まれない。

一木凝灰岩は丹生川の南にも分布している。久士附近では下部に中粒の円礫礫層を敷いた，

厚さ約4mの軽石凝灰岩がかなり広く分布している。この軽石凝灰岩の下半は熔結されている

が，上部はやや粗しようである。ここではチョコレート ・ロームで蔽われ， 白ロームを欠く。

軽石凝灰岩の分布の南限をこえて，広く磁層が分布している。軽石凝灰岩もこの礫層も， とも

にチョコレート・ロームに腋われ，現在の地形でみるとほとんど連続のように見える。しか

し，軽石凝灰岩の下の疎隔は南の礫屑とはつながらず，明らかに低く位置していて，両者の唯
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積の間に浸蝕期のあった事を示している。南の礫層は岡泥層に対応するものと考えねばならな

いo

城原層後の地層城原屑後の地閣には河彫段丘堆秋物や沖穣用，緩斜地の桐劒性の堆積物，

雌雄などが含まれるが， ここではその中の垢もなものについて述べる。

a)延命寺砂礫層延命寺から北にのびる狭い平坦面(30～35''')は固宥の堆職物を持ち，

これは延命寺砂礫層と呼ばれる。本屑は鶴崎屑の高城互閣上部の軽石質互屑郁を明らかな不盤

合で腋い，厚さは1.5～2.0m・砿層最下部は漂・大礫を含む礫屑， 中．上部はおおむね砂が

ちとなっている。その上を，結晶片岩や硅岩の細礫を韮部に含む褐色のローム，チョコレート

色ローム質粘土で腋われる。部分的には， さらに新しいオレンヂ．ロームで蔽われる所もあ

プ

'DC

礫質は特徴があり，大粒の礫は非変成の古生層源と考えられる碓質頁岩，代三五安山岩（サ

ヌキ岩賀安ILI岩),硅石，甥岩などが大多数を占め，結,品I1-岩は細いものに限られる。

延命寺面に対比される地形面は丹生川の南にもかなり広く分布し，固有の礫層をもつ。それ

らは丹生川の支流に沿っても狭い;淵状に分布しているので， これらの支流の歴史は少くとも延

命寺砂礫層の堆績時までさかのぼることになる。礫極はほとんど結昌片恐だけ-であり，一般に

礫の淘汰も円磨度も低い。

宮法師で岡泥層を切って新期堆職物がのり，沖積面からの比高15mの狭い平坦面をつくって

いる。この層は結晶片岩の亜円中牒の薄層で始り，細砂1.2m, 粗砂まじりの褐色ローム質シ

ルト231n,暗褐色ローム質粘土1mが重なる。基底而から下のシルト層の中に多数の砂管が

P

のびていることと，上のilll砂の

堆積から考えると堆積開始の前

後にこの基底面が少くとも海水

面下に下っていたことが考えら

れる。褐色ローム質シル1，も水

につかって堆積したものである

なら，二次ロームの可能性を考

えねばならない。

b)丹川砂礫層丹川の上久

所と野間の問に小平坦面を形成
第47図地鷺班の澗炎

一■
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菫
する堆秋物を模式に選ぶ。丹川面は沖積面より

の比満約10“,剛寺閲より5~6m低く， ハ｛

I
標高は27m内外。本層は鶴崎層をうすく蔽う亜

B

再議重重璽
角ないし亜門の中礫礫層とその上の沖積土より

なる。丹川面は丹生川下流では現沖積面の下に

もぐり，地形面をつくっていない。

これに相当する若い段丘礫層は大野川沿い

に伽繊状の伽している。 ‘l

l
c)野間砂礫層野|側北西の緩傾斜地には，

鶴崎圃や大在層を腋って，淘汰のきわめて悪い
B

｜
礫まじりの土砂層が薄く分布している。これに

対して野間砂礫層という名称が与えられてい

岨一型坐睾塗迦‘型占埋u〈遮白
。 － 0 ． ．－｡、坐 ，の｡ ｡● 一口 ■

5訟浄皇6祭?溌ら

ａ
△
り
ｃ

田

るo礫は不規則に，散点するが，漂礫は下部に 第48図野間砂礫層⑧と表土(A)

多いo全体として，韮質が優勢であり，その韮 上図･野間北西(Loc.Skl72), a :Wi,IA片岩細礫，
l) : Ujj色泥間（上部は粘土), c :大・中礫（硅岩，

質も砂以下の粒嘆のものが不規則に混合したも 流紋岩,斑岩が多い)。

のである。－.兇表土のような見かけを呈する 下図・野間西方(LoC.Skl56), 遡大．中礫（洸紋岩
が多い） と上の明色泥層, 1) :明色泥闇p C :中礫

が， 単純な現地土ではなく， 水に洗われなが 礫層，おもに結晶片岩礫。

ら，斜i前をゆっくり綱卸して来たものであるらしく，下端部には地形に応じて粘土層がかなり

厚く唯職したり，舌状の礫層が幾層も堆積したりしている。この層の形成が長期にわたってい

る事は，上に述べた下端部では明らかに岡泥層の礫隔を腋うものから， これと横に移り変るも

のまである事実からわかる。類似の地形の，類似の堆積物は月ケ平南西や東上ノ原でも認めら

れるが， 月ケ平南西では低位段丘堆積物を蔽う関係が観察される。

d)沖積層上久所より野間に通ずる道路の丹生川にかかる橋の橋脚工事のさい観察したと

ころによると，そこでの沖澗層は上から順に，細礫混りの土壌0.9m, チョコレート色ローム

’
Ｊ
『
しｒ

↑

’

た

Ｆ

‐

・

一 霊蕊蕊
～

第49図丹生台地の地形面と堆職物の関係

I･llと I-12:尚位而,M1とM2:中位面, LIとL2:低位而，堆厭物のうち， ごく表照的なものは橘略した。
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質粘土1m,褐色シルト3m, 中・細礫を含む砂礫層0.6mとなっていて，下限は分らない。

旭化成坂ノ市工場榊内におけるボーリング溌料によると， 111職屑と若い洪積層と判断されるも

のは23mの厚さをもち，地表下10.6mの層位でもって新旧の二層に分けられる。このうち下

半が丹川砂礫層に対応し，上半が丹生川上流地区の沖秋屑に対応すると考えられる。

3） 対 比

火山層序，特に平坦面と火山砕屑物との関係大分地方の後期新生界の水成I耐がしばしば火

山岩や火山砕屑岩を伴うことはすでに述べた。そのう､ら，大分層群およびそれより若いものを

0

表記すると次ぎのとおりである。
｜

古沖菰層

延命寺砂礫屑

オレンヂ・P－ム

褐色ローム

{蕊窪占鰄霧〕
角閃石安山岩

黒雲側:角閃石流紋岩

無頚母角閃石流紋岩

両郷石安山岩類

黒雲母:角閃石安山岩

一木凝灰岩

岡 泥 圃

伽崎層,笥城互悶

側崎阿牧砂礫脳

滝尾脳上部

滝尾層下部

このうち，滝尾屑上部の両輝石安山岩類ば角閃石両輝石安山岩から玄武岩質両輝石安山岩ま

でを含み， 福岡県南部で筑紫熔岩(加藤: 1918)と呼ばれるものと同時期に噴出されたもので，

きわめて広汎な火山活動を代表し，有力な拠脳となっている。ただしそれの示す時間はかなり

長期のものである。現在ば山陰系や霧島系の諸火山の避雌となり，中九州で筒度600～1000111

にその上限がある。

滝尼屑下部の黒雲母角閃石安山岩の火砕物質は相当広く分布しており，一部は燃結凝灰岩と

なっている。これに較べ熔岩は分布が狭く，両輝石安山岩熔岩や火砕岩の間に点在するにすぎ

ない。

鶴崎層の黒雲母角閃石流紋岩のうち下部の凝灰岩は，大分県庁南西12kmで，細礫・火山砂．

シルト ・ il壁石などの互層10～15mの_上にのる黒雲母角閃石流紋岩質熔結凝灰岩に対応する。

後者は240～300mの高度の堆職平坦面をつくり，南西に追跡すると万年山熔岩(大竜山一冠山）

の下部に収敵する。したがって，鶴崎層上部の同質の火砕岩は万年|｣.1熔岩主体の噴火活動と関

係があるものと考えられる。伽|崎隔は海岸部では新期の諸隅に倣われ，堆職地形面とは無関係

’

’

風
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であるのにもかかわらず，奥地で平坦面を形作り，保持していること

は興味深い。

次ぎの大在層の上部の軽石質の火砕物質がどの火山活動に由来する

か明らかではないが，岡泥層の軽石凝灰岩が山陰系の火山活動に対応

することは，疑いの余地がない。

一木凝灰岩の熔結した軽石凝灰岩は，大分川，大野川下流流域に分

布する阿蘇熔結凝灰岩の一部によく似る。大分市とその南西郊では阿

蘇熔結凝灰岩は中位平坦面を形成しており，第50図に示すように， 明

らかな不整合でへだてられた上下の二層に分けられる。よく保存され

た所では二層とも，それぞれ下から薄い非熔結部，主体となっている

熔結部，非熔結の軽石層， 火山灰へと漸移している。このような共通

の性質がある一方では，両者を区別できる性質をも具えている。すな

わち， 下部層は3mあまりの礫層とその上の黄土色のちみつなロー

ム， 軽石礫の薄層を敷き， 熔結部本体はかなり石質で， 黒耀石にと

む。上部層は熔結部の基底に両輝石安山岩，古期岩などの礫をもち，

独立の礫層をしかず，かつ，下部層に較べてはるかに軽石がめだつ。

丹生台地の軽石凝灰岩は明らかに， ここに言う上部層の延長であると

考えられる。

白ロームは鉱物成分からゑても，地形．層位からしても北九州の八

女粘土に相当し， 白ロームの上の褐色ないし濃オレンジ色のロームは

鳥栖ロームに同定できる。

丹生台地の粘土化した白ロームは，変質が著しくなく軽石を含む白

っぽい凝灰岩に移過するが，後者が熔結した灰色の軽石凝灰岩に移過

するかどうかを直接たしかめられる露頭はない。数mの厚さの軽石凝

灰岩と，僅か数10cm以下の白ロームが同時異相だとするのは不自然の

ように思えるOいつぽう両者は共存せずに城原画を蔽っている事実

は，同事異相を考えるのに都合がよい。このように両者の関係を確実

なかったが，次ぎに述べる理由で両者が同時異相という考えをとる。

における阿蘇の火山拠出物の層序（郷原ほか： 1964）と比較すると，丹

B
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第50図大分市南西

部(Aﾉおよび南西郊(B)

の阿蘇熔結凝灰岩

a ：韮盤岩, b:古期阿蘇

熔結凝灰岩基底礫悶， c ：

軽石角礫層を上部にもつ沈

色ローム, d :古期阿聯熔

結凝灰岩，黒緬石を多く含

む， e ：新期阿蘇熔締凝灰

岩，軽石質，基底に外来

礫, I :赤色風化土， g ：

角閃石安ill岩小角礫を上部

にもつ淡禍色ローム, h :

淡鴻色'コーム質土，縦の側

れ発達, i :黒ポク。

に突きとめることはできなかったが，次ぎに述べる理由で

阿蘇北部から熊本県北部における阿蘇の火山柵ll物の層序
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第51図大分市永興台地の地形|劃と唯職物

H膠：漸位面,M:中位面, L:低位面 商・中位面堆積物表面は赤色風化(r), rl!位而の加, ：古jUl阿蝋熔紬凝灰

岩， u2：新期阿蘇熔結凝灰岩，低位伽の砂礫層(3-4m)には阿藤熔結凝灰岩猟礫が入る,Tk:大分層群滝足閣。

生台地の軽石凝灰岩は《新期阿蘇熔岩》に対比される。《新期阿蘇熔岩》と八女粘土とが同じも

ので，後者と丹生台地の白ロームが同じものとすれば，丹生台地の軽石凝灰岩と白ロームは同

時異相であるほかない。そして， 大分地方の下部の阿蘇熔結凝灰岩は郷原らの《古期阿蘇熔

岩》のどれか，恐らく1Iに同定できるのではないかと考えられる。

丹生台地の白ロームの上にのる角閃石美晶を含み，縦の割れ目のでき易いチョコレート色の

ロームは鳥栖ロームの変質したものか，あるいは別系統の火山噴出物か明らかでないが，丹生

台地と，丹生川の南の丘稜で中位段丘面と一部で，それより古い面にしか認められないので，

一木凝灰岩に一括した。

褐色ロームは地区によって粗しようであったり，粘土化が進んでいたりする。色は淡褐色な

いし淡茶褐色。重鉱物成分としては角閃石がとくに多い。延命寺面を雑徴づけるロームで， こ

れと同質のものは大分市南西でも認められる。そこでは阿蘇熔結凝灰岩にのる1.4mの淡褐色

ロームで代表され，その上部0.4mは角閃石安山岩角礫の入る軽石質火山細礫となっており，

角礫の岩質から山陰系火山活動による拠出物であると判断される。

新期オレンヂ・ロームは古沖積面とそれより古いすべての面をおおい，繩文時代中期・弥生

時代を通じてしばしば人間の生活の場となったものである。

これらの火山拠出物， とくに各期の平坦面を特徴づけるロームがむらなく分布し，保存され

ていると，地層の同定，ひいては出土品の時代決定が容易であろうが，丹生台地では残念なが

ら，それらは一木凝灰岩のほかは断片的であるため，一部の層の時代決定を困難にしている。

対比獺崎層，大在屑， 城原層はそれぞれ貝化石と植物化石をかなり挫富に産する。しか

し，採集された化石貝類は内湾性環境に特徴的な種ばかりで，環境指示者としては有効である

が，時代的には，第四紀初期から現在まで普通に見られるものである。したがって， これらの
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貝化石は時代決定のきめてとはならない。植物化石は，少くとも気候指示者という意味で，第

四紀の気候変遷と対応させて，時代判定にある程度役立つ筈であるが，採集標本は十分な検討

をうけていないので， これも現時点では対比に使える段階にない。

棋式地の慨崎層の韮底部からS"godo"07ie"""sOwENを産したが， この化石種の九州お

よび近畿・関東における産出層準の幅からみて，鶴崎層を佐貫層に対比するのがもっとも妥当

であろうoこの対比は蝿崎屑の下位の滝尾層とその相当層が明石層に対比されることとも矛盾

しない。

大在層およびそれより若い謂層はj化秋輪廻，地形面，古気候などに基づいて対比を試象るよ

り方法はない。それらの諸層の中で対比の骨幹になりうるのは，中位平坦面の形成にあずかっ

ている海成閣一岡泥届である。中位平坦面をつくる海成層は西日本の各地域に知られており，

これらを関東の下末吉層に対比するのが， もっとも妥当であることは，多くの研究者の認める

ところである。中九州の東･西の地区では,この海成層を弱く浸蝕した上に礫層をしいて阿蘇熔

結凝灰岩が堆積し，それ自身も中位下段の平坦面を形成している。 《新期阿蘇熔岩》の周縁相

とされる八女粘土の埜底に含まれる木片のC'4による年代は,33,000土鋤罐あるいは32,000年

以上という値が報告されている（郷原： 1963,有明海研究グループ；1965)。33,000年という数字と

く新期阿蘇熔岩＞の噴出期は著しい海退期であったこと（有明海研究グループ： 1965）に基づい

て， この時期をヨーロッパの主ビュルムIに対比する考えは妥当である。他方，下末吉層の時

代はリス／ビュルム間氷期にあてられるのが通例である。

これに対して‐下末吉層をビュルム第一亜間氷期に対比する考えも表明されているが，股近

判明した4峡によってその可能性は失われたといってよい。亀山(1967)によると，北九州若

松西方では，下末吉屑一武蔵野礫層相当の正津ケ浜泥層十岩屋砂屑を不整合に蔽い，八女粘土

相当層に腋われて， 帥|'の砂洲と背後のラグーンの関係で砂層と内湾性泥層が存在し， この砂一

泥層を堆積させた海浸が， ビュルム鋪一亜間氷期の海面上昇にあたるとされている。したがっ

て，その直前の下末吉海没はリス／ビュルム間氷期の海面上昇に対応する。

これより古いものについては日本とヨーロッパの間でまだ確乎とした対比はできていない。

しいて対比を試みるなら吹ぎのようになるのではないだろうか。下末吉海浸に先だつ著しい海

浸でできた大在層をミンデル／リス間氷期にあてる。この場合,小原台砂礫層が何を表すか問題

であるoEMILIANI(1955)の深海底のコアの古気候学的研究結果による， リスとミンデルの氷期

の間，つまりミンデル／リス間氷期は，一つの寒冷期によって，二つの温暖期に分かれている。
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大在層はその第一の温暖期に，小原台砂礫層は第二の温暖期に対応するものである可能性が強

い。

鶴崎層の示す海浸を大阪層群最上部のM8凝灰岩の前後の暖期にあて， ギュンツ／ミンデル

間氷期に対比したい。また滝尾層相当層上半の植物化石の示す冷気侯ないし寒冷気候を，大阪

層群のM4ないしM7とくにM6-M7の間の冷気候ないし寒冷気候に比較し， これをギュン

ツ氷期に一応対比した。

延命寺砂礫層の示す海面上昇はビュルム第二亜間氷期を代表するものであろう。第3表は上

第3表丹生台地の第四系の対比表

柱状l断面図は標準闇序を棋式化したもの。

丹 生 台 地 関東地方 ヨーロッパ

層 序 地形面 層 序 地形i(l1 氷期･間氷

九
重
層
群
一
一
大
分
層
詳

一

古 沖 積
一

－

丹川砂繰層

延命寺砂硴層

′j、
～－

原台砂錬層
一一一

大

在！

丹 生泥． 層

劃_査一雪一堂 疎層一一一一~

鵠
崎
層

高城互 層

牧砂孫 層

§＝

尾 層ﾉ昭

一
睡
恥
郵
恥
一
一

一
恥
《
祁
呼
一

一
小
一
Ｗ
｜
州
一
》

｜
》
一
一
一
一

｜
一
札
一
”
恥
一

0．
● ● ｡

⑥⑪

空，

》
三
一
一
一
一

● ●

● ● ●

OO

G ● ●

⑥⑪

cQrJ
－

ｏ

ｒ

ｖ

…

惠

一

“

●

『

○

一

士

。
↑
。
ｖ
型
簔
一

Ｉ
Ｆ
台４
Ｖ
も
一
一
言

三宝

の
、や↑、

』

。

■

９

↑

‐

Ｉ

野

間

砂

篠

層

Ｉ

－

丹川面

－

延命寺面

ー

城原 面

岡 面

丹生面

一

大在面

寺川ローム

古川砂孫層

武蔵野ローム

武蔵野一
山手砂礫層

下末吉ローム

下末吉一

姉崎層

多摩ローム

地蔵堂層

東 金 層

韓 森 層

佐 貫 層

長 浜 層

三浦層群

一

立川

－

画

武蔵野面

下末吉面

－

多離 面

■q■■一■ﾛ■一一一一ー－－－■

アレレード
■一一一一一ーー一一一一■■■

主
ビ
ュ
ル
ム

11～111
一一■■■－－1■■－1■■■

｡(亜間氷期）
q■■1■■一一一一一一一

I
由一一一一一一一一q■■ー1■■ー

ﾗｳﾌｪﾝ(亜間氷

一
一

一
ム
ー

ー
一

一
ル
ー

一
ユ
ー

ー
ビ
ー

ー
初
一

リス
ざ"

〆 でﾕルム
Dーーー■■ー一一一一一一ー■

リ ス

己
二
○

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
Ⅱ
一
一
Ｉ

一
一
一

一
一
一

三
苧
上
リ
ス

ミンデル

ギュンツ
…

～､
ミンデル

ギュンツ

~F干亙二~~~－
一一~掌ユラ' ､ソ

ーーー｡.･.、－4－．. .q･一一・.．



60

に述べた考え方に従って丹生台地の諸層を， 日本の代表的な層序と対比したものである。

4） 丹生台地の第四紀古地理

これまでに述べた各層の時代と，堆積物の性質や化石内容などに基づいて，各時期の丹生台

地附近の古地理の輪郭を復原してみたい。

鶴崎期洗掘と埋秋を普通に伴う砂礫がちの脇崎層下部の堆積当時， 現在の大分川下流か

ら，大野川下流にいたる地域は一つの巨大な複合三角洲を形成していたらしい。この三角洲は
かなり勾配の急な川の河口にあり，むしろ扇状地的な要素をもっていた。この後，海水面の上

昇によって河川の平衡曲線が， とくに下流で著しく変り，そのため粗粒物質はさきに述べた三

角洲の末端部までとどかなくなり，細粒層の堆秋が行われた。後背地の黒雲母流紋岩質の火山

活動が盛んになるのに歩調を合わせて，海水が浸入してきたが，海水の影響のあったのは丹生
〆へ

〃
〃
〆

、
、

＝一

司
】
△
凸

第52図鶴崎隔牧砂礫層堆秋時の古地理図

A8山地, B:現椛の海岸線，河川，丘陵の境など, C:三角州（陸側),
D:三角洲先端部, E:海水の影郷の独かつた部分。
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台地の北東部から磯崎にいたる地区に限られていた。当時丹生台地附近の南東には平地はな

く，結晶片岩の低い山地が海に直接接していたと考えられる。

大在期大在層の基底の示す地形，層厚の変化，泥質相の分布などから，大在層堆秋|淵始の

時，すでに現在の大野川に平行な巾広い谷地が，丹生台地の西寄りの部分に刻象こまれていた

事が分る。この河床凹地は志村砂礫屑堆積時，大きな流路として生きのびたが，丹姫泥層堆積

開始に先だって，主流路は西に移動した。海面上昇に伴って， この旧流路のlⅢ地に海水が浸入
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第53図大在屑堆蔽時の古地理図

A: lll地, B:現在の海岸線，河川，丘陵の境など, C:河岸平野（無堆積）の陸側境界, D:古大野川デルタの境

界, E:後半の時期に丹生泥闇を堆積した旧河道, F:古大野川の水流方向, G:前半の時期にⅢbとなっていた飛縦

の商まl), H:丹生泥照の唯職地区に切りこんできて砂礫を堆職させた河流。
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して，海成シルトを堆積した。時折，恐らく例外的な降雨による増水で主流路の自然堤防がこ

わされ， この旧水路に礫が流れこむことはあっても，大体は静かな入江として存続して泥質の

層を堆積し続けた。この入江の東には，砂礫質の氾濫原がひろがり， さらにその南東には結晶

片岩の山地の手前に，狭いながら乾いた平地が存在していたと考えられる。

城原期岡泥層堆積当時，丹生台地のおよそ西半分は低い丘稜地をつくり，古丹生川低地と

古大野川低地とを分けていた。この丘稜の北縁には無堆積の浸蝕海岸平地がとりまき，いつぽ

う，古丹生川低地には海水が浸入して，細長い入江をつくった。言いかえると， これまで古大
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A: lll地, B:現在の海岸線，河川，丘陵の境界など, C:海岸平野（恐らく無堆積）の陸側境界

D:岡泥層の堆積限界, E:海成泥層の堆積区, F:一木凝灰岩推底礫閣分布の陸側限界。
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野川の直接支配下にあった丹生台地付近は， この時期にはそれの直接の影紳から外ずれ，古丹

生川の営力の働く所となった。古大野川低地と古丹生川低地をへだてる丘稜は，静かな入江に

近く， しかも洪水にはおかされる鯉れはないので，当時，人間がいたとすると，そこは彼等に

とってよい仕事場となりうる条件をそなえていた。しかし，居住の場としては，洞窟か岩蔭が

必要であっただろうから，結晶片岩地域に求めねばなるまい。

岡泥層を堆積させた海が退いた後，ふたたび海面が上昇して，古丹生川の流域に広い氾濫原

堆蔽物（一木凝灰岩基底砂礫層）を残して去った。そこに阿蘇の新期熔結凝灰岩をもたらした熱

雲流は，古大野川沿いから，野間一中ノ瀬を結ぶ鞍部をのりこえて，丹生川流域に浸入したと
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A:山地, B:現在の海岸線，河川，丘随の境界, C:礫の供給方向，古丹生台地では古い堆職屑か

らの洗い出しが行われた, D:砂礫層堆馴区, E:海成屑堆職区，城原北東では砂丘が形成された。
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考えられる。

延命寺期現在の丹生川の大きな支流はすべて， この当時存在していた証拠が残されてい

る。丹生川の北側では，古い礫隅から洗い出された砂礫が再堆職するという形で砂礫層がつく
られ，南では，諸支流によってもたらされた，結晶片岩源の漂・大礫まじりの粗い礫層がつく
られた。丹生台地南東端付近は，当時の河口の湿地帯になっていたと考えられる。この河口成

の地層が現在もっている高度から判断すると，当時の海水準は現在より17m程高かったことに

なる。もちろん， これは当時から局地的な地殻変動がなかったとしての計算である。

5） 石器包含層

5次にわたる発掘調査によって，多数の旧石器時代の遺物が得られたが， その大多数は整地

作業のときブルドーザーで撹乱された部分で得られた。時代のしかし人為的に乱されていない
地層からも，いくつかの重要な石器が採集された。それらの地層は二次堆積物，野間砂礫層，
丹生泥層である。それらについて地質的所見を述べる。

野間西方で丹生面からゆるく傾き下った斜面と岡面とが切りあう線の僅か上方に設定された

トレンチ（第7地区A地点）では多数の石器が出土した。近接したトレンチ(C地点)や斜面上方

のも(D地点)などでの観察を綜合すると，野間砂礫層は斜面では薄く (1m以内),下の平坦面と

切りあう所では,比較的厚く堆秋している。堆萩物の性質は斜面の地形に従って,泥質に富むと

か，礫に富むとか，局地的な変化がはなはだしい。すでに述べたように，野間砂礫層と岡泥層
の礫層との関係から，斜面堆秋物の形成は岡泥廟初期から現在まで続いている。前記A, C,

D地点で出土した石器遺物の由来は， (1)この斜面が形成され始めてから，斜面を含む一帯を生

活圏としていた人類の遺物であるか， (2)志村砂礫屑から刻り||｛されて再堆積したか， (3)それら

の混合物のどれかであろう。地質学的にそのどれかに断定するだけの資料は持っていない。つ

まり，遺物の考えうる年代範囲はミソデル／リス間氷期と， リス/ピュルム間氷期から現在まで
である。

蒋願寺北西の丹生面には，表土，新オレンヂ・ローム，砂礫粘土が丹生泥層あるいは志村砂
礫層上部の上に広く分布している（第， ,第2,第6地区など)o多くのトレンチで表土と新オレソ
ヂ．ロームから土器と新石器， 砂質粘土層から旧石器が出土した。 この砂質粘土層は黄褐色
のしみのある淡灰白色粘土で， 細礫や粗砂粒を散点する。一見風化した白ロームと紛らわし

いが， 亜鉱物組成は不透明鉱物（おもに磁欽砿）が多く， 緑色の角閃石と黒雲母が少しあり，
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紫蘇輝石はまれである。また無色透明のガラス

も含まれている。これは白ロームの亜鉱物組成

とは異り， 丹生泥隅のそれに類似している。

このことから， この砂質粘土の薄隔は丹生泥層

が雨水に洗われて再堆積したものと考えられ

る。この層は小原台では小原台砂礫層を蔽って

いるので， それより新しいとしなければなら

ない。

他方， この層は小原台砂礫屑，志村砂礫屑，

丹生泥届を蔽っているが，砂礫の上でも， シル

トの上でも，下の層に関係なく，層自身の性質

はあまり変らないし，第2地区で， この層はご

くゆるく傾く現在の地形面によって切られてい

るという亦実がある。これらの布はこの層が現

在の谷が丹生面に刻象こむ前の，ずっと平坦で
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第56図野間北西（第2地区A地点）の粘土

採掘場の志村砂礫園(a～g)と灰

白粘土(h, 1)表土(i)

志村砂磯圃と丹生泥闇の境は場所によっては図のよ

うに砂・礎・泥の互圃をへて漸移する。

h:細礫を含む灰白色シルト，雑底(l)は褐鉄鉱で

固結，現在の地形面と表土によって斜めに切られてい

る点に注意。

あった時期に堆稜されたzI『を示している。中位面に個有の火砕物との関係が分からないので，

年代的にはこの層はリス氷期初期から繩文時代中期前葉の間にくるとしか言えない。なお， 白

ロームは中位面の下半にのゑ分布し，高位面には全く認められないことから， それが密度流と

してやって来て， もともと高位面には事実上堆積しなかったと考えられる。

誓願寺西方89m高地(第3地区B地点)のトレンチで，丹生泥周最上部の朧屑から明らかに旧

石器とされる遺物が出土したoそれは礫まじりの表土層の基底から35cmばかり下った位置で

発見されたo出土位置より上の礫層の礫の配列が乱れた形跡はなく， この礫層とそれを蔽う表

土層の圧密の程度が著しく違うことから考えて， この石器は不整合面から何らかの作用によっ

て圧入された新しい時代のものであるとは判じがたい。

住信西方の小さい沢の雌面(第10地区A地点)で中村俊一氏の採集した斜刃割器の出土点の地質

は， 礫まじりの表土の下に， 結晶片岩の中礫を主とする礫風30～35cm, その下に漂礫を含む

中・大礫礫層があり，その上限近くから石器が採集されたという。礫質はいずれも結晶片岩が

おもで，碓岩をかなり含む。風化は著しく進象，いわゆるクサリ峡である。これが志村礫層の

中部になることは疑いがない。その石器がまさしくその礫屑から抜いたものである限り，その
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石器の時代はミンデル／リス間氷期あるいはそれ以前となる。石器がどうしてこの三角洲堆積

物の中にもたらされたかという事は重要な問題である。遠くから流されて来たものであれば，

当然磨滅する筈であるから， ごく近くに人間の生活の本拠があったか，川水のかれた季節には

氾濫原が生活の場となったのかという可能性を考えねばならない。いずれにしてもそこは，生

活の本拠ではなかったから，そこに堆積した層から多くの石器を発見することは期待できず，

十分な数の例で実証することはむつかしいと思われる。それにひきかえ， 丹生台地の一部

（西部）が，海面上昇期にも乾陸として残るようになった小原台砂礫層堆積以後は，人間にと

ってそこはもっと安定した生活場所になり得た筈で， この意味から当時の石器が残っている可

能性が増す。事実， この項の初めで述べた《砂質粘土》や野間砂礫層相当層の分布地の， ブル

ドーザーで撹乱された所から，多量の旧石器が採集されているのはこの事を裏付けていると考

えるo

結局，地質学的調査結果だけで言えることは，丹生台地で出土する旧石器の地質年代はミン

デル／リス間氷期から， 繩文時代前期という広い範囲にある。そして，遺物の大部分はリス氷

期以降のものである公算が強いのである。
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111諸遺跡の状態

1） 第 1 地区

A地点の発掘既に述べたように， この地点は，昭和37年2月，中村・富木両氏によって最

初に旧石器の発見があった記念すべき場所である。それにもかかわらず， この丘陵は，頂部が

ブルドーザーによってほとんど完壁に破壊を蒙っているため，調査の鍬を一度も入れずに放置
してきた｡そこで第5次調査に

当り， この際記念すべき地点の

地層を確認すべきであるという

ことで，貯水槽の北側に第1ト

レンチ，東側に第2トレンチ，

丘陵の北端部に第3トレンチを

設け，試掘班がこれの調査にあ

たった（第57図)。

A地点の地層第1トレンチ

では，第1層がブルドーザーの

かかった黒色， 褐色の表土層

（厚さ約50cm),第2層は， 砂ま

じりの粘土の多い褐色ローム

層，腐植を含むロームの薄い縞

を挾んで，第3層は，第一次堆

蔽にかかる淡い灰色，褐色の粘

土質ローム層，第4層は，青灰

色の縞入粘土層で， これは丹生

泥層に相当する。 《日暮の池》

〆~、

、ノ

少

〃 （〃
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Ⅱ
Ⅲ囑IMMIq-蝿孵

第58図鮒1地区A地点の第1トレソチ災難断面図

の崖面から見てこの丹生泥層は，約10mほどの厚さがあり，その下に志村砂礫層がくるものと

推測される。他のトレンチでも概ね同様であった（雛58図)。

A地点発掘の成果発掘によって旧石器はただの1点も検出されなかった。ローム層の堆職

は，丹生泥層上面の形成後であるから， もし旧石器が存するとすれば，それは丹生泥層上面で

ある可能性が強い。

B地点の発掘B地点は，既に全面''1りなブルドーザーの破壊を蒙っていた。そこで試掘調査

を除き，本絡的発掘調査は，専ら周辺に僅かに残された蔽地や桃林の中に限られていた。とこ

ろが，太田亘嘱託は， この地点が耕作される毎に幾点かの打器や祖型握槌を採集したので，或

いはブルドーザーの被害を免れている部分も存するのではないかということで，今回更めてこ

の地点を小野班と試掘班が担当することになり，小野班は，鋪一次発掘調査の酒詰班発掘地の

西隣りにある雑木林の中に2×10米のトレンチを2本(第6()図, S・Tトレンチ),試掘班は,最初

頂部北側にある杉苗の傍に，東西に長くトレンチを設けた。しかしながら地層の撹乱が著しい

ため，次いで丘陵頂部をほぼ南北に切り，小野班のトレンチに接続する長いトレンチを設定し

たところ,撹乱の程度は前者と変りないが,打器，祖型握秘の発見数が遮かに増加した。そこで

’

或いはこの地が単なる包含地で

なく，居住遺跡ではないかとい

う見通しから，石器の第一次堆

積があるやも知れぬということ

で，今回は丘陵頂部の北半分を

ぼぽ全面的に発掘することに決

めた。小野・試掘両班がこの地

点に設定したトレンチは合計27

本，発掘面積は実に合計約700

㎡に達した（第60図)。

１
１

I 第59図鮒l地|斑B地,jIKの発掘状況

卜
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第60図第1地区B地点附近の地形図

B地点の地層雌林中に設けられたS・Tトレンチにおける地層は，第1層：表土“一次

酒詰班トレンチ第1屑，第四次三上班トレソチ第1層）10～15cm;第2層：灰黄褐色の砂混り粘土層

(鮒一次酒詰班トレソチ第2用，第3屑，第四次三上班トレンチ茶褐色土層）15～35cm;第3層：丹生
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第61図第1地区B地点S･TI､レンチ東壁断面図

泥層（第一次酒詰班I､レンチ総状粘土厨，鋪四次三上班トレンチ黄褐色粘土層）で，隣接の酒詰班発掘

地および第四次調査における三上班発掘の桃畑とほぼ同一層序を示していた。このうち第2層

は陸成層で，海成の丹生泥層が陸化して浸蝕をうけ，その浸蝕面に堆積した薄い層である。石

器類は，陶磁器破片とともに地表面や表土，撹乱土層から検出された。

一方試掘班発掘地の地層は，最初予測したように殆ど完壁に撹乱，破壊され，腐植土やロー

ム，粘土が混合して存在し，その中に旧石器類が点々と混っている有様であって，層序などは

実に支離滅裂で，単に石器を掘り出すだけに終始するのかと諦めていた。

しかるに, Gトレンチでは， 撹乱の被害を僅かに免れた部分が幸運にも遺存し， 柱状図

(第62図)に示されるように，第1層：開墾による撹乱層；第2層：多 N
孔質灰黄褐色粘土層；第3層：黄褐色粘土屑（丹生泥圃）という層序が

認められた。第2層以下は，開墾による被害を殆んど受けず， とくに

第2層の多孔質灰黄色粘土屑は，乾燥すると一段と白っぽく変色し，

容易に手鍬を受けつけぬほど固くなった。この第2層中から打器3点

（図版第四，第五の上）が検出されたのである。
0
， ‘ ， ． ， 1，1

第2層は，小野班トレンチの第2層に当たり， その成因については第62図第1地区Bトレ
ンチ原位臘より

従来新しいロームの二次堆積物とされていたが，第14地区A地点でこ
出土した石器類

の出土隠れが表土状に堆積せず，水平に堆積して浸蝕をうけていることが判明

したので，前記の如くこの辺りが陸化して丹生面が形成され，あまり浸蝕をうけぬうちに志村

砂礫層や丹生泥層を供給源とし，多量のロームを混じえて二次堆積したものと考えられるに至

った。因承に陸化しない場所ではこの時期に小原台砂礫層が堆積したのである。

B地点出土の石器今回出土した石器の総数は，破損品をも含めると実に100余点の多きに
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第64図節1地区B地点出土の石器（その一）

l ;砕器, 2 ･ 3 : 1l1形刃割緋。
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第65図第1地区B地点出土の洞器（その二）

1 ．2：擢斧状項器， 3． ‘l ：緬器｡
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のぼり，そのうち各種打器は， 60余点もあるが， これは従来調査された丹生遺跡群のどの地点

よりも多量に発見されたことになる。

この丘陵における石器の散布状況は，概ね東側斜面， しかも標商の比椥嫡いところに多い

という傾向がみられた。

これらの石器類を分類すると，次ぎの5群に分かっことができよう。

第1群礫または裂片利用による， 暫定的編年表のうち第3類， 長迫期を標式づける石器

で，砕器， 山形刃割器，衝器および祖型握槌，握樋状石器，握斧状石器，高背掻器等が含まれ

るo

砕器や山形刃割器は原礫の一端を粗雑に何回か縦打することによって使用目的に適った刃を

つけている。第64図1に示された砕器は，急角度の敵打を実に10数回も行って丹念に作り上げ

たものである。

上記2点を除くと他は総べて大藤を1回の撃打によって割り離した大形裂片を材料とし，原

礫面(cortex)はそのままに残し，割り離し面に加工を施しているのが特色である。殊にこの

地点特有の石器として祖型握槌（第66図3.7.8）と鉈状石器（第66図1.5）をあげることができる。

既に《第三次調査概報》において指摘したように，わが国では，両面加工の《真正な握槌》

は遂に現れず，祖型握槌，握槌状石器，或いは鉈状石器の如きものを創意したと思料される。

第67図1は，一応高背掻器としたが，単辺斜刃割器と呼ぶ方が良いかも知れない。石質は角

礫凝灰岩（第63図1），流紋岩，硬質砂岩，安山岩なども用い，石材の選択した様子は認められ

なかった。また石質によって磨耗の著しいものも見られた。

第2群大形剥片および大形剥片石器（粥68図)， 剥片は頗る不整な形状を有し， それに対

応する石核の剥離痕もまた甚だ不定形である。剥片は，縁が鋭いのでそのまま掻削に利用する

こともできる。第68図4はおそらく石器として用いられたのであろう。剥片を剥取する場合に

はまず打面を設け，強大なる力を加えて一撃で剥取した様である。第68図1は，剥片をとり尽

した残核，第68図3は，石核を再度調盤する際にできた一種のスポールであろう。流紋岩が多

く，安山岩(第68図2）， チャート（第68図3）も利用されている。

第3群中形剥片および中形剥片石器(弟69図)打面を調盤したもの第69図9が少く，ほとん

どの剥片は，広く平坦な打面を持っている。原礫面を残すものとそうでないものとがあるが，

たとえ原礫面を残すものであっても縁辺は十分に鋭く，単なる石核調整のためにできた石屑な

どではなく，石器としての機能は果たし得たであろう。剥片の長軸は蝶打の方向に対して右傾

3
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あるいは左傾しているのが大きな特色であ

る。節69図3ばこの群の剥片としては珍ら

しい縦長剥片で，周縁には二次加工が行な

われている。この剥片をも含めて，多分掻

削の用に利用されたものと思料される。

第4群小形剥片および小形剥片石器

“63図2，4～8,館67図4,)不定形な剥片で

あることは第3群と同じであるが，ずっと

小型で，姫島産黒踊石やチ.1，－卜を材料に

している。概して打喋面は，比鮫的狭く，

調整されている。第63図8はやや大きく，

縦に稜線の通る片面だけに二次加工が加え

られ，おそらく掻器の機能を持つ石器では

ないかと考えられるo"63図2はSトレン

チ北端の溝を埋めた盛土の中から発見され

豐_且室‘：
第67図第1地区B地点出土の石器（その四）

l :高背掻器(？)， 2．3 ：祖型握槌!, 4 :ナイフ型石器｡
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第68図館1地区B地点出土の調器（その五）

1－3 ：石核， 4 ；大形剥片。
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たものであるが，瀬

‘ 戸内技法により得た

剥片を利用した削器

である。

第67図4は縦長剥

片の一側縁に細かな

刃潤しを施したナイ

フであろう。

第5群石鰄(第63図

3,9,10)は3点発見さ

れたが， いずれもS

。Tトレンチであ

’潔
縮
刷

1

ポ

c、

第69図節1地区B地点出土の剥Ⅱｰ石僻（その六） る。

3,9は片面加工で， 9は有柄石倣， 10は雁股式石倣の破片である。

小野班のSoTトレンチでは， これらの石器類以外に中世以降の陶磁器の破片が， また試掘

班のトレソチでば弥ﾉﾋ式土器破片がそれぞれ少昂:出土している。

B地点発掘の成果既に指棚した如く，石器の出土点数の上では，他地点と比較して群を抜

いている。そのうち，すくなくとも節1群と館2群の石器は一つのセット関係にあり, Gトレ

ンチに過存する多孔質灰菰褐色粘土層を本来の包含卿としていたと考えられるが， この粘土層

は，丘陵周辺で標商のかなり低い蔽地や雛林，桃畑の中にも堆秋していて，そこからは1点の

此の種石器も発見されていない。試掘班発棚|の地点においてすら東側斜面に分布範囲が限定さ

れ，それも標高が低下するに従って数通が逓減することから推して，現在は削平されている丘

陵頂部に集中的に包含されていたと考えることができよう･そうすれば， これらの石器が， ど

こか他のところから運ばれて来たものではなく，本来この地が居住もしくは石器製作所であっ

て，石器は一次的な堆積であったか，あるいは連ばれて来たものとしても，それは極く近い所

からであったことがうかがわれる。そして本来の包含層と目される多孔質灰黄褐色粘土層の堆

職時期としては，丹生面形成後あまり隔たらぬ時期と考えられているから，石器の年代も目か

ら枠を狭めることができよう。

D地点の調査第一次調査で富木班が設けた鋪1 1､レンチの西側に， これとほぼ同方向に2

１
１

I
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x14mの第2トレンチを設け， これを北より

A, B, C,……Gの7区(各2×2m)に分け

て発掘調査を行った。

D地点の地層第2トレンチ内の地層は，ほ

ぼ平行した三つの層から成っている。表土上面

は比較的平坦で，その下に20～30cmの黒褐色表

土層が認められ， もともとこの附近が耕地であ

ったため，絶えず撹乱の行われた層である。表

土層下には，ほぼ30cm前後の厚さのオレンヂ．

ロームが堆積し，その下底面は凹凸が部分的に

顕著である。これを第1層と呼ぶ。ローム層の

下には，灰白色粘性土層があり，上部が暗灰

色，下部は明灰色を呈する。最初この層を第1

地区B地点，第14地区A地点, C地点に現れた

二次11i織物ではないかと考えたが，地質調査の

結果， いずれも丹生泥屑であることが判明し

た。この層を第2層と呼ぶ。

D地点出土の遺物今回の調査で得た人工遺

嫁

第70図第1地区D地点附近の地形図

物は，剥片（2点),土器破片（2点）の承であった。

第72図1は安山岩質の薄い小剥片で，表面は風化による灰色を呈すが，内面は黒色のよう

である。B区オレンヂ・ローム層出土で，打面は小さく，調盤打面を持つ石核より剥取したも

のと推定する。裏面の打面下に打瘤が顕著であり， 外形半円状の横剥ぎ剥片である。 3はC

区の第1屑の接触面において発見された縦長剥片で，打面は余り大きくなく，調整打面を持つ

石核より剥離されたものである。表面には剥離前に施された剥離痕が顕薪で，上半部の剥離痕

は， いずれも打面の方向より下に向って剥離されたようである。なお，尖端から上部に向って

二次加工痕があり，裏面はそれが認められない。石質は明らかでなく， この剥片を石器とする

謡諦諦需
、 『

↑ 4m
0 0 1 9 Q

第71図館1地区D地点のI､レンチ北雛断面図
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第72図館1地区D地点出土の石器

第73図第1地区D地点の発掘状況

か否かも決し難い。

土器片はいずれも小破片で，型式を明らかにすることが困難である。胎土に多量の砂粒を含

致，附近で採集される弥生時代前期の土器とは箸るしく相違し，破片の一部分に直口らしき傾

向が看取されるので繩文式土器の疑いも持たれる。押型文土器に伴存する無文土器とは考えら

れない。第1屑最下部から発見。

D地点発掘の成果人工遺物の大部分は，第1層および，第1層と第2層の境から検出され

た。特に後者の場合は実に微妙で， 3の剥片を取り上げると，その下にオレンヂ・ロームが薄

く残存していた。それはすくなくとも，オレンヂ・ !コーム堆積当初の遺物か，或いばオレンヂ

・ローム堆積以前の丹生泥層の風化面に元来存したものである。従って今後は，丹生泥隔の風

化面と，オレンヂ・ローム層の堆秋時における検討が必要である。

本地点においては，丹生泥隅の節二次堆秋物の存在しないことが明らかにされたのも一つの

成果であろう。

遺物が貧弱であるので，同時性や迷った文化の所産であることを論ずるのは困難であるが，

土器と剥片に時間的麓異を認める可能性があることも否めない。

F地点の調査かつて，第二次調査のときに早川班が主要道路から本部に通ずる道路の分岐

点の西側，道路から約5mほど距てた雑木や湘木の茂る原野にトレンチを設け，調査したこと

があった。このとき，早川班は《長迫の池》に向って傾斜する斜面を池の方に掘り進んだので

ある。

第五次の調査において，第一地区B地点の調査で，多獄の石器が発見され，それが元来丹生

泥隔上面に二次堆積した灰白色土層を包含層としていたと惟考されるにおよび，第14地区A,

’
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第14地区B地点にもこの屑の存

するところから，やはり標高80

m前後のところが問題視され，

第二次調査のトレンチ西南方に

伸びる80m台地の調査が要望さ

れるにいたった。そこで，早川

班トレンチの西南方，約70m(f

ど距たった櫟林の中にほぼ東西

に長ililllを向けて3m×6mのト

レンチを設定したO トレンチの第74図第1地区F地点の発掘状況

南はすぐになだらかな傾斜で《長迫の池》へと低くまっていて， この80m台地ではもっとも高

く, トレンチの北東隅の標高が8117mである。櫟林の附近は大,体平坦であった。

F地点の地層表土は暗褐色粘土層で，厚さは20cIII,丹生泥層の風化屑であるoこの屑から

黒色の黒糀石小剥片2点が出土したが’加工や使用の痕跡はなにも認められなかった。

表土層下には’ きわめて安定した赤褐色の丹/k泥屑が統き，表土耐との区別は明瞭で，その

接合面はほぼ水平であった。

丹生泥屑を約20cmほど掘り下げたが， 進物はなにひとつ発見されず，漸次，背味をおびた

粘性の強い粘土層となってゆく。

したがって’本地点では’般初に期排した灰白色の

二次唯職凧の存在は全く認めることができず，文化逝

物はなにも発見しえなかった。

I地点の発掘この地点は, B地点の南西南に当た

り(第'3図)，地形図によれば，その蝦簡所は，標禰84m

の等高線が続っている。既に早くからブルドーザーに

よって開墾が進象，丹ﾉﾋ泥隔の特徴である赤褐色の土

が表面に開出しているので，いままで調査地の対象か

ら外されていた。表採資料もB地点に較べると極端に

少く，僅かに祖型握槌が1点発見されているにすぎな
‐
●
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
‐
１
１
日
日
Ⅱ
１
８
■
日
日
■
Ｕ
Ｐ
ｂ
０
・
■
Ｐ
Ｉ
ｌ
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
一

第75図鮒1地区I地点の弗棚状況かつた。
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然るに今回の調査目標が，丹生泥層主要部における旧石器包含の有無ということで, B地点

に至近距離にあり，標高もほぼ同じ程度で，既にかなりブルドーザーで削平され，丹生泥層の

相当深部が地表面近くに現れているので，合目的な地点であるなどの理由からここに発掘が行

われたのである。

’､レンチは， 原地形での最商所であったと思われるところに東西に長く10×2m,その東方

20mばかりのところでブルドーザーが地表面を削り，その土を原地表面に薄くかぶせたと思わ

れる場所に， 南北に長く10×2mの合計2本, 40㎡を発掘した。前者をA1､レンチ，後者を

Bトレンチと呼ぶ。

I

｜
I

II地点の地層Aトレンチ，

Bトレンチともに地表面下40～

60cmは，ブルドーザーや耕作に

よる撹乱屑で，現在の耕土をな

している。その下には，赤褐色

綿入り粘土又は’青色で部分的

に赤褐色の細の入った，安定し

た粘土屑で， まちがいのない丹

生泥層，それもかなり深奥部で

あった。
第76図第14地区A地点よi)"l地区J地点を望む

I地点調査の成果少面積の発掘の絃果をもって丹生泥層中に遺物の存否を問う訳にはいか

ないが， この地点は，広域にわたってかなり深くブルドーザーの被害を受けているにもかかわ

の結果，少くとも③ではないこ 第77図第1地区J地点の発掘状況

1－
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と’②も蒜然性の薄いことが察知できたのではなかろうか。

J地点の発掘 I地区とは醤順寺部落に通じる小径を挾み東方に，第14地区とは谷を|術てて

北方に位隠し，東に向って傾斜する舌状地で，標高およそ76m,全面を雑木林でおおわれた未

開墾地である。此処が発掘地に選定された理由は，①開墾の鍬の入らない処女地であること，

②I地点よりも標高が低く，丹生泥層調査という調査目的からも,浸蝕されて丹生泥屑下部が地

表面近く露れて，発掘し易いと予想される，③第1地区B地点,第14地区A地点層同B地点に見

られた第二次堆積による灰茄色粘土屑が， 中間地点にあるこの地点でも存在を予想することが

でき， したがってその屑の中における遺物の在り方をより一層明確にし得るなどの点である。

調査は，舌状地の伸びる方|句に一致して10×2mのトレンチ(Aトレソチ）と，それにほぼ直

角に，小径と平行して8×2m(Bトレンチ）を設けて実施した。

〈襲瞬R堀高77.251,）
●4 ▲ ⑧ D■－Fー●一● 』■■■●ー■一｡一。一●ー■一｡－■一●ー■－

u，叫mmbImm

読鴬
1醇､耐淵imiii, 89

‘ ､ 1 ‘ ，、 2m

第78図第1地区J地点輔1 トレソチ東確断面図

J地点の地層発掘により観察された圃序は次ぎの通りである。①表土屑：褐色ないし茶褐

色を呈し，表土化して固くなっているが， いわゆるオレソヂ・ロームである；②灰白色粘土層

：この層は, B地点の多孔質灰黄褐色粘土屑に対比されるもので，不透水性のため上部は，上

屑のオレンヂ・ロームより浸透した酸化鉄によって汚染され少し黒ずんでいる；③丹生泥層：

赤褐色締入りの，極めて粘性の強い綴密な粘土

である。遺物は全て剥片であるが，灰白色粘土

層に数cmほどくりこんで検出された1点を除

き，他は概ねその上面に張りついた様な状態で

発見された。

J地点の遺物発見された人工遺物は，僅か

に2点である。

第79図1は石核（？）と考えられるが，形の

整ったものではない。原礫而を大きく残し，割

り離した面から剥片を取ったものであろうが，

’
２

碗

一

！

0 5cm
L､－－1

第79図鯆1地区J地点出土の石器
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対応する剥片も決して整った形状の剥片ではなかっただろう。細かな剥離痕が処為に見うけら

れるので，石核と断言するにはIﾘﾘかの購跨を覚える。礫石から剥片剥取用の石核を調整する時

にI|､I来た単なる石屑とも考えられるoAトンチ西南隅の丹生泥層直上の灰黄褐色粘土層に相当

する二次堆積届に約4cmほどくい込んで発見された。石質は，安山岩である。

2は，第1地区B地点の第3群に属する剥片と同類で，平らな打而を広く残し， 打角約120

度，打面のある部分は部厚く，剥片の縁辺に向って急に厚さを減じ，縁辺に鋭利な刃を形成し

ている。縁辺の一部は欠失しているが， 剥片は， 本来打繋方向に対して斜に長軸を持ってい

る。縁辺は十分に掻削の用に供し得たであろうから，二次加工は認められないが，石器として

利用されたと思われる。 この剥片は， 石核から第一次剥離にかかる所産で， 背面には， 広く

Cortexが造されている。全体にかなり厚い表皮変質が認められるが，石材は凝灰岩の，割合い

肌の粗いものを利用している。表面は青味がかかった灰色を呈しているが，欠失部は黒味を帯

びている。Bトレンチ表土層下部の出土。

2） 館 3地区

C地点の調査前記の如く， 本部の置かれている農作業小屋の西南には， 標高88m余の丘

陵があり，第3地区B地点として第一，二次調査の際に藤原班によって発掘され，箸るしい成

果をあげたところである。

その調査では， 丘陵の東， 南の斜面の調査が行われ，北に延びる斜面は未調査であったの

で，今回それを実施するにいたったのである。

削器の売見されたのが，丹生泥隔上郁に当る茶褐色礫層底部近くであったので， トレンチの

設定に際しては，北方に延びる尼根の稜線上で， しかも礫層底部が地表近くに館れていそうな

所を探し， 深い叢林の中に稜線に沿って長く6×3mのトレンチを設け， それをさらに二分し

て商い方をA,低い方をBとした。

C地点の地層表土層は，暗黄色を呈し径2～3cmの小礫を混じえ，厚いところで20cm,薄

W

n b 1

》 、： 、"､《‘､､へ‘､:､､､､ ､ ヘ‘,､､､ : ‘【:《｡ ，
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L , ､ も ，町 ､

やり Q ■ ■ h 弓 も､ 、
， 4 , q

（登窪溌野部）
西壁断面

第80図第3地区C地点|､レソチ断面図



85

いところで8cm･表土下には，細砂礫混りの黄色粘土層が続く。この層は高い所からのズリ落

ちによると思われ， トレンチ断面での観察によれば, A, B地の境よりやや斜面上手寄りのと

ころが最も厚く，そこを中心として斜面上下に漸次厚さを減ずる。

第3層は，握り拳大の礫を含む茶褐色砂礫層で，丹生泥層に相当する。この砂礫層は， ちょ

うど第2照の一番厚い部分の辺りで消失する。

第4層は，黄褐色粘土で，丹生泥層に属する。この層の上面は， きわめて緩かな傾斜で，ほ

ぼ水平面をなしていた。

このような地層状態から考えて，前調査時に 西壁断面
開在:と唇

町
軒
脹
Ｌ

齢
Ｆ１瘤駁

毎
Ｆ
：
■
？

数mにもおよぶ厚さをもった砂礫層が， この地

点でその末端部を露わしたものと思われる。

なおそのほかに，尾根の稜線に沿って二個所

に小ピットを掘ったが，腐植を混じえた表土下

にすぐ赤褐色の丹生泥層が続き， いずれも青色

に変る深さ1m位で試掘を中止した。

トレンチおよびピットの表土層から姫島産黒

溌石の小片を数個発見しただけで，他に人工品

を認めることはできなかった。

'珊瑚Ⅲ｜| | ill
Ⅲ

I I
1 1

I i

N

' 1

I
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第81図第3地区C地点ピット断面図

3） 第 6 地区

C地点の調査C地点のある丘陵西側の崖が，今秋の台風時に小規模ながら崩れ， その直後

に太田嘱託は，現場附近の調査にあたり，崖面に露呈した丹生泥層中より斜刃割器1点を採取

したとの報告があり，同崖面および丘陵反対側の東斜面の崖縁の調査を実施した。

西側崖面の観察太田氏の配慮により，石器の発見位置は明瞭に保存されていた。崖面は，

崩壊後の風雨でかなり荒れていたが，清掃すると意外に新鮮な面が現れ， 明瞭な地層を観察す

ることが出来た。

1）撹乱ローム層（平均陣さ約50cm) :開墾の際，地表面にあった茶褐色ロームとオレンヂ・

ロームがブルドーザーに押されて混った層である。

2）茶褐色ローム（平均厚さ約40cm) :開墾前の表土で,草木の根を混じえ，植蝕が著るしい。

3）黒色粘質土層（平均厚さ約4cm) :細砂を含玖， ローム堆積以前相当長期にわたり地表面
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第81図鮒6地区C地点西II!ll腿面断面|当I 第82図鯏6地区C地ﾉIK斜刃捌器出土状態

をなしていたと思われる。澗植を含む。

4）粘性の強い黄色砂質粘土層（平均厚さ約70c''') :石器を包含していたのは， この脳の上面

から約30cnlほど下である。

5）砂礫層崩壊雌面埜底部まで続く。鋪4屑との区別は殆んど漸移的でつけ雌く，下に行

くほどiilﾘi次牒が大きくなる。

鋪1胴，鋪2屑は沖秋期の新期ローム層,"31轡・鯛41脚は丹生泥11脚の二次堆職物, 5層は

志村砂礫層に相当する。すなわち， この地区では，鶴崎層の不整合面が地表近くに露れ，西側

崖面の志村砂礫層や丹生泥層の二次堆積物は， この不整合面の一部に残留したものである。し

たがって，前記の斜刃割器が本来の位箇を保っていたとは考えられないという結論に達する。
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東側斜面の調査この丘陵の東

側は，深い開析谷を|隔てて対岸に

岡部落があり，遥か彼方には豊後

水道が望見される。この東側の斜

面の雄縁に， ほぼ北西一東南に長

ililllを慨く5×3mのトレンチと，

そこから8m束南方， ちょうど舌

状台地つけ根に近く，深く開析谷

によって切りこまれた台地鰻東端

の突出部に1．5×15mのピット

を設け，慨崎層不整合面を覆う大

在層の上に堆積した小原台砂牒層

の残留をねらって発掘を行った。

トレンチでは，開墾時のブルド

{
'て

１

１
１

｛0 11 01

、

、別
1111

5.と111

1

tl 01 11

１
１

■
■
■
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｌ
Ｇ
■
且
■
、
■
ロ
ｐ
Ⅱ
日
■
■
■
Ｂ
Ｏ
Ｂ
０
Ｌ
■
■
Ｆ
Ｌ
ｉ
Ｔ
Ｌ
ｒ
ｂ
ｒ

18 11

』
0

一一

~可『0
一

＃8
、｡一二 一 一一一

01

､J/<芦
一

11

蝿ゴ

緋"~鼠Ⅷ ､､・
診，” 、～ Ⅲが 4
”撫
溌＄￥

A 毎勺 .。 ． A

藩‘
Cp pF

，

、

茅
鎭
卜
４

苓
靭
言
掛

〆
〆

ザ

線

呵
ダ
ダ
〆
呼
ノ

ー
血

ｕ

睡
融

●

〆
歩
ノ

ー
，
．
・
・
．
｝

■
、
。

■

◆
Ｊ
１
‐
ｒ

Ｈ

》

ｂ
■
１

甲

一
Ｍ
町
Ｊ
９

〆
■
ａ
ｐ
守

一
恥

／
・
．
“
・
癖
．
職
へ

溌

一
１
ｂ
・
・
・

一

一
Ｑ
色
■
等
』
杢
潅
》
〃

｝
、

Ｉ

､
1

△
、
日
■
、
Ｄ
ＦＩ1J i屑 1

第85図鮒6地区C地点附近の地形図一ザーで押されて来た沖職ローム

の撹乱層が厚く, 80cnlにも達する。その下には，斜面の下方に行くにしたがって厚くなるオーレ

ンヂ・ローム層（厚さ0～40cIn),黄色砂賀粘土層，青磁色砂質粘土屑(丹生泥l蘭）となっている。

ピットもほぼ同じ屑序が碓認され， ローム隅は， トレ‘ンチにおけるよりも厚い。

遺物は，地表面撹乱層中より刷毛目を施し，煤を附着させた城ノ越式（弥生時代中期）に属

する那形土器の口縁部破片，傾山系安山岩の裂片， ピットの撹乱層より先端に使用痕のある，

おそらく掻削に用いられたと考えられる剥片1点（第86図）が発見されたのみである。

4） 館9地区

B地点の発掘大字丹生字ロ

幕の小丘上に位値し，第四次調

査に際して三上班によって発掘

された。この小丘は南北に長

く，北端がやや高まりをみせる

が，三上班ほこの頂部にトレン

0 4
ロ L ･ 凸 』
u 4Cm
f＝_息．ロ．-､出一一一一当

第86図館6地区C地点発見の剥片石柵
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チを設定し，褐色粘土層中より山

型刃割器（図版鮒十五下）を検出し

ている。今年江坂班は， このトレ

ンチを囲続するようにⅢ～Ⅸトレ

ンチを設定した。すなわち西北方

に接して]II,Ⅳトレンチ（各2×6

m),東北方に接してVトレンチ(2

XlOm),Ⅵトレンチ(2×6'''),X

方に接してⅦトレンチ（2×6m),

南方に接してⅧトレンチ（2×14

m)､東方に接してⅨトトンチ(2

x6m)を設定した（第87図)。

B地点の地層本地点の層序

は，表土層が約20cmのローム質

の茶褐色土層’ 次いで丹生泥層上

部にあたる50～70cmの厚さの褐

色粘土層があり， さらに下部に菰

褐色粘土屑が続く。各トレンチと

も褐色粘土層下面まで発掘した

《|、
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第87図鋪9地区B地点附近の地形図 も褐色粘土層下面まで発掘し

が，地層観察のためⅣトレンチ1区のみは，さらに約2m黄褐色粘土層を発掘した("88図)o

東南壁断面

第88図鮒9地1基B地胤I､レソチ断面図
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第89図鋪9地区B地点の発棚状況 第90図銘9地区B地点の土城

今回の調査は，褐色粘土層における石器検出に重点が慨かれたが，ついにこの層から1点の石

器も得られなかった。なおVトレンチ2区からⅥトレンチ2区にかけ-て，褐色粘土層を約30c1I1

掘り下げたところ，一辺1.3mのほぼ正方形を呈する土脳("90図，図版節十-)が発見された。

壁面は煤けて赤色を呈し，底面に5c,,lの厚さで木炭屑が認められた。填土中に土師器片1片が

出土したが，その年代，性格は不明である。

B地点出土の石器石器は，Ⅵトレンチの表土層下部において，方形土城の北部に接近して

1

1

１
１

1点の多辺式割器が

発見されたの象であ

る。石器は安山岩製

で，片面に表皮を残

し，一側辺には上下 ’ 一一

から交互に各1回の
I

F

大きな打撃を加え，

かつ自然の打裂面を

利用し，一端に若干 第91図鋪9地区B地点出土の調器

の打割を行い刃部を作出している("91図)。

B地点発掘の成果目的とする丹生泥屑上部に相当する褐色粘土層中における石器の検出は

承られなかったが，前記の石器は第3地区B地点州土の削器と加工法が極めて似たもので，今
後類例の増加によって検討を加えなければならない。

C地点の発掘大字丹生字清水迫に位置する。今回の調査目標は， ミンデル／リス間氷期に

相当する小原台砂礫層および丹生泥屑中における石器の存否についての調査であり，そのため

L
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第92図鋪9地区C地点Aトレソチ西壁断面図
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第93図館9地区C地点附近の地形図

表土直下にこれらの層が出現すると予想された標間約80mの丘陵部にトレンチ(2×10m)を

設け，順次拡張していった（第93図)。この附近は，手掘りによる開墾で，蜜柑の苗木および馬

鈴蒋が植えられているため，表層は撹乱されている。

C地点の地層 トレンチ西壁で次ぎの層序が確認された（第92図)｡

第1層：黒褐色表土層（耕土） ；第2層：暗黒褐色土隅（局部的に混入） ；第3層：茶褐色粘
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土質層（高所より丹生泥層が流出

して堆秋し，それが風化したもの)；

第4層：灰白色粘土層（風化を第4層：灰白色粘土層（風化

うけない丹生泥層，多吐の褐鉄鑑
シ‘や

含む)。 ノノ

〆〆

以上のようにこの地点では，

小原台砂礫層が象られず，お

そらく流失後に第3層が堆積

したと考えられる。

C地点出土の石器出土石

器は，礫器(4点)，掻器(6点)，

剥片(10点),石錐(1点),磨製

石斧(1点),たたき石(1点)の

総計23点である。全てこれら

は第1層および第1層と第2

層の中間に限定されて発見さ

れた。

第94図1～4は礫器である。

1は斜刃割器で，安山岩円礫

を一定方向より再度にわたり

大きく打剥して斜刃部を形成，

を一定万向より再度にわたり

－

－
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Ｊ
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．
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3

第94図第9地区C地点出土の石器（その一）

大きく打剥して斜刃部を形成， さらに刃部に再調整を加えたことが打剥面から察しられる。斜

刃部を除き原礫面を残している。 2は二つの打割面と一つの自然面が三角錐を形成し， その自

然面は,平坦な基底となっている。二つの打割面は,剥片作成のためのものとも考えられるが，

挿図中央の石器の基部にある細長い二次剥離面は,基部を握り易くしたものと推測され,尖頭部

の使用痕らしきものと相まって， これは握用尖頭器と考えられるo 3は表災に残る平滑な自然

面から察するに,扁平楕円状の頁岩礫を石材に選んだもので， まず正面に対する整形加工は,ほ

ぼ中央部に残る小自然面を挾む左右のきわめて粗雑にして大きな二つの主要打割面と，尖端部

にゑられる二面の二次加工小面によって行われている。 フィッシャーから考えて左側打割面

は，裏面を打面として垂直に近い打割が行われているし，右側打割而は，不規則な節理面に沿
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って行われている。一方裏面は，周辺からほぼ中央に残る自然面に向って求心的に，いずれも

正面を打面として加工し，その主要打割痕は5面を数えることができる。その打割痕は，基部

が大きく，尖端部は細長い二1'1.glmiがこれを挾んで形成している。総体的に粗雑ではあ．るが，

比較的盤った握用尖蚊器とみられ，正面右半下郁の打割痕は使用痕であろうか。4は握り拳大

の扁平な黒色凝灰岩礫を用いた典型的小型打器である。裏面上部の，おそらく3点を打撃点と

して，斜めに正面に向って打喋を加え， さらに上縁4面を再加工して見事な刃部を作出してい

る。打剥耐以外は，全て|:|然iniのままに残されている。この極小型打器は，第7地区，第10地

区出土の同型IWIとも併せ考えて，興味深いものがある◎

掻器は合計6点出土し，黒縦石の6以外は総べて頁岩を使用しているo 5は一見石核とも考
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第95図第9地区C地点出土の石器（その二）
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’ えられるが，剥離面が小さすぎるのでむしろ高背掻器とすべきである。 6も単なる裂片のよう

であるが，正面下部に二つの二次加工小耐iにより刃が形成され，掻器であることを明示してい

る。7は，薄手剥片を整形した掻器で，見歌:な打繋蝋から下面が打面であって，長さ3clll,"

大幅0.7cmにすぎないところから，間接打法による剥離であったと思われる。裏面の明瞭な使

用痕により上側縁を刃部とする掻器であったことがうかがわれる。左側縁に2面，右側縁に1

面の縦方向の打剥面は, Bluntingを目的としたのであろうo 8ば右側面に縦而をとどめ，一

見裂片の如くであるが，正面左側縁の，少くとも五つの細かな刃部加工痕が掻器群に加えるこ

とを許諾するo 9は裏面下部FiSSureから，下方側面を打面とする剥片で，左側面に原礫而を

残している。打面は二次加工によって殆んど欠失し，使用痕より正面右側縁が刃郁であったこ

とをうかがい知る。

10も不規則な形の大形剥片で， 4面の主要剥離痕を残すCore-preparetionの後，一撃のもと

に打剥されているo 9と同様刃部加工はゑられないが，左右両側縁に使用痕が認められ，内湾

する左側刃部はとくにHollowedscraperとしての機能を果したであろう。

さらに頁岩製2点， サヌカイ1,製3点，黒糀石製4点，チャート製1点の計10点の剥片（第

95図）および石雌（第95図15)，蛇紋岩製膳石斧断片（鋪95図16)，叩き石（館95図18）等があ。

c地点発掘の成果小原台砂礫層および丹生泥凧中における旧石器の存否を尋ねる当初の目

的は，小原台砂礫屑が欠失してその存在が認められず， また丹生泥隔からの出土巡物が皆無で

あって，必らずしも満足しえたとはいえないが，少なからざる石器が出土して，型式学的な比

絞研究に益したことは幸いであった。

１
１
１
１
１

１
１
Ｉ

5） 第14地区

A地点の発掘誓願寺部落の

すぐ西北に位する丘陵は東北に

延び，遙るか東北東に第1地区

E地点の丘陵と対時し，第1地

区B地点の丘陵と共に深い開析

谷の底にある《産神の池》を三

方から懐に抱きかかえるように

して取り囲んでいる。この地点
第96図第14地区A地点の発掘状況
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の設けられた丘陵の鞍部は，割り合い急斜面をもって分水をなしている。丘陵はほとんど全面

が耕地と化しているが，先端の舌状部のみ未'淵墾のままに雑木林として放置され，開墾時に寄

せ集められた大小の礫がここに捨てられ，讃石塚の如き観を呈している。この部分の標高は約

76mである。

富木班による発掘調査は， この舌状の未開墾部の中に4×8mのトレンチ4本を田の字形に，

そして互に対をなす南北のトレンチを，幅2mのトレンチで結び，最終的には竪杵を並べたよ

うな平面形のトレンチを設けて行われた。この不規則な形のトレンチは，樹木のために致し方

がなかったからである（第97図)。

なお，第六次調査に際し， この地点が， 開墾のためどれほど撹乱されているか， また，富

木班の発掘によって明らかにされた丹生泥層の二次堆積物（富木班は， この層の上面に張りついた

状態で，遺物を発見している）の分布を確かめるため，富木班トレンチの西方，西瓜畑の中に2×

10mのトレンチ2本を， 鞍部頂上から北側に向けて平行に設けた。当初鞍部に沿って長くト

レンチを設ける予定であったが，作物の関係上目的を果たすことができなかった。

A地点の地層 トレンチに観察されるこの地点の地層は，地表面から①表土層：暗灰色の細

縦

第97図第14地区A地点附近の地形図
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A
、

第98図第14地区A地点トレンチ東壁断面図

かな土壌で厚さ約25cm;②オレンヂローム層：富木班トレンチでは約15～20mの厚さでローム

層を認めることができたが，第六次調査のAトレン･チでは， きわめて局所的な点在をなすにす
ぎなかった。これは，次ぎの第3層の表面が若干不整合であるため，元来ここに堆積したオレ

ンヂ・ロームが局所的に残留したのか，或いは耕作によって表土と撹乱してしまった結果と考
えられよう ；③灰白色シルト層：半クサレの円礫とシルト ・砂を混じえた二次堆積層で，断面
図に見られるように表土状の堆積ではなく，水平に堆積したものが侵食をうけたと考えられて

いる；④細砂層：細かな結晶片岩を多く含む黄褐色砂質土層で厚さは約50cm,上のシルト層と
の境は明瞭で，ほぼ水平に接している；⑤クサレ礫層：志村砂礫周に相当する。

遺物は，すべて第3層つまり灰白色砂質シルト層の上面に発見されたほかは， いずれの層に
も包含されていなかった。

A地点出土の石器二回の発掘を通じて検出された人工遺物は，高背掻器1点，剥片2点の
計3点にしかすぎない。

第99図1は高背掻器である。ホルンフェルスの部厚な剥片の原礫面の方からかなりの急角度
でもって周縁部を加工し，中央にCorxを大きく残している。裏面も同様にほぼ中央部に若
干の剥離面を残し， この面からは浅い打剥が行なわれている。これを剥片剥取用の石核と見る
か，或いは両面加工の高背掻器とすべきか疑問があるが， 両面からの剥離によって周縁部に
は，かなり鋭利な刃が形成されているから，後者の機能を十分に果し得るものと考えた。全体
の形状は， いわゆる《亀の甲》型を呈している。

第99図2は，安山岩の割り合いに部厚な剥片で,上面に打面が残され,弧状の縁端部には表裏
二面から交錯剥離によって刃部が形成されている。第7地区D地点において第2類石器のB亜

1〕

類に分類された石器の中に， これと同型式のものがある。掻器として用いられたのであろう。
第99図3の石器は，第六次調査の際に発見されたもので，原則的には上の2の石器と同式の
”である｡即ち,上面に平坦面(この場合はいわゆる打面ではなく,部厚な剥片を半徹して同じ努果
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1）＜第四次調査概報＞35頁，第28図11の石器。
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第99図館14地区A地点出土の石器

を出している）を作り，弧状の縁端に両面から交互に打剥を行い， 刃部を作っている。ただ異

なるのは， この石器が打而に直角にカットされ， 14円弧状であるのに対し， この方は， カット

が行われず，半弧状の刃部を持っていることである。おそらく掻器の如き機能をもつのであろ

う。石材は，安山岩系の石を用いている。

A地点発掘の成果石器の発兄点数については，貧弱であったといわなければならないが，

高背掻器は両面加工という丹ﾉﾋ避跡群にとって稀有の例に属し，剥片石器の加工技法にも特徴

あるものが発見された。

また石器が発見された第3府の上面は，水平な唯積而をみせ， これが表土状堆積でないこ

と漫蝕，の程度が余り顕著でないことなど，地質的に興味深い那実が明らかにされた。今後
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この層の解明が必要である。

B地点の調査第1地区I地点のほぼ南方， 約150～160mのところに草地があり， かつて

畑地として利用されたため畝の痕跡を残すが， 大字丹生字長迫に属する。その標高75mを計

るが， この地点において， およそ等高線に平行してほぼ南北に幅2m,長さ14mのトレンチ

(以下B地点I､レンチと称する）を設定して調査を行った。

B地点の地層 トレンチでの層位の概略を述べると，約15cmの表土に続いて結晶片岩の混

入した約40cnlの厚さのシルト層があり， さらに結晶片岩をほとんど含まない純シルトが90cII1

ほど続いて結晶片岩のクサリ礫隔がその下に堆積している。この地屑のうち表土を除き，それ

以下は直ちに志村砂礫層が続くという有様であった。

発掘を通じての発見遺物は皆無ということで，本地点は遺跡と認め難いという結論を得た。

C地点の調査B地点とは小谷を挾象,対岸,すなわち西南方約70mに位置し，若干の雑木を

混えた倭小な松の疎林があり，先年の山火事に逢い，現在は焼け残りの枯木が林立している◎

三森班はこの中の標高約76mを示す平坦地に，当初長刺lを南北に向け2×6mの規模のトレン
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チを設け，必要に応じて拡張するという方法をとり，東からI, n, ……Ⅳトレンチと呼び，

トレンチを北から21nごとに区分してa, b, cとし，発掘区を拡張する際は， これに準じて

座標式に区画を命名した("100図)o

巡物は，地表にきわめて近い深度から弥生式土器破片，石匙，剥片，石核等が出土したが，

n6-c区，Ⅲﾙｰ‘区に割石を主にした積石造幟が発見され興味深い問題を提起した。なお，逝物

の分布は西行するにしたがって数を減じ，遺跡の中心から次第に外れつつあることを思わしめ

た。Ie西南隅に検出された掘り込承は，職石遺構と何らかの関係があるのではないかと思わ

れたが，今回ほその関係を明らかにし得なかった。

さらに第六次調査では，三森班トレンチの西北方，松林の西北斜面に2×8m, 2×10mの二

１

本のトレンチを入れ， この方面に

おける遺物および前回調査で遺物

包含層に擬定された赤褐色ローム

層の分布状況，第1地区B地点，

J地点，第14地区A地点， ．そして

本地点にも見られる陸成の丹生面

堆稜層中における旧石器の存在を

求めて調査を行った。

C地点の地層C地点トレンチ ’劫

第101図館ﾙI地区C地点の発掘状況 における層位の状況は， ほぼ全域

に亘り全く同一様相を示していた（第102図，第103図)｡

まず，数cmないし厚いところで14～15cniの黒褐色腐植土からなる表土層(第1鬮)。この層

は，西北斜面のトレンチでは一部分が削られてしまって，次ぎの第2畷が表土となっていると

ころもあった。オレンヂ．ロームに対比される赤褐色ローム層は所によって20～40cnlと厚さが

ま､らまちで，全体として必ずしも均一な堆職状況を示していないoこの層の下半部に，やや粘

質を帯びを部分が処禽にあり，弥生式土器が概ね上半から，繩文式土器，石器，剥片等は下半

表土曜

'

’
1

’

．

義議霧議篝婁慧篝篝篝篝
0 1 2m

志村砂礫層

第102図第14地区Cトレソチ南壁断面図

１
１
口

－
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第103図第14地区C地点第六次調在の断面侭’

1）

の粘質の部分から出土するので， これを上下に分層し，それぞれ第2層，第3暦とした。なお

この粘質の部分的な第3層は，西北斜面では認めることができなかった。続いて地表下50～70

cmで現れるクサリ礫層(第4卿）との間に挾まれたシルト質の層ば， 多分に漸移的変化を示す

が，色調の点から上下二厨に分､ら，下方の第5層は茨褐色，上部の第4胴はややその槌色した

感じの色を示している。地質班の教示によれば， これらの二層は地質学的に全く同じもので，

かつて地表として露出した際に風化，変色したもので，その成立は， リス氷期もしくは新しく
2）

見職ってもリス／ヴュルム間氷期前半の堆積に求められる。西北斜面のトレンチでは， この色

調の相違は認められず，第4屑と同色であったので上下に分屑せず一厨（第3胴）とした。

これらの6つの地屑のなかで（西北斜面では3屑部分的に4l lW)巡物を包含するのは，前記の如

く第2屑，第3層で， とくに小型礫器の存り方は微妙といわなければならないが，概ね節4胴

上面にのった形で存在していた。この状況は西南斜面でも変わらず，鋪4周に相当する西南斜

面での第3層直上に剥片が密着して検出されている。

c地点出土の石器両度の発掘により得た人工遺物は，次ぎのとおりである。斜刃割器(1)，

h

畿､
10cm0

第104図第14地区C地点出土の石器（その一）

剥片の中には弥生式土器に伴出したものも存在するが，大半は下位から出土したとみなしうる。

第1地区B地点, J地点;";11地底A地点等に現われる多孔償灰茄色土隅で，灰I今1色砂質ジル1､屑に対比される。

Ｄ
”1

’

＆
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削器(5)，掻器(1)，石匙(1)，石核(3)，剥片(103),繩文土器破片(7)，弥生土器破片多量。

斜刃割器("104図1);背面に原礫面， 他面には節理面が見られる。刃部の形成は，原礫面側

から節理面側への一方向の承の打剥によりなされ，刃部と反対,側の側縁は，同じく原礫面から
11

の三回の打剥によって作出されている。節Ⅳ層上面より約1cnlほど浮いて出土した。硬質砂岩

を材料にしている。

削器（第104図2， 3，第105図4， 5， 6);礫および裂片を利用し，それぞれ形態的差異は若干ある

が，石材利用の仕方，加工方法に類似性が認められるo 2はホルンフェルス製で，原礫面に作

られた打面から縦長に剥取された裂片を用いている。側面からふると三'ﾖ月状をなすが，全体

としては柱状の裂片で，一面は剥離面，他面は節理面，他の相隣り合う二面は原礫面となって

いる。削器としての刃は，原傑面と剥離面から作られた長縁が利用されているo 3もホルンフ

ェルスで，節理面によって斜に半減された形の小礫を材料に用いている。刃部は同じく原礫面

と節理面とのなす稜に再加工を加え，明瞭に作り出されている。事例は，約発ほど第Ⅳ層に埋

まり水平に横たわった状態で検出されたのであるo 4は一端を欠くが，断面台形で，上辺と底
F

辺に相当する

面はともに節

理面による剥

離である。一

側面は剥離面，

他側面は原礫

面で，刃は剥

離面と底面の

作る長稜によ

I

“

鰯
雲
；鑑

識
一
議

錨
州
職
蕊

刷

…って形成され

ている｡碓質 第105図鮒14地区C地点出土の石器（その二）

凝灰岩を用いている。 5は碓質泥岩の円礫から剥取した裂片を節理面によって二分し，その一

片を利用したものと思われる。すなわち，断面はやはり台形で，上辺は原礫面，下底は節理

面，図の左側辺は原礫からの剥離面，右側辺は節理面を打而として原礫面の方向に一撃を加
＝一－－－－ －－－－－－

一ー一－－－－－－－－＝

大学院学生三木昭夫，銃浦那知り)，江川良武の借氏をわずら1）石質の鑑定には，北海逆大学理学部地質砿物学救索，

わした。記して感謝の意を表する。

I
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１
１

えて得た剥離面である。その側縁に僅かな使用痕らしきものが認められる。6も同じく硅質泥

岩製で，平行四辺形ないし楕円形に近い形の横剥ぎ剥片の打面に再加工を加え，刃部を明瞭に

作出している。打面の再加工は，いわゆる調整打面作成のためのものではなく，明らかに本剥

片剥離後の1･etouchによるものである。

掻器（第105図10) j西南斜面のAトレンチ第Ⅲ層直上(三森班の第Ⅳ隅に相当)に発見された。

ホルンフェルスの原礫に平坦な打面を作り，そこに強く一盤を加えて剥取した剥片で，元来は

第1地区B地点などで見られると同じく，剥片の剥離面を正面としたとき，打繋の方向に対し

て剥片の長軸が右傾した，打角の大きなかなり大形の剥片であったのが，何にかの原因で検に

半微され，改めて原礫而の方から数回（3～4回)のretouchを加えて曲刃を持つ側刃式掻器に

用したのではないかと思われるものである。刃部には，僅かながら使用痕も認められる。

石核j 3個のうち三森班トレンチで出土したのは流紋岩製で，打而と方向を異にして三つの

剥離面が認められる。他の2個は，いづれも西南斜面から発見されたもので， ともにAI､レン

チの出土であるが， 1個は第Ⅲ層直上， もう1個は第3層に完全に没して存在していた。両方

ともに石質は硅質泥岩で，剥片をとり尽した残核である。

石匙（第105図7）；姫島産黒耀石の剥片末端部に両面からnotchを加えてつま承部を作り出

１
１
１
１

1

しているo

剥片）硅質泥岩の剥片が最も多くそのほかに碓質凝灰岩，碓質砂岩，チ.ヤート， ホルンフェ

ルス，流紋岩等がある。剥片の全てに共通する特徴は，不定形のものか多いこと，打角が鈍角

をなすことで，縦長の剥片は1例もゑられない("105図)。

その他に繩文土器，弥生式土器の破片があるが，繩文土器は，全部無文の小破片で焼成悪く

非常に脆弱で,胎土中にごく少鐡の長石を含象,色調は茶褐色を呈している。口縁部や尖底から
1〕

推して早期の早水台C類に属するものかと思われる。弥生式土器は多鑓に発見されているが，
2）

いずれも近年，東九州における第二様式とされる中期初頭ないし前半に属するものである。

１
１
１

1）八縦一郎，役川光夫『早水台』（大分， 1955年)。なｵさ木強料の同定に際して鎌水義烏，鈴木亜治両氏より助笥を

ただいいたことを記し，深謝の意を表する。

また灘一次調査の際，銘1地区B地点から酒詰班によって発掘された涜料がそれらに漸似して､,る。大分鰍山香町

川原田洞窟では，押型文土器よりも下層に無女土器の存在することが明らかにされたが，本地点の瀦料，さらには鋪

一次調査の酒詰班資料も微蹴のため断言はできなb､が早水台I1式（田村式）併行とするより，抑型女土総に先行する

型式とみる可能性も存する（別府大学文学部編『統早水台』大分， 1965年)。

2）小林行雄，杉原悲介編『弥生式土器錐成』木細（東京， 1964年)。

且
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c地点発見の積石遺構三森班

トレンチのⅡb-C区, mb_c区にお

いて， 扁平円礫を数個に打ち割っ

た割石を主として，小山状に積承

上げた直径1.2～1.3mのほぼ円形

の平面と，中心部の高さ25cnlを有

する遺柵が現れた("106図,"107

図)。そして上部の割石を除去する

と，その下部椴造として，径20～

30cmの扁平円礫5個，やや小形の

円礫らなる配石が出現し， この円

礫上4個か面に密着して繩文土器
1〕

小片が3個出土した。

積石遺椴は， 明らかに第4層上

術に形成されたもので， もしこれ

を北海道，東北地方の繩文時代後

半期によく知られている小積石墳

状の墳基と同性質のものと想定し

た場合，当然第4層，鋪5層を貫

き場合によっては第6層にも達す

る墓穴の存在が考えられる訳けで

あるが,そういった性質のものが，

ここには全く存在しなかったolc

区西南隅の断面に現れた，第4層

上部から始まり，第5層を貫いて

第6層上郁をも若干掘り込んだピ

第105図鋪14地区C地点発見の秋7日逝柵

｡

｜
ヤ

g》 ･'一 I｝

｜

【

I

ハ
〃
○－|ﾄー

、 髄Cn】

1－．－－．－－－.-.~~.~~~~--~~.-.~~.~~.~~.~~.~~"扉穂-錦認耐･-M

<ゴロ;JJQ
一一一一一 一

可 一

第107図第14地区C地点発見の職詞適職の尖測i劃I 第6層上郁をも若干掘り込んだピ
｡一一一一一一一 一一一一一 一 －－

l)本遺撒と全く同雛にみなすことはできないが,時lⅢをほぼ同じく癌と雨ｦW扇雨融幟が第一次調徳に際して鋪
l地区B地点から発見さjじている。

第一次・第二吹調査概報では，それば原堆職でなく，いつの時代かにどこかにあった原堆積から流泥と共に運搬さ
れ再堆職したものとされたが，必らずしもそう断定し得る確証はない。もし仮りに再堆積であったとしても， さほど
原位置を助いたものとは考えられない。

日本旧石器文化研究委貝会細『大分県丹生遮跡第一次・第二次発掘調査概報』, 31頁, (大阪・京郁, 1964年)。

１

１

１
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ツトと何らかの関係があるのかも知れないが，今回の発掘では明らかにしえなかった。

土器は，前記の如く繩文時代早期に属すると見られるので，本職石過榊がその時期に櫛築さ

れたものであることには， まず誤りがなかろう。

C地点発掘の成果再度に亘る発掘調査により，下記の事実が明らかにされた。

1）赤褐色ローム屑上半部から弥生式土器が，下半部から石器類，石核，剥片，繩文土器等

が混在の状態で発見される。

2）ローム層の下にはリス氷期ないしリス／ヴュルム間氷期前半に対比し得るシルト層があ

り，志村砂礫層を覆っている。

3）石器や剥片の或る物は， このシルト屑の上面もしくは，僅かに喰い込んだ状態で，時に

は水平位に包含されている。

4）Ⅱ6-‘区，Ⅲﾙｰ‘区において発見された積石造職は，このシルト層の上面に構築され, Ic

区西南隅断面に現れたピットは，やはりこのシルト層の上面から掘り込まれている。そして両

者は，繩文時代早期のものと考えられる。

5）従って繩文時代早期には，少くともこのシルI､屑の上面が地表面もしくはそれに近いと

■
■
ふ
り
ｊ
■
ｒ
Ｉ
Ｆ
Ⅱ
ｈ
ｐ
９
Ⅱ
Ｉ
Ｈ
０
Ｉ
１
９
Ｅ
■
●
■
■
■
正
■
Ｂ
■
■
垂
匡
ご
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
且
己
厘
■
■

’ ころにあった。
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以上のことから次ぎの二つの推論が導き出せるであろう。その一つは，弥生式土器を除く他

の総べての遺物が同一時期，つまり繩文時代早期の所産で， シルト層上面を生活面としていた

と考える。もう一つの考え方は，本来シルト層の上部に包含されていた掻削器，石核，剥片等

が長年月の間に洗い出されて，繩文時代早期には地表面に露呈し，新しい時期の遺物と混って

以後の地層に包含された。

前者の考え方には，先ず層位学的根拠に加えてシルト層中に過物が全く認められなかったこ

と(l～2の例はあるが上からの陥入と考えられないこともない), 抑型文土器にも古式石器を伴う例

がしばしばあることなどから十分蓋然性があり，後者の考え方にもまた，少くとも一回の氷期

を経過するほど長期にわたって地表面を織成していたので， これまた十分可能性が存する。

その何れが正しい推論なのかを判断する積極的な資料を発掘調査によって得ることは残念な

がらできなかった。

D地点の発掘本地点は，長迫の南に接して扇状に拡がる， 標澗70～75mの丘陵中央部に

あたる（第5図)。

この地点は，丹生台地上で石器の採集例が最も多い第1地区に近接していて，成果が期待で

＝一
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きること，第1地区と同位の地形面に属し，両

者の石器包含層や出土状況の対比検討が容易で

あることなどの理由で発掘調査を実施した。

調査は，標高71～74mまでの南向き緩斜面

に五個所の試掘溝を掘って行われた。

D地点の地層第’層：黒褐色腐植土層（厚

さ35～40cI'');第2屑：褐鉄鉱の細粒を含む褐色

粘質土層（厚さ30～35cnl)j第3層：若干の褐鉄

鉱と風化礫を含む青灰色シルト層となり，以下

次第に風化礫の数を増して礫層が続くが，石器

を発見するにはいたらなかった（第108図)。

I．

第180図第14地区D地点トレソチ断面図

第2層以下は，志村砂礫層の上部に相当し， この地点では，第1地区B地点，第14地区A地

点その他にあった二次堆積物の層はおろか，丹生泥層の堆讃すらなかったものと考えられる。

従って，調査当初において主眼とした丹生泥層と石器との関係を考察する資料は，全く得るこ

とができなかった。

’

I

I

霊
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1V綜 括

石器の分類過去6ヶ年にわたる発掘調査において，その対象となった調査地点は丹生・丹

川両台地の殆んど全域にまたがり，発掘総面積は，実に40,000余㎡にも達した。その間に発

掘はもとより，地表面や崖面の実査などを通じて調査団の得た丹生遺跡群の旧石器類は，実に

莫大な数量にのぼるが， これらの石器数を多角的に検討して分類を行い，遺跡群の持つ諸文化

相を明らかにし，編年を樹立することこそ， さしあたってわれわれ調査者に課された義務であ

るo

もっともこれについては， もとより暫定的性格を拭いきれぬものではあるにせよ，既に過去

三冊にわたって公刊した《調査概報》において再三改訂を重ねて試案を披露して来たことは，

既に述べたところである。

編年の基礎となる石器の分類に関する方法論的根拠については， 《第三次調査概報》におい

て詳しく述べたが，要するに丹生遺跡群の如き開地遺跡で，おまけにこの台地を形成する地層

の大半が海成によるものであれば， 尋常な手段をもってしては， とうてい解明し得ぬのであ

る。そこで丹生泥層や第4地区B地点の黄色粘土層のような内湾性堆積物の中に石器の第一次

堆積を求めて調査する一方，石器の形態学的・型式学的研究，住地考古学的方法，複式的な層

位学的考察，内外の旧石器文化との比較研究など，あらゆる可能な方法を駆使して最後に綜合

的な判断を下さなければいけない。かかる方法論的根拠に基づき，丹生遺跡群の旧石器類を12

類に分類したのである。

幸いにして， 第10地区A地点の崖面に露呈した志村砂礫層の中から斜刃割器1点が採集さ

れ，第3地区B地点の丹生泥層上部附近にある砂礫層の中から削器1点を発掘によって得るな

ど石器の包含屑を知る上に有力な手がかりとなったし，第9地区B地点の丹生泥層上部で発掘

された山形刃割器などもこれに準じた資料ということができよう。

また，鋪7地区A地点においては，第1層の黒褐色表土層および第2屑の茶褐色土層に包含

されている石器と，第3層の円礫層(野間砂礫層）中の石器とは際立って相違している事実が明

らかにされた。即ち前二層中の石器は，比較的整った剥片を利用した尖頭器や彫器がゑられる
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のに対して，第3層には小さくて平たい礫をそのまま用い，礫面もまだ残されている削器が圧

倒的に多く，退化型式の礫器も含まれている。これなどは，遺物を層位学的にきわめて良好な

条件の下で取り出した，丹生遺跡群としては実に貴重な成果であった。

このようないくつかの遺物の出土関係と，上記の考古学的推論とに立脚して導き出されたの

が暫定的編年の試案である。

ごくおおまかにいって丹生遺跡群には，打器文化→握槌文化→剥片文化→刃器文化→尖頭器

文化→細石器文化という変遷を認めることができる。

打器文化この文化を代表する第1類の石器は，常に塊量的で形態の整わない割器類を主体

とし， これに握斧，裂片石器が加わっている。第24図や第31図に掲げた石器は， もっとも標式

的な例で，思いきり大きな力で打割や打剥が行なわれ， また表皮変質や器面の磨滅の顕著なの

が特徴であるoこの種の石器のあるものは，形態の上でアニャータ前期文化やパチータン文化

の山形刃割器と密接な連繋が認められる。

握槌文化丹生遺跡群の旧石器文化の中でもっとも特色があり，華やかな展開をなしたのが

握槌文化である。第2類から第5類の石器群を総括するが，標式となるのは大形の裂片を巧象

に利用した祖型握槌，握槌状石器，握斧等である。これらは厳密に言ってヨーロッパに翠られ

る真正な握槌ではないが，握槌的な石器であるから握槌文化と総称しても強ち誤りではないだ

ろう。一体丹生遺跡群では両面加工の真正の握槌(coup-de-poing)が遂に発達をみなかった

ようで，図版第十八の右にみられる握槌状石器などは， この握槌文化が発達の極致に達した時

の所産と考えることができよう。石器の種類もふえて在来の打器や握槌的な石器のほかに，両

端器，祖型握用尖頭器，衝器(鶴嚇状石器)，大形剥片石器などが新たに加わる。

裂片石器には片面に原礫面をそのまま残し，型式学的にはパチータン文化の祖型握槌の技法

を思わすものも少くない。他方において， 第5類に属する鰈形握槌(図版第十九の下)や鋸歯状

石器（図版第十九の上),第4類の握用尖頭器などは，明らかに西方からの文化的影響に触発さ

れた石器型式と認めてもよいのではなかろうか。

大型剥片には，偽ルヴァロワ式技法によるものがある（第26図)。 、

剥片文化不定型な縦剥ぎまたは横剥ぎの剥片を石器の材料に用いている。剥片は，打角が

きわめて大きく，打面の調整されたものとされないものがある。この文化は，第6類から第8

類に分類された石器群によって表示されるが，石器の形態や加工技術の上で，そう大きな差異

は認められない。打器の類が極度に退化変形して節7類にまで痕跡的に残存する。



107

刃器文化丹生遺跡群には本来の石刃技法による石刃は，未だ発見されていない。石刃に近

い縦長剥片や，それを利用した掻削器や横剥ぎの剥片等を標式とする。

第9類には，調整器や多突式石器，舟底型石核等の組合せが特色であり，第10類は切刃を特

色とする。

尖頭器文化第11類石器を代表とする文化で，小型不定形の尖頭器，剥片錐などを主体とす

るが，内容は未だ十分明らかにされていない。将来さらに細分される可能性も多分に存する。

細石器文化細石刃や細石核を中心とし， これに細削器，細掻器，小型尖頭器，台形石器を

含む第12類石器の文化であるが，細彫器のないことが注目される。良好な遺跡が発見されてい

ないことは，第11類石器の場合と同じである。

編年表の改訂既に公表された暫定的編年の試案が必らずしも満足すべきものでないことは

再三強調して来たとうりである。調査も回を重ねるごとに，漸次丹生遺跡群の本体を朧げなが

らも把握できるようになり，おのずから問題の焦点を合わす可能性を得るまでに立ちいたった

のである。

かかる焦点の絞られた問題意識の下に，第五次，第六次の発掘調査を実施したのであるが，

その結果は，既に述べたように，既成の分類を改組したり，暫定的編年の増補を積極的に推す

が如き資料は得られなかった。このことは，毫もその完壁さを誇るものでないことを附言して

おく。

しかしながら，両次にわたる発掘調査において得た二，三の新知見は，遺物の出土関係から

して，各文化期と地層の対比の上に若干の改訂を必要とするようである。すなわちその新知見

とは，下記のとおりである。

①第1地区B地点・』地点，第2地区の各地点，第6地区，第14地区A地点。C地点など

には広く黄褐色ないし灰白色砂質粘土層が丹生泥層もしくは志村砂礫層を覆っている。この

砂質粘土層は，丹生面形成後，あまり浸蝕をうけないうちに志村砂礫層や丹生泥層を供給源と

し，それに多量のロームを混じえて再堆積したものである。第1地区B地点Gトレンチでは，

明らかにこの層の中から原位置で第3類に属する石器3点を検出した。

②第1地区B地点。J地点第14地区A地点。C地点では， この砂質粘土層の上面もしく

はその直上に堆積する地層の比較的下部，砂質粘土屑の上面に近いところから鋪7類に分類さ

れている剥片石器が発見された。

③丹生泥層主要部における旧石器包含の有無についてはきわめて深い関心を覚えるが，両
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次の発掘では， 第1地区I地点・』地点， 第9地区のB地点等においてかなりの深掘を試ゑ

た。また過去の発掘調査では，たとえば第1地区B地点。E地点，第2地区H地点，第3地区

B地点，第8地区C地点, D地点，第9地区A地点などにおいても深掘を行い，第1地区B地

点の第一次調査における酒詰班トレンチなどは，丹生泥層を掘り抜いて下の志村砂礫層に達す

る超深掘を敢行した。

さらに第1地区G地点西方の丘陵頂部や同じくI地点，未命名地点ではあるが第1地区内に

ある製茶工場北方の丘陵の尾根など丹生泥層が相当厚く堆積していたと見られる地点におい

て，開墾のためにブルドーザーの削平をかなり深くまで受けているにもかかわらず，旧石器類

はただの1点も表採されていないoとくにI地点の如きは，地図によると削平前に標高84mを

はかるほぼ扁平円形の頂部が存在した筈なのに(第5図)，現在では跡形もなく， 標高約80m

の平坦な畑地と化してしまっている。ここでは太田嘱託が，ただ1点祖型握槌を採拾しただけ

であった。このように発掘や開墾による削平によって,相当広い面積にわたって丹生泥層中・

下部が掘り返されたにもかかわらず，旧石器類の発見が皆無にも均しいということは， もはや

丹生泥層の主要部には旧石器類の包含が無かったものと理解してもよい時期に到達したのでは
ないであろうか。

第2類，第3類に分類された旧石器類が，何らかの形で常に丹生泥層の分布する地域と結び

つくという遺物分布の上から導き出された識見は，実は丹生泥層主要部の包含にかかるもので

はなくして，その表面に堆積したところの砂質粘土層か， もしくはその直下に本来存在した

のが，たまたま開墾の際に掘り出されて，地表面に露呈され，それを表採したものと解されは
しないであろうか。

そこでいま，石器の分類については改組することなく， これらの新知見にもとづいて各文化

期と地層との対比を検討し，暫定的編年に改訂を加えることにする。

第1類石器で代表される打器文化の位置は，たとえただの1例であったとしても第10地区A

地点崖面の志村砂礫層中に斜刃割器が挟まっていたという事実を無視することはできない，従
ってそのままの位置が与えられる。

同じような理由で，第3地区B地点の礫層から発掘された削器を含む，第4類石器を標式と

する文化期も従来の位霞を動かせない。

次ぎに第2類および第3類の石器類であるが，前述の如く丹生泥層主要部に本来の包含はな

かったと推考されるし，その下の志村砂礫層中の包含では勿論ありえない。第1地区B地点の

| 、

｜i

| I
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試掘班調査によるGトレンチにおいて，明らかに黄褐色砂質粘土層の中から第3類の石器が3

点も検出された。この砂質粘土層の形成時期は，地質班の検討によると丹生面の形成された直

後からオレンヂ・ローム堆積の時期まで，つまりリス氷期の初めから沖積世までというきわめ

て大幅な年代が与えられている。もともとこの砂質粘土層は，志村砂礫層や丹生泥層を供給源

とする再堆積層であるから，その中に包含される石器は，再堆積の進行中もしくはそれ以前の

時期の製作にかかるものとしなければならない。そこでもし志村砂礫層や丹生泥層とともに再

堆積したものとすれば，それは多分台地の西縁部に発達する大在面に本源を求め得よう。つま

り丹生泥層上部辺りに本来あったものが再堆積したと考えるのであるo第9地区B地点の丹生

泥層上部で発見された山形刃割器などはこの間の事情を示教する恰好の資料であろう。

他方において，第1地区B地点におけるように，第2類，第3類の石器が塊まって大量に発

見されると，そこが居住跡もしくは石器製作jltであった可能性も強い訳である。この場合には

再堆積の進行中の時期に石器製作の年代を求めなければならない。前述の如くその年代の幅は

非常に大きい。

ところで，第2類や第3類の石器が，第4類や第6類あるいはそれ以後の石器よりも後出す

るとは，形態・型式の上からも，各類の石器の組成の上からも， とうてい抵抗なしに承服でき

かねる。第3地区B地点において削器が丹生泥層最上部の砂礫層中から発見されたのは厳然と

した事実であるから，少くとも丹生泥層の上部付近に位置付けするのがもっとも至当ではない

かo

次ぎに第1地区B地点・』地点，第14地区A地点｡C地点などで， この砂質粘土層の上面も

しくは， その直上に堆積する地層の比較的下部から発見される剥片石器であるが， これは現在

のところ確実に砂質粘土層中に包含されていたという例は実証されていない。第14地区C地

点，第1地区B地点の酒詰班トレンチ，第1地区D地点では， これらの剥片石器に伴って礫器

や繩文土器が陶器の破片などと共に砂質粘土層の直上に検出され，繩文時代の所産ではないか

という疑いがもたれた。

これらの剥片石器は， 形態の上から言って第7類に分類されている剥片石器と同類である

が，同じ第7類の剥片石器が発掘されている第1地区B地点試掘班トレンチ。J地点第14地区

A地点， 第7地区D地点などのほかに， 丹生・丹川両台地にはかなり普遍的に分布している

が，前記三地点を除き，弥生式土器と混在して発見された例はあるが，繩文式土器もしくは繩
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各期と地図との対比は，必ずしも出土関係に錐づく判定ではなく，それを参考とした考古学的推総の上に立っている。
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・ 文式土器に伴う石器類と伴出した例は殆どない｡"14地区C地点では，弥生式土器と土層の上

で明瞭な区別が認められ，それとの共存関係は，無論考えられない。

従ってこの剥片石器は， 砂質粘土層形成後， オレンヂ・ローム堆積までの時期の所産とし

て，その編年的位置を積極的に移動させるに足る資料もないので，従来と変るところがないと

考える。

刃器文化，尖頭器文化，細石器文化については，第五次，第六次発掘調査の目的外に置かれ

ていたために，再検討に資するような新事実の発見がなかった。将来はこれらの諸文化につい

ても重点的に発掘調査を実施して，編年の精確化を計らなければならないが，ただ現在のとこ

ろ，丹生・丹川両台地には，良好な遺存を保つ遺跡の発見がなされていないから，両台地以外

の土地で関係遺跡の調査を行うことも必要であろう。

今後の問題作成した編年表は，再三強調するように，あくまで暫定的な試案にしかすぎな

い。従って今後幾度でも増補・改訂を加えてその精度と確実性を増して行くべき性格のもので

ある。

そのためには，各地で俄かに活発化したこの分野における遺跡の発掘調査に目を向ける必要

がある。山口県豊浦町磯土遺跡，栃木市星野遺跡， また近くでは，大分県清川村岩戸遺跡，宮

崎県日之影町出羽洞穴などは，最も関心の寄せられる遺跡である。ただ肝心なのは，研究者が

互に緊密な連繋を保ち，共通の目的に対して協力し合いつつ迩進するということである。

今後の課題を丹生遺跡群だけに限っていえば，本書では，一応丹生泥層主要部における石器

の包含をなかったものとしたが， これは現段階での結論であって，丹生泥層および志村砂礫中

における石器の包含をさらに追求してゆかなければならない。また再堆積物である砂質粘土層

中に包含される石器の類例の増加と，その上面に発見される剥片石器との関係を明らかにする

必要もある。剥片文化以後の問題も殆んど解決されていない現状であるであ･

今後の調査は，気長く落ちついて問題の一つ一つを順次解決して行くという気がまえで行わ

なければならないであろう。
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追 加 資 料

現地在住の太田亘嘱託は，その後も機会あるごとに丹生台地を飯渉し，新たな遮跡・遺物の発見に努

められた。その結果，第9地区A地点の東方，舌状に伸びた台地先端部附近が新しくブルドーザーによ

って削平を受け， 畑地に造成され， その撹乱土（丹生泥層？）の中から，祖型握槌，斜刃握斧（掻器

？），大型剥片等を採集された。そのほか， 第1地区B地点から斜刃割器，同D地点から祖型握槌，第

2地区B地点から大型削器，第14地区B地点から斜刃・山形刃割器等を採集され，委員会に調査員の差

遣方を懲源された。

報せに接した委員会では即刻三上委員を派遇することを決め，三上委員は昭和43年10月2日～6日ま

で現地に滞在し，太田亘嘱託より事情を聞き，第9地区を実査し,E地点と命名，採集石器の実測を行い，

委員会にその結果を報告した。しかしその時既に，本譜は校正段階にあったため， ここに追加資料とし

て紹介することにした。以下その報告に従って採集石器のうち主要なるものについてのみを紹介する。

祖型握槌（第'09図’） ：丹生遺跡群の祖型握槌では共通してみられる大形裂片を用い,片面に

は原礫面を大きく残し，他面には第一次の加工による大きな剥離面を持ち，片方の先端部をや

や尖るように両面からほぼ全周縁に二次的な加工を施している。図に見られるように握部が厚

く，尖端部に至るに従って漸次厚さを減じて行く。丹生遺跡群の石器のなかで，祖型握槌の最

もよく発達する第3類に分類されたものの仲間であろう。全体に厚い表皮変質におおわれ，転

磨が箸るしく表面は黄褐色を呈するo凝灰岩又は砂岩を用いている。これは第9地区E地点で

採集されたが， もう一個の祖型握槌は,中形品に属し（第109図2)，片面に原礫面を残し,他面の

ほぼ全面を細かく打剥し,握部の半ばから深い扶りを入れ,スリッパ状に整えている。全体とし

ての形態はさきのものよりも洗練され，おそらく第4類に加うべきであろう。この祖型握槌が

第1地区D地点で発見されたことは,同地点の石器の組合せを考えるうえに,今後一つの指針と

なり得るであろう。太田嘱託によると,採集地周辺の象は附近のロームと違って固く,黄灰色を

呈していたというから，或は第1地区B地点などに見られる二次堆積物が局部的に残されてい

るのかも知れない。石器の材質は暗褐色の表皮変質の余り進行していない砂岩を用いている。

大形削器（第109図3） ：第2地区B地点において，土管を作るために粘土（丹生泥周）を採集

している附近から表採されたもので,比較的部厚な砂岩の裂片を用い,割り離しの一側縁に両面

から二次加工を加えて刃を作り，他側縁には一部にCortexが残されている。従って刃はジグ

ザグ状を呈し，全体にPatinaが少いので割り合いに鋭利である。加工は両端にも行なわれて
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第109図太田亘氏採集の石器類

いるが，側縁にとくに入念であるから，削器として作られたものであろう。片面にば平坦面が

大きく取り残されているし， かなり箸るしい磨耗が認められるので，おそらくCortexである

うと思われる。

大形剥片（第109図4） ：第9地区E地点の開墾地から表採されたもので，暗灰色の砂岩礫の

比較的平坦な面を打面に転用し，強打を加えて剥取した部厚な大形の剥片である。主要剥離面

の反対面には少くとも二回の打剥により不規則な剥片を取った剥痕と，二次的な加工の痕が一

部に見られる。従ってこの大形剥片は，本来砂岩礫から一次的な剥片を剥取し， さらに石核と

しての調整を行なうために強打によって剥取した剥片にすぎないが，その縁辺の一部に二次的

な加工を施して，おそらくは掻削の用に供するため転用したものであろう。繋打の激しさを物

語る打撃点附近にはfissherが明確に認められ，剥片の末端附近にはringが明瞭に現れてい

るo

太田嘱託が採集されていた遺物はおよそ40点ほどで， そのうち石器は前記の種類のものが約

10点，他は人工による加工痕の認められる石片及び剥片類であった。

今度の発見遺物が，本書総括の結論に著るしい改訂を要求するとは思えないが，祖型握槌の

１
１
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平面的分布に再考の余地があり， その分布を精査することによって丹生遺跡群の打器・握槌文

化の把握が少しでも前進するのではないか。また第2地区B地点採拾の大形削器は，片面から

の承加工し，先端の一部をも二次剥離を行った第3地区B地点Cトレンチより第一次調査の

際，故藤原光輝委員により発見された削器(第21図)の型式発展を遂げたものとして注目される

石器である。第2地区B地点と第3地区B地点とは指呼の間にあり，第2地区の諸地点では第

4類石器が多く発見されている。この事は将来第4類石器がさらに細分され得る可能性の存す

ることを示しているのではなかろうかと思料される。

丹生遺跡群の石器類に示される文化相にはいろいろな問題が多く残されている。日本旧石器

文化研究委員会は，今後も機会あるごとに調査を続行して行く予定である。
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REMARQUESPRELIMINAIRES

1.Voici lecompte-rendudesfOuilleseffectu6essurlesstationsdeNyu,Oita, 1962~
1967.

2.Ces fOuillesont 6t6organis6espar laCommissiondeRecherchesdelaCulture

PaleolithiqueduJapon,quis'estfOnd6eparunecollaborationpr6cieused'ungrand

nombred'arch6ologuesetdeg6ologesjaponais.

3．Nousavousd6japubli&quelques comptes-rendusp1℃visoires(enjaponais)con-

cernant lesr6sultatsdechaqueann6edefOuilles, dont cevolumeseveutun

r6sum6fina1.

4．Leschiffresindiquantlesfigurescorrespondentauxfiguesins6r6esdansletexte
● p

japonals.
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I INTRODUCTION

Enl949,unestationdeculturepr6c6ramiquea6t6d6couverte,pourlapremi6re
n

foisauJapon, A Iwajuku(Pr&f.Gumma).Nousen connaissons aujourd'hui des

centaines (plusde500), dont ladate ne remonte pourtant jamaisau-deladu

Pal6olithiquesup6rieur.

Enf6vrierl962,ungrouped'arch6olOguesamateurs, effectuantuneprospection

sur leplateaudeNyu(8kmall'estdel'anciennevilledeOita), adecouvertdes

outilsnthiquesgrosetgrossiersqui n'avaient jusqu'ici encore jamais trouv6sau

Japon. Ilsmontrentuner℃marquableressemblanceaveclesoutilsdupal6onthique

inf6rieurconnusenAfrique, en lndeouenAsiesud-est, cequinemanquapas

d'attirerl'attentiondesarch6olgues

L'Assoc""of@P""o/ogi91""ノ"o"aeffecm6, sanstarder, uneprospection

pr61iminairesurceplateau, etappel66galement lesarch6ologuessp6cians6sdans

l'AgedePierreet lesg&ologuessp&cialistesduQuaternairepourorganiserlaCo""s-

s加施deRecherchesdeノαC邸"t"eP"ﾉ@O"油峨edMノ"o"(fonddeenmail962),qui

devaitcommencer,d6sl'automnedecettem6meann6e,unes&riedefouillespourfinirle

premierstadederecherchesenaoatl967parlasixiemeprospectioncompl6mentaire.
●

Lesfruitsdecesrecherchesont6t6rapportdspartiellementauCongresd'aummne

de/'Associ"jo郡ノ"o"ised'Arc"〃Ogie,quiaeulieuenocmbrel960AI'Universit6

deBeppu. Lesr&sultatsdesquatrepremi6resann6esderecherchesont"publi6s,
2

souslaformedetroisfascicules, parl'AssociationPal6ologiqueduJapon.

Notrecompte-rendutraiteradoncprincipalementdescinquidmeetsixiemeann6es

decesrecherches,etproposeraaussiunesorteder6sum6denosactivit6sdesixans.

Toutaulongdecesrecherches, nousavonsrencontr6desdifficult6sdiverses

1) SuGIHARA, S., 7Xc SZo"c"eRc"l""恥""d"加勾"",G"加"!α,ルカα腿(Rcjjor"o""c
R""rcﾉﾋ妙峨cF@c"4)' q/.Licr"""""ﾉj""".,"rCh!zeolog.)',Tome.1,TOkyo,Japon,1956,
enjapomis).

、

2) Com"6-re"d〃伽$Fb"""E〃なc'"&""r I"S""," (fc JY)'",0"" (Tomel: 1ereet2｡
anll6es, 1964.TI)me2: 3cnnnfe, 1065. 'Ibme3: 4eann6e, 1966,OsakaetKyoto, Jal)on).

〃
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provenantdesconditionsderesstations. D'abord, lessols6tantpartoutd6truitspar

lesbulldozerspourlenivellementdeterrainsoudechamps, nous6tionsobUg4sde

nouscon"nfr,aquelquesexceptionsheureusespr6s,d'uner6coltedesobjetsaffleurant

ensurfacedusol. Ensecondlieu, lessolsavaient6t6consid6rablementd6truitset

remani6saussiparlesdiverseffetsdelanature, carils'agit icid'unestationde

pleinair. Lesresesarch6olOgiquesnes'accumulentdoncpas toujoursenordre

stratigraphiquer&gulier. CeuxduPal6olithiquesetrouventm61ang6ssouventavec

ceuxduN6olithique,etquelquesfoism6meavecdesmonnaiesm6di6vales.

Parcontre, nousavonsd6couvertaussi, dans lescasheureux, quelqu"objets

restant i"s"oupresqueencet6tat. Cesd6couvertspr6cieumsnousontpermis,

parlesdonn6esstratigraphiques, debienretracer led6veloppementtypolOgiquedes

outilslithiquesrecueillisauxstationsdeNyu.Ensomme,nousavonsobtenu,croyons-

nous,assezdedonn&esfondamentalespour6tablirladatationetlachronologiedeces

stationspal6olithiques.

Nousvoulonsd6signer,parletermede<StationsdeNyu> ,ungr℃upedesmsr6partis

sur lesdeuxplateaux: plateaudeNyuetceluideAkagawaadjacent ausuddu

premier. Lesstationssontd6couverleseng6n6ralconcentr6esenquelquesendroitsde

cesdeuxplateaux・Aupointdevuetypologique, chacundecesstationsrenferme

desoutilslithiquescorrespondantal'unouaquelques-unsdesstadesded6veloppement

desculturesprimordialesentrelePal6olithiqueinf6rieuret leN6olithique.

Lad6couverLdecessitesal'extr6meorientdel'Asieaura, sansnuldou", une

grandeimportancepourl!&tudedesculturesprimordialesdetout l'univers.

１
Ｊ
１

II OBSERVATIONSTOPOGRAPHIQUESDESTATIONS

I 』

､

LeplateaudeNyuestpresqueenformed'untriangleisocele,dont labase(c6t6

ouest)a4.5kmdelong(sud-nord), etdontlesdeuxautresc6t6s6gauxont3.5～4km

delong・ LeplateaudeAkagawar6ctangulaire, 6tantadjacentausuddecepremier,

a1.3kmdelong(sud-nord),etO､5～0.7kmdelarge(est-ouest). (VoirFig. 1)

Cesdeuxplateauxmontrentunecaract6ristiquecolmnune; ilss'abaissental'est

parunes6riedeterrasses, etleurspartieslesplus61ev6esseconcentrentsurlebord

ouest,qui longelarivi6reOhno.
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Nousdiscernons,surcesdeuxplafaux, cinqplansnettementdistincts:

1) PlandeOsai: rangdecoteauxdelOO～90mform6sparunes6dimentation.

2) PlandeNyur: 85～78m,s'6tendanttr6slargemental'estduplandeOsai.

3) PlandeJyobaru: 50～35m, largeplandes6dimentation36tendantal'estet

ausud-estduplandeNyu,verslarividreNyu.

4) PlandeEmmeiji: 35m,adjacentausudduplandeJyobaru.

5) PlandeAkagawa: 25m, planleplusbasadjacentauplanalluvialdela

rividreNyu.

Lesplanslet3sontdes lErrassesmaritimes. Les4et 5sontdes terrasses

fluviales. Nous consid6rons le plan2 commeune terrassemaritime, d'apr6s

l'6paisseuretlapentedesesS6diments.

LeplandeNyuestsculpteaunassezhautdegr6, cequidonnealasurfacede

cetteerrasseunedouceondulation.LeplandeJyohbaruest6galementsculpt ,mais

savalleeresteencoreasonstadeinitial,et, leplanpr6serv6esttresplatetmontre

unebonnecontinuit6. LeplandeJyohbarucontientaumoinsdeuxterrasses: celle

de40～35m(PlandeJyohbarudanslesensstrictduterme),etcellede50～45m(Plan

deOka)． Cesdeuxterrassesseraccordentparunedoucepentetransitoire, cequi

nousfaitsupposerunetr6slongueformationdecesterrasses.

III OBSERVATIONSGEOLOGIQUESDESTATIONS

L'histoireg6ologiquedeKyushual'Erec6nozoIquesed6veloppe,semble-t-il,dans

"ncadredetempsetd'espace:

Cadrede temps; troiscyclesg6ologiques jouentunr61e ind6mabledans la

formationdeKyushuacetteere;

1) Ongoc6nesup6rieur．．…･…Miocdneinf6rieUr

2)Miocenemoyen………Piocene

3) P16istocdne

Cadred'espace;H6t6rog6n6it6g6ologiqueentrelestroispartiesdeKyushu:Nord,

Central,etSud:

Aucoursdupremiercycle, lestroispartiesdeKyushuaccentuent leurpropre

naturepourenfinsedistinguernetFmentl'unedel'autre. Voici lesnaturesgdologi-

quesdestroispartiesdeKyushu:

Kyushu-Sud; zoneactiveded6pressionaugdosynclinalr6cent.
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1

Kyushu-Nordj zoneinactived'affaissementdonnantsurlaterreferme.

KyushuCentral j zonecentraledesoul6vement. Lafol･mationc6nozoiquedela

r@giondeOita, otlse trouventnosstationdeNyu, aeuneu, versla

findecepremiercycle, souslaformed'unezonedefracturevolcani-

quedanscettezonecentraledesoul6vement.

１
１

Lesecondcycledans leKyuShucentraldoit6tl･ereprもsent6par leGroupede

formaliondeSekinan, quised6veloppeleplusdanslar6giondeOita, etquioccul)e

unepartiedelaS6riedite $Ko-Setouchi) . Les couchesquiappartiennent auGroupe
l）

deSekinali'sesontaccumul6es, semble-t-il,dansleslacsoulesmaresform6sparles

mouvementst6ctoniquesaulongdut6ctog6neOita-Kumamoto,etleurr6partitiondevait

6treassezlimit6e.

Letroisi6mecycledeKyushucentral contient lui-m6mequelques cycles de

s6dimentation, repr6sent6sparlescouchessuivantes;

GroupedeOita:

1) CouchesdeTakio

2) CouchesdeTsurUsaki

GroupedeKujuh:

3) CouchesdeOhzai

4) CouchesdeJyohbaru

5) Couches(graviers)deEmmeiji

6) Couches (graviers)deAkagawa

DansleKyushucentral,unevastep6n6planations'ach&veverslafindusecond

cycle. IIsubitpourtant,denouveau, aucoursdutroisi6mecycle,unlargegaussisse-

mentcomplexeavecintercalationdep6riodesd'arr6toudel6gersaffaissements. Les

cyclesdes6dimentationdeviennentdoncdeplusenpluspetits. Leplissementaussis

s'affaiblitaucoursdutroisi6mecycle.

LeplateaudeNyusesituedanslapartiemal･ginaledeceKyushucentral,dont

nousavonsd6critci-dessuslescaract6ristiquesg6ologiques.

1

I

!‘

1) Unedescaracteristiques remarquablesduGroupedeSekinanest SOnactivit6volcaniqueextr@-

mementviolente.UI,cgmn(lequa,,tit&dep,･o(1,,itsag,･6g6svolc;Iniqueso,, de lavessont intercnl6s

<lans lesd6p6ts, oubientouchentho'･izontalement, dansunem6mecouche, icesd6p6ts. Il est

dnoter6galementquelescouchesdecegroupesont tr&sbpaissespm･mpp()rtiladul･もedele,l,･

fo,･matiol'.Y
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LacoupedesdeuxplateauxdeNyuetdeAkagawamontI℃,dubasenhaut, les

couchessuivantes:

1) Baseenschistecristallin.

2) CouchesdeTsurusaki,CouchesdeOhzai,Couches(boue)deOka(Touesles

trois,repr&sentantchacuneuncycledes&dimentation, sont, partiellementou

engrandepartie,d'originemarine).

3) CouchedeObarudai (C'estunetresmincecouchedegraviers, accumul6sa

unecertainepdriodeentrelescouchesdeOhzaietcellesdeJyohbaru).

4) CoLIchesded6p6t sur les terrassesfluvialespost6rieuresauxcouchesde

Jyohbaru.

Toutescescouches,except61abaseenschistecristallin,appartiennentauSysteme

quaternaire・ Voicilarelationstratigraphiqueg6n6raledecescouches:
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CouchesdeOhzai

1)ouedeNyu(etgravieIssup6rieurs)

Groupede

Oita
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gri,viersdeShimura

couchealterntedeTakajoll

’
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’

grilvie,･sdeMaki

Schistecristallin
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infdrieuIEdelaS6rieduP16istoc6neurrivejus(lu'ala IJartie inf6rieureduGrouIJe"Lalimite

deOita.

CouchesdeTsurusaki Ellesoccupentlapartiesup6rieureduGroupedeOita,

devis6eendeuxdiff&rentescouches; couchedegraviersdeMaki (inf6rieure) et
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Couchesaltern6esdeTakajoh (moyenneet sup6rieure)． Ellesrepr6sentent, dans

l'ensemble,uncycledes6dimentationcomplet(Fig. 38).

GraviersdeMaki DesmolairesduS"godo"07．ig"""sOwENont6t6d6couvertes

justeau-dessusdela basedecettecouche･ (ausud-ouestdulvillagedeMaki).Le

y@"""pisノqpo"ic"sDEsHAYEsa6t66galementtrouv6surlefrontd'unescarpement

decettecouche(ansuddelaGaredeTakajoh)．SurleplateaudeNyu,1'6tenduede

cettecoucheestassez limitee, etsacompositionestplusoumoinsvari6eselonles

localit6s.Aunord-estdeJyohbaru, parexemple, c'estunealternancedecouches;

sablesgrosoumoyens (dominants), etgFaviersmoyens. Cesgravierssontbien

roul6sethomog&nes, et s'entassentd'unemanidrefermeet r6guliere. Lapartie

sup6rieuredecettecouchecontient les tufsdeterreadiatom6esrenfermantdes
l〕

fossilesdemollusquesmarins. IlestfortprobablequelesgraviersdeMakisont

deformationmarine.

Couchealtern6edeTakajoh Eng&n6ral, sapartieinf6rieureestdel'argile

sableusestratifi6eavecdeminceslitsdesable. Maisalapartieouestduplaau,

ellecontientsouventdes intercalations lenticulaires irr6guneresdesablesargileux

grossierscontenantdefinsgraviers. Sespartiessup6rieureetmoyennemontrentune

alternancedecouches, otldominentlessablesponceuxgrossiersetlessablesvolcam-

ques. Cesonttresprobablementdess6dimentssurundelta.

D'apreslesondageeffectuもaTsukigaharadel'ancienvillagedeOhzai, lesgraviers

deMakietlabouedelacouchealtern6edeTakajoh(partieinf6rieure)ont,autotal,

une6paisseurdel80m. Acem6meendroit, lespartiessup6rieureetmoyenneont

une6paisseurde35m. LescouchesdeTsurusakiontdoncautotal215m. Cechiffre

estextr6mement61ev6parrapportid'autres; parexemple,120mauxenvironsde

Nishiuke, 80malalocant6-type. Cesdeuxendroitscomportentpourtant tous les

niveaux escouch"deTsurusaki・ Lavari6teconstat6edel'6paisseurestdoncdde

aladiff6rencededegr6d'affaissementdusubstratumal'6poquedes6dimentation.

Nousenconcluonsquelas6dimentationdecescouchesdeTsurusakined6pendpas

d'unsimpleaffaissementdusubstratum(nidusoulevementduniveau.de .lamer),

maisdunmouvementdusubstratumpourformerunbassin.

CouchesdeOhzai Ellesrepr6sentent,ainsiquecellesdeTsurusaki,uncyclede
－－◆一一一一一－一一一早一一一一一●一■■一一

1) CUluilleS lagunaires: FM"jαル",'gc,:/brdi (SowERBY), 』血‘oma j"“"gr""MARTENS, R""

′"Ic""a(ADAMsetREEvE),Proclαひα"迄〃t"(DuNKER),etc……．

Fe',illes(1eflol℃delazoneteml)6r6e;Fbg",ZEIﾙ0ztj",4"r, etc……．
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s6dimentationcomplet・ Lesgraviers, laboue, et lesgravierssontsuccessivement

superpos6s. Lar6partitiondecescouchesestpourtantassezlimit6e. Auplafaude

Nyu,ellesseconcentrentalapartieouestduplateau,etn'existentpassurlapartie

centraleouest. Lesd&p6tsformentdescoteauxde80-､-90m. Lesubstrammest

ondulantetsesituea50～60md'altitude・ Nousavonsconstat6 1'affleurementdes

couchesdeTsurusakia77～85mdansl'6tenduem6medescouchesdeOhzai(localit6

5,aunorddeOka). Cedoit6treunepetite ilequi s'ytrouvaitaud6butde la

s6dimentationdescouchesdeOsai. LescoucesdeOsaisonteng6n6raldiscordantes

surlesdiversniveauxdescouchesdeTsurusaki, certainementacauseduplissement

decelles-ci (Fig.40).

LescouchesdeOhzaiont,debasenhaut, unecouchedegraviers(25md'6pais,

maxim､ 30m),unedeboue(12m,maxim.22m),etunedegraviers(5.5m).Nous

appelonslapremidre &CouchedeShimural,etlesdeuxderni6res KCouchesdebouede

Nyu，、Nousclassifionslesgravierssup6rieursdanslescouchesdeNyu, carilssont

localis&sseulemental'endroit61evede89maunord-ouestdeSeiganjideNyu,ettrop

mincepouretreconsid6recommeunecoucheind6pendante.

CouchedegraviersdeShimura Ellea, alapartieinf6rieure,desblocauxet

desgalets, etasapartiesup6rieure,lesgraviersmoyensetfins, sinonlessablesh

graviers, sontdominants・ Parmi lesgaletsintercal6sdans lapartiesupdrieure, les

galetssemi-angulairesdequartzsontdominants, et lesgraviersdeschistecristallin

sontnombreuxparmi lesgraviersfins.

CouchedebouedeNyu Alalocalit6-typedescouchesdeOhzai(penteouestde

l'endx℃it61evede91m,ausuddeShimuradel'ancienvillagedeOhzai),cettecouche

deboueaune6paisseurdel5m; sablestufierscontenantdel'argilesableuse, argile

sableusebleu-noir contenant desfossilesdemollusques, argilesableusegrossidre

jaune-blancdestufs, sableponceuxcontenantdefinsgraviers. LabouedeNyuest

eng6n6ral biend6sagr6g6e, etdevientvisqueusejusqu'aunecertaineprofOndeur,

decouleurjaune-blancavecdesraiesbrunes. EllecontientdesfOssilesdecoquilles
l1

gr&gaireset lagunaireS. Lesgravierssup6rieursdecettecouchesont, except61es

quartzet les trapps, presque totalementd6sagr6g6s, etdans l'6tatdugravierdit

《pourril. Cesgraviersrecouvrent lesubstratdeboue.Maiscen'estpasparune
一一 －－＝凸一■← 一一一一一一一｡＝一一一一C一一－一－■一一一一一一一一一－一一マ→－一

1） 』"mar@(7rgi"arC")grα"""(LINNE),の‘""α$i"c"'i,(GMELIN),〃"‘･加αj"""gr"α(MARTENs),

R"""Iche"a (ADAMS CtREEVE)、""r(z I""(HINDs),"""A"j(zPo"i"(YoKoYAwIA),
B"IαひαA""(PIIILIFPI),"'ひer"αd物m"(RoDIIwG),T流"αj"Po"i"(A.ADAMs).
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discordance. C'estsansdoutellnph6nomened'affouillementetdes6dimentationpar

11nerivi6resur lefonddebouedelamer,quiaeulieuaunecertainep6riodede

r6gression.

CouchedegraviersdeObarudai Cettecouche,d6finieasalocalit&-type(80m

d'altitude)al'ouestdeObaru,estdiscordantesurlescouchesdeOhzai.Ellesecompose

d'unecoucheprincipaledegraviersmoyenset fins (4paisseurde2.5m) etd'une

mincecouchedesablescontenantdesgraviers(0.6m). Touslesgraviers, saufceux

dequartzetdetrapps, sontcompletementd6sagr6g6s.

C'estunetrdsmincecoucherecouvrante,caract6ristiqueduplandeNyu, quise

retr℃uveaOka, aShimizusako, etal'estdeNishiuke・ AShimizusako,nousavons

constat6quelabouegrossi61℃contenant lessablessemuchehorizontalement, dans

unem6mecouche,auxgraviersaboue,cequinousfaitpenseraunes6dimentation

dansunestuaireouunpetitbrasdemer・ Endehorsdeslocalit6scit6esplushaut,

m6mesi lesgraviersdeShimuraaffleurentd&sagr6g6sdansl'もtenduedegraviersde

Obarudai sur leplandeNyu, ilestdifficilededistinguer, par laprospectionen

surfaceduml, cesdeuxconchesdegraviers.

CouchesdeJyohbaru D6p6tconstituant leplanplatde40md'altitude,partie

sud-eStduplateaudeNyus'6tendantentrCOkaetJyohbaru・ Ellescontiennentdeux

couchesnettementdistinces; les tufsde lchigi (supdrieure), et labouedeOka

(inf6rieure). Lestufssont l6g6rementdiscordantssurlaboue, Alamani6red'un

recouvrementstratigraphique. IIsseretrouventaussi endehorsdel'もtenduedela

bouedeOka(Fig. 43).
1）

LacouchedebouedeOkaaautotal21md'6paisseurasalocalit6-type; 3m

degrosetmoyensgraviersablocaux, 1．3md'argile sableuse tufiere con"nant

1) Ifsfossilesd6couvertsdans lacouche(boue)deOkasont ;

Oka………S"j""(G"J"""α）リ呪me"j"(REEvE),""e""qjiα""' (YoKoYAMA), Cﾙ加‘""α

ひ“ん‘"/〃(MABILI.E),VbremoiPcq/Xmicr'(PILsBRY),P"r""'""""I""j(BoRN),R"c"

"lc""a(ADAMsetREEvE), ハ〃""'"(A,zl"'""""'") @"'qjic"si.r (SowERBY), L"cr""Iα

(L""r""""α）か""a (REEVE),D'"/α""m(O"α"”α雌m) hexagO"幽加(GouLD), ”"ia

jα'o""(A.ADAMs),Echinoid2spp.

Miyahoshi……7bgi"""gγα"""(L'NNE), 7W"α〃.j"po""(A.ADAMs)

ISozaki･…｡．"gj"αrc" grα""q (LINNE),Brcc"do"#"'e"A･IJJi｡ (BENsoN),QJ'仁""α""e"".r

(GMELIN),D"加地("""om4z)jα'o"jc" (REEVE),R@e"'"Ic舵"a (ADAMsetREEvE),

ハ〃‘｡m" (Pmm加α”瓶α） α"qji'"ji.F (SowERBY), 7Meola laa (HIIwDs), B｡cI"α だ"〃

(PHILIPP'),Ba""αriαご｡"α"$(BRuIuIEIIE),""j"i"j"""""J(PIIII.IPPI), IIExsp. etc.
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quelquesfoisdesgraviersfinsetmoyens, 3．8mdesablesgrossiersponceuxadefins

etmoyensgraviersavecl'intercalationlenticulairedegraviersmoyensroul6sorigi-

nairesderochesanciennes, 5mdebouegris-noirricheenterreauxetpipesdesable
e

decoquillagesmarinsetenfeuillesdeplantes, 3.7md'argilesableusegrossiereet

tufi6reblanc-brunatretouchantparunplanondulantalacouchesup6rieure, et4．6m

decouchedegranularit6sdiverses depuisdes graviers ponceuxjusqu'adegros

graviersponceux. L'6paisseurdelapartiedeboueestpourtantvariableavec les
●

endx℃its.

LestufsdeIchigi Labasedestufsdelchigiestconstitu6c,alalocalit6-type,de

graviersmoyenssemi-circulairesassezbiensoud6sparles limonites (6paisseurde
●

0.5～0.6m). Cesgraviersne sontpasdeschistecristallin,maisd'autres roches

anciennes. Cesgravierssontrecouvertspar les tufsponceux(2.5～3m)quisont
●

eux-memecouronn6sparlescendresvolcaniquesblanchatrescontenantdefinsgraviers

oudegrossableS(Fig. 6et7).

Lestufsdelchigiet labouedGOkaontaleurbase, commenousl'avonsd6ja

mentionn6,unecouchedegraviersfinsetmoyens・ Cesgravierssonten6tatbeaucoup

plusfraisqueceuxdeObarudaioUdeplusanciennesfOrmations.

GraviersdeEmmeiji lls fOrmentleplanplat(30～35d'altitude)s'allongeant

verslenorddeEmmeiji, etsont,avecune6paisseurdel.5～2m,discordantssurles

couchesaltern6esponceuses(partiesup6rieuredescoucesdeTsurusaki)． Lapartie

inf6rieuredecesgravierscontientdesblocauxetdegrosgalets, et lesparties

sup6rieureetmoyennesonteng6n4ral compos6esdesables. Et, cescouchessont

recouvertespar le limonbruncontenant, asabase, definsgraviersdeschiste

cristallinoll dequartz, 1'argile limoneusechocolat, et partiellementpar le limon

orange.

GraviersdeAkagawa Sontypeestd6finiparlesd6p6tsformantleplanplatD

entreKamikujodeAkagawaetNoma・ LeplandeAkagawaa27md'altitude, plus

bas,de5～6m,queleplandeEmmeiji,etalO.5md'altituderelativeauplanalluvial.

Cettecouchedegraviersestconstitu6ededeuxcouches;unemincecouchedemoyens
Q

gravierssemi-angulairesousemi-circulairesrecouvrant lescouchesdeTsurusaki, et
■ C

unecouchesup4rieured'alluvions. Labasedecescouchesestconstitu6edes&diments
〃 ●

lagunairesoumarins.

GraviersdeNoma SurladoucepenteauNord-ouestduvillagedeNoma,une●
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mincecouchedesolsagravierss'6iendjusquesurlescouchesdeJyohbaru. Dans

cettecouche, c'est lesolquiestdominant, saufalapartiedebasecontenantdes

blocaux. Mais, cesoln'estaussiqu'unm61angeirr6guliex･degranularit6sdiverses

inf6rieuresacelledesable, cequidonneacettecouche l'apparencede l'humus.

Maiscenesontpasdesimplessolsprimaires,maislessolsquigysontaccumul6s

trdslentementpouss6set lav6sparl'eau. Alabasedecettecouchep s'accumulela

couched'argiled'unecertaine6paisseurvariableaveclessubstratums(Fig.47). Cette

couchedoit6tred'une tr&s longuefOrmation, car, ellerecouvre, auboutdeson

6tendue, lesgraviersdelacouchedeOka,ouparfoiselletouchehorizontalement,dans

unem6mecouche,acesgraviers・Ausud-ouestdeTsukigahara,ellerecouvreledLp6t

desbassesterrasses(Fig. 48).

Alluvions D'aprdsl'observationeffectu6esurlarouteentreKamikujoetNoma,

lesalluvionscontiennentlescouchessuivantes;duhautenbas,0.9mdusolcontenant

definsgraviers, 1md'argilelimoneusechocolat, 3md'argilesableusebrune, etO､6m

degraviersfinsetmoyens. Lalimiteinf6rieuren'estpascontest6e.

LescouchesalluvialesetflUvialesduplateaudeNyuaccompagnentsouventdes

produitsagr6g6svolcaniques. Mais, ceuxqui sont tomb6ssurlesol justeapr6sla

formationduplanplatsontpeunombreuxet tresmalconserv6s. C'estungFand

obstaclepoureffectuerunecorr61ationentrecesdiversescouchesduplateau. Ilya

quand-memetroiscouchesdeproduitsvolcaniquesattest6scommed6p6ts justeapr6s

laformationdllplanplatduplateau:

Surleplanalluvial……limonorange.

SurleplandeJyohbaru……limonblanc,etcoucheponceuse.

LacoucheponceusedestufsdeIchigiestconsid6r6ecommeleprolongementde
l）

lapartiesup6rieuredestufSsoud6sdeAsor6partisauxabordssud-ouestdeOita:

Lelimonblancdoitetreled6p6tdem6me6poquedestufsponceux・ Unecorr61ation

entreCelimonetl'argiledeYame(Nord-Kyushu)estbien@tablie・ Lenouveaulimon

orangerecouvreleplanalluvialancienettouslesautresplansant&rieursacelui-ci.

Lesfossilesdemollusqueslagunairestrouv6sdanslescouchesdeTsurusaki de

l) Sur lel)lateaudeEiko(Oita), let,1fsoud6deAsoformelesplansplatsmoyens・ IIsediVise

endeuxniveaux,dont lesup6rie,,restdiscordantsur l'inf6rieur. Celui-lacontientbeaucouppl,,s

deponce,1xque celui.ci, et,isa b:Ise (plan (liscoldnnt), lesgraviers origimi!でsde roches
●

nnC1enneS．
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OhzaietdeJyohbarusontdebonsindicesdumilieu,maisilsnepeuventpas6tre

consid6r6scommedonn6esd6cisivespour ladatationdecescouches. Pourtant les

molaixCsdeS"godo"orie"jα"sOwENontrendupossiblelacorr61ationdescouches

deTsurusakiaveccellesdeSanuki,cequiestcompatibleavec lacorr61ation6tablie

delacouchedeTakio(partieinf6rieulEdeTsurusaki)aveclescouchesdeAkashi.

Quantaladatationdescouchesant6rieur℃sAcellesdeOhzai, nousnesommes

soutenusqueparlacorr61ationd'apreslescyclesded6p6ts, lamodetopographique,

oulesdonn6espal6oclimatologiques. Ilestfortraisonnabled'6tablirunecorr61ation
l〕

entrelescouchesmarinegsur lesplansplatsdemoyennealtitudedanslesr4gions

ouestetcentraleduJaponetlescouchesdeShimosueyoshidanslar6giondeKanto.

Danslesr6gionsestetouestdeKyushucentral, lestufssond6sdeAsos'accumulent

sur lasurfacel6gdrementd6sagr6g6edecescouchesmarines. D'aprds ladatation
2）

auC'4d'unmorceaudeboisrenferm6alabasedel'argiledeYame, cet"argilea

33,000ans(+3,000,-2,200),oubienplusde32,000ans. Lacorr61ationdestufs

soud6sdeAsoavecleWiirmldoit6tredoncfortraisonnable・ Onsituelescouches

deShimosueyoshial'In"rglaciaireRiss-WDrm.

Quant auxcouchesplusanciennesquecesdeuxdermdres, nousn'avonspas

encoredecorr61ationbien6tablieaveclescoucheseurop6ennes. Voicicellesquenous

proposeronsprovisoirement:

LescouchesdeOhzai, form6esalafor"transgressionant6rieurealaformation
3〕

descouchesdeShimosueyoshi(InfrglaciaireMindel-Riss).EMILIANIadivisbcetlnter-

glaciaireentroisp6riodes: deuxp6riodeschaudess6par6esparunep6riodefroide.

LescouchesdeOhzaidoiventcorrespondrealapremidrep6riodechaude,etlacouche

degraviersdeObarudaialadeuxi6mep6riodechaude.

LatransgressiondescouchesdeTsurusakidoitcorrespondrealap6riodechaude

destufsM8delapartiesup6rieureduGroupedeOsaka,doncal'InterglaciaireGUnz-

Mindel. Etleclimatfroiddelapartiesup6rieuredescouchesdeTakiocorrespondrait

aceluideM6へ‐M7duGroupedeOsaka,doncauGiinz.

Lesoul6vementduniveaudelamerdelacouchedegraviersdeEmmeijidoit

6treconsid6r6commecorrespondantalaSub-inrrglaciaireWiirmll.
－－－

C'estparexemplecequiest lacouchedebolledeOka, sur leplatei'udeNyu.

Partiemarginaledes lavesdeAsorCcentes.Partiemarginaledes lavesdeAsorecentes･

EMILIANI,"""o""g"'"'""""(JbIJr.Geoﾉ,,Tome63,p.538～578,Cesare,1955)

1）

2）

3）
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Letableaulllmontrelacorr&lation6tabliedelamanidrepr6c6denteentreles

diversescouchesduplateaudeNyuet lescouches repr6sentativesduJapon. Les

figux℃s l2～15montr℃nt ladatationpossibledes couchesdupla"audeNyu,et

reconstituent aussi lapal6otopographieauxalentoursduplateaud'aprds les6tudes

surlesd6p6tsetlesfossiles.

IVETABLISSEMENTDELOCALITESETSECTEURS

Commenous l'avonsd6jamentionn6, nous traitonsungroupedesi"squi

s'6ndentsurlesdeuxplateauxvoisins:NyuetAkagawa. Lesstationspal6olithiques

"trouventsurpI℃squetou"leur6tendue.

D'aprds laprospectionpr61iminaireeffectueeafindesavoir lar6partitiondes

stations, nousavons6tabnl4 1ocalit6set48sec"urssur esdeuxplateaux・ Nous

lesindiqueronspardeschiffres(localit6s)etpardes lettl℃salphab6tiques(=cFur),

telquel4～A.(voirTab.1etFig.1).

Il restepourtantquelquesendroitsqui, bienquerenfermantdesrestesarch60-

lOgiques, nesontpasclassifi6s・ Cesontparexempledesvestiges isol6s, oudes

endroitsdont lesolesttropd6truitpourunel℃cherchequelconque. Ilyaaussides

endroitsohlaprospectionpr61iminairen'apas6t6fai". Lenombredelocalit6set

desecteursaugmenteradonctresprobablementdansl'avenir. 1

VCLASSIFICATIONDESOUTILLAGESLITHIQUESRECUEILLIS

Auxsi"sdeNyu,nousavonsrecueilli6norm6mentd'outilslithiques,soitaucours

defouillessoitaucoursdeprospectionsensurfacedusol ousur lefront des

escarpements. Avantdereconstituer lesculmresprimordialespr6sent6espar ces

outils, il est indispensablede les classifier afind'6tablirunebase sOrede la

chronologie.

Cetteclassificationdoit6tre6tablied'apr6sdesdonn6esdiverses: 6tudescompa-

rativessurlescouchesarch6ologiques,patineetattritionparusuredesoutilsd6couverts,

lar℃lationentreunetelles6riederestesarch6ologiquesavecleurgisement, latypologie

desoutils, lacomparaisonavec lesoutils desautresculturespal6olithiquessoit

japonaisessoit6trangeres.
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Nousavonspudiscerner,d'aprdsces6tudes,douzetypesdes6ried'outilsparmi

lesoutillageslithiquesrecueillisANyu.

S6rie l

C'estuneindustrie lithique6tablieparlastation6～Acommel'6ponyme. Les

principauxinstrumentssont: tranchoirsunifaces, tranchoirspolygonaux. Nousy

rencontrons6galementunpetitnombredetranchoisbifaces,defendoirs, etd'instru-

mentssurplaquet"s. Ils sont eng6n6ral trds gr℃s, enformenonreguli6x℃ni

constante, et taill6spar&clatementetparremllchefortsetgrossiers. Lamatiere

employ6eesttoujoursl'and6site・ Lapatineetl'attritionsont trdsvisibles.

Nousdiscernonsdeuxtypesdetranchoirsunifacesd'aprdslamodedefabrication.

Lesunssontdestranchoirsunifacesditstypiques, taill6saumoyendequelqueschocs

donn6stoujourssurunboutd'uneseulefacedugaletcirculaireouallong6. Les

autressontdesplaquettes4paissesoudesgalets6clat6sendeux, faConn6ssurunbout

parunseulcoupdechoctr6sfortpourobteniruntranchantobliqueetuni.

Lestranchoirspolygonauxsonttaill6ssurdesgalets, desplaquetts6paissesou

desgalets6clat@sendeux,dont les troisbordssontmarqu6spardestracesd'enle-

vementgrandesetgrossieres・ Les ouvraFs neseportent quepourobfnir le

tranchant,et, lasurfaceoriginelledepierreet leplandefrapperesient largeset

visibles.

L'ancetx℃ducoup-de-poingn'apparaitpasencoredanscetteindustrie.Quantaux

instrumentssurplaquettes, ils'agit ici d'unesimpleutilisationde l'are随vivedes

plaquettesobtenuesparun6clatement trdsfort. Onrencontre@galementdes6clats

6paisdeforme irr6guli6resansnucunetracederetouchessecondaires.Cesonttres

probablementdesr6sidusdefabrication.

Lesoutilsdecettes6riesonttrouv6snonseulementalastation6～A,maisaussi

A7～Deta8～B･A, 7～D,nousavonsrecueilliungrattoirsur61ev6, quiest, a la

diff6rencedugrattoirdiscoideutilisantunnucl6usLevalloisien,uninstrumentaun

tranchantunifacesurunboutd'ungrosblocdegaletdont lacoupeest trap6zoide.

Lastation7～Destunecollineind6pendan de68m,quidominelarividreOhno

endescendantenpen raide.AuSud-est, c'estunedescen"assezraidedusommet

jusqu'Aenvirons62m,puisuneterrasseenformede languejusqu'henvirons57m,

d'ohrecommenceladescenteraide.

"tteterrassesur lacollineest recouvertedesolbrunrenfermsintquelquss
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outilslithiquesdecettel6re s6rie.Noussupposonsd'ailleursavecbonneraisonque

cesolest tomb6englissant de la pente sup6rieure pours'y accumuler. La

compositiong6olOgiquedecettecolnneind4pendanteest lam6mequecelledela
l〕

couchedegraviersdeShimural partieinf6rieuredes couchesdeOhzai, c'est-A･dire

quecet"collineestunepartiedelacouchedeShimuraaffleurantensurfaceet

d6sagr6g6ependantunetr6s longuedurde. Lesolbrunrecouvrant la"ITasseest

doncled&p6tdesold6sagr6g6delacouchedeShimura.

Lespidceslithiquesrenferm6esdanscesolbrunsonttou[sfagonn6essurlebloc

d'anddsite,quiest leprincipalconstituantde lacouchedeShimura. Lapatineet

l'attritionsontparall61esacellesdel'and6s"contenuedanscet"couche. Ilestdonc

fortprobablequecesoutils lithiquesdelal5fes6rie6taientoriginellementenfouis

danslacouchedeShimura,etsonttomb6senglissantdelapen sup6rieurejusque

Surlaterras里．

Nousavonsaussirencontr6alastationlO～A,dansunescarpementohaffleure

lapartiemoyennedelacouchedeShimura, untranchoirunifacemontreunepatine

tr6svisible (Fig.31)． Ilapparaitdonccomme6videntquelacouchearch6ologique

contenant lesoutilsde la.13r｡ s6riecorrespondeacelledesgraviersmoyensde

Shimura.

LapCrioderepr6sent6eparcesoutilss'appellera, d'aprdslenomr&gionaldela

statisn6～A,P6riodedeObaru. 1
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S6rie ll

C'estunc industric repr6sent6epar les outils d6couvertsala stationlへ"A・

Lapartiaprincipaledecet stationsesituesurlesold6truitparuneconstructionde

"rrain, quiavaitcependantunealtitudede80～81mavantladestruction.

C'estd'ailleursunes&ried'outilsbeaucoupplusvari6equeceuxde las6rie

pr6c6dente: tranchoirsdivers, fendoirs,grattoirssur61ev6s,bipolarstr6scaract6risti-

ques de cetteS6rie, coups-de-poings archaiques, gratmirs discoides, nombreux

instrumentssurplaquet"s.Maisletranchant obliqueetumsurdpaisseplaquet"

de las&riepr6c4denteneserencontrentplusdanscetteindustrie.

Lesoutilssontencore tous tresgrossiersetportentunepatineetuneattrition

visibles.

1） Ledさp6t， existantau(Iもbut surcesgmviers， 、.t,il et白emportもpar lesflots？Oubien， il

n'ajnmnisexist6surcEsRmviers？ Nousn'nffirmonsricnded4ci蔦ifpour lemoment．
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Lepluscaract6ristiqueestsansdouteceqll'onappelle Klecoup-de-poingarchaique)> .

C'estunoutilunifaceutilisantunegrandeplaquetteallong6e, faConndeparretouches

grossi6ressurlepland'6clat.

Lecol･iexdepierrerestenon-touch6.LeboutestfaConn6 comme lameenforme

depointedefeuilleet labaseestassez6paisse, commeunebonnepoign6e.Nousen

connaissonsaussiquelques-unsquisonttaill6salternativementsur lesdelxfaces.Le

bipolarest tr6soriginal : c'estunoutil, taill6surungaletellipsoideunPeuallong&,bipolaresttr6soriginal： c'estunoutil， taill6surungaletellipsoideunpeuallonge，
avecuntranchantsurleboutd'unedesfacesetunautretranchantsurl'autrebout

del'envers.Nousreconnaissonsenoutrequelquesoutilsconsid6r6scommelesanc6tres

desoutilsde las6riesuivante. Noustrouvonsdans l'industriedecettes6riedesタ b

grattoirssur61ev6sutilisantunnucl6us,quisontpourtantd'une techniquediff6rente

desgrattoirssur61ev6sutilisantungrosgaletattestesdanslas4riepr6c6de㎡e，
Nousavonsd6couvert, alastation9～B,314cmau-dessousdelasul･facedesol,

untranchoirbifacequipourrait6treclass6dansla2cs6rie. Ila6t6trouv6plant6

danslesolavecletranchant tourn6enbaspresqueverticalement.
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Cet"station9～Bsesituesurlesommetd'unepetitecolline independantede

83.12m. Nousavonsobserv6,duhautenbas, lasuccessionsuivante: humusd'une

6paisseurde20cm, argilebrunede40～60cm, etargilebrun-jauneau-dessous. La

moiti6decetranchoirbiface6taitdoncplant6dansl'argilebrune. Noussupposons,

d'ailleursavecbonneraison, quecestr℃ismincescouchesnesontpasdesd6p6ts

secondaires・ Ellesappartiennenttrespr℃bablementalapartiedebouedescouchesde

Nyu. Cettestationsetr℃uvaitsansdoutepr6sdurivaged'unecriquequiexistaita

l'6poquedel'accumulationdescouchesdeNVu. Cetranchoirbifaceestdoncleseul

exempled'instrumenttrouv6eta"st6danslescouchesdeNyu.

Nousappelonslap6rioderepr6sent6eparcespi6ces, d'aprdslenomr6gionalde

lastationl～A,PGriodedeTsuji.

S6rielll

C'est une industrierepr6sent6eparlesoutilstr℃uv6sensurfacedusoletau

coursdefouillesalastationl～B. Lesoutilssontbeaucoupmieuxtaill6squeles

pr6c6dents, et,memesi lafabricationestencoregrossiere, ilsneporntplusde

tracesdechocsfOrts・ Lapatineet l'attritionsontplusoumoinsvisibles,variantbien

en"nduaveclarocheutilisde.

Latechniquedefabricationmontr℃engen6ralunprogr6sconsid6rableparrapport

alas6riepr6c6deneNousyreconnaissonsunes6ried'outilstrdsvari6s: h6milithes,

tranchoirsdivers, coups-de-poingsarchaiques, instrumentsenformedeserpe, pointes

demainarchaiques,pics,bifacescun6iformes, 6clatsutilis&s……．

C'estsansdoutecebifacecun6iformequi est lepluscaract6ristiquedecette

industrie. C'estun instrumentobnuparuneheur℃use lltilisationducor"xde

pierreetleplandefrappesurunegrandeplaquette. Lesremuchessurleplande

frappeluiassurent, surunbord, un tranchantcourbeenformedeclovisse・ Le

plandutranchantestdonctr6sunicommesiunpolissagepartielavait6t6pratiqu6.

Cen'estpourtantpasl'effetdupolissagepartielmaislasurfacedepierreunierestant

intouch6e.

Danslesensstrictduterme, cetinstrumentnepeutpasetreappel6uncoup-de-

poing. Car,ce"rmed6signe,aumoinsenEuropeouenAfrique,unoutil,enforme

d'uneamande,d'unelimandeoud'uneellipse, taill6surlesdeuxfacesd'unnucl6us

degalet, avecuntranchantcourbefaQonn6surunbord. Notre instrumentn'est

pourtantpasautrechosequ'unwFaustkeil:>,puisqu'ilmontreunecun6iformetypique,

cequi luiafaitdonnerlenomdeubifacecun6iforme) .L'originedecetoutilsp&cial
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devraitetrecherch6eaupointd'in"rsectiondel'influenceexterieur℃etdud6veloppe-

mentint6rieur.

Lesoumsdece"Seriesont 6galement trouv6sa lastationl～I,qui devrait

plut6t6treinclusedanslastationl～B的u[voisine・ Nouspourronsdirealorsque,

surcetimmenceplateaudeNyu-Akagawa, cen'estquelastationl～Bquirenferme

lesoutilsdece"3｡s6rie.

Lastationl～Bsesituesurunecollinede78m, quidevaitavoiral'origine

environ80m(Fig. 5). Lesommetdecettecollineestactuellement d6truit par

lesbulldozerspourl'6tablissementd'unchampdeth6・Toutaucoursdespremi6es

quatreann6esder℃cherches,nousavonsfouill6seulement lesolpr6serv6autourde

lacolline・Mais, commeonatrouv6tantd'outilsensurfacedece"stationaucours

dela5｡fouille,nousavonsd6cid6d'effecmeratitred'essaiunefouilleausommet

decettecolline. Lesoly6taitcompl61ementd6truit,maisilrenfermait6norm6ment

d'outilslithiques.

Encherchant lesol rest6 intact, nousavons fouill6presquemulelasurface

delacolline・ Enfin,nousavonsheureusementrencontr6, alatranch6eG,unpetit

Espacedontlesoln'6taitpasencored6truitparlesbulldozers. Lacoupedusoly
montrelescouchessuivantes:duhautenbas, 1esolapport6parlesbulldozers(ler

niveau),humusoriginal (2sniveau), couched'argilesableusejaune-brunblanchatre

(3eniveau),couched'argilejaune-brun(4｡niveau).

CedernierniveaucorrespondalapatrieprincipaledelacouchedeNyu(boue).

Et, c'estdansle3｡niveauque l'onarencontrも伽s"desoutilsdela3｡ s6rie
l〕

Lacouchecorrespondantace3｡niveali.setrouvenonseulementalastationlヘーB

maisaussiauxl～J, 14～Aetl4～Cetc……．

Encequi concernelaformationdecettecouche, lesg6ologuesnouspmposent

l'hypoth6sesuivante: c'estunecoucheded6p6tssecondail℃svenantdelacouchede

Shimura(graviers)etdelacouchedeNyu(boue)surlePlandeNyuquin'6taitpas

encore6rodc. Cettecouched'argilesableuseestactuellementrecouverteparlenouveau

limonorange, dans lequel sont enfouis les restes dundolithique (poteries des
一一一 一一一■－一一－一一一一●

－●－1) Enpremi&revue, cettecouche ressembleau limonblanc・ Maissacompositiondemin6raux
●、

lourdsest (1iff61Entedecelle(lulimonblanc,milistr6s I)rochedecelledelabouedeNyl,. Elle
，

contientdesmill6m,'xlou'てls;mill6muxopa(lues (princil)a1ement,m;,gnftite), 1,ornblendeverte,

micanoir,etverretransI)amnt･ oI1yrencont1℃bemlcOlll)(1Ccen(Ilでsvolcani(111Csdont lammre
の

IEsteencoreleslljetd'une6tu(leAvenir.
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stylesdeJyohmonetdeYayol). Ilenresultedoncquelesoutilsrenferm6sdans

lacouched'argilesableusedoiventEtresitu6sdans lelhmpsentrel'Interglaciaire

Mindel-Rissetlen6olithique.

Cependant,anosyeuxd'arch6ologues, ilparaitbienpossibledepreciserunpeu

mieuxladatedecesoutilslithiques. Car, nousavonsrencontr6,auxstationsl4～A

etl4～C, les6clatsutilis6sdela7｡s6rie,dontnousparleronsplustard, coll6sen

surfacedecettecouchedlargilesableuse.

Nousd6signeronslaculturerepr6sent6eparlesoutilsdela3｡s6rieCultul℃de

laP6riodedeNagasako,d'apreslenomr6gionaldelastation6ponymel～B.

S6rielV

C'estuneindustriel℃pr4sent6eparlesoutilsd6couvertsdanstouteslesstationsde

laLocalit62． D'autresstationscomme3～BoUl4～Cenrenferment6galement. Ily

alesdiverstranchoirsrepr6sent6spardesunifaces, descoups-de-poingsarchaiques,

desbifacescun6ifOrmes, des instruments surplaquetfs, despoin"sdemain, des

racloirs, des&clats,etc……. Lescoups-de-poingsarchaiquessontbeaucoupmoins

nombl℃uxquedans las6riepr&c6dente. Les instrumentssurplaqueths ndenta

montI℃runeformeconstanteetr6gulidre. Lapoin demaintrouv6eensurfacedu

solal'estdelastation6～Aestremarquableparsafinesse.

Alastation3F､B, onarencontr6unracloirappartenantacetteindustriedans

lesgravierssup6rieursdelacouchedeNyu(boue) (Fig. 19et20). Cettestationse

trouvesurunecollinede88m, endroitbeaucoupplus61ev6quesesalentours,etqui

estfOrm6eparlacouchedeNyun'ayantsubiaucune6rosion.

Bienqu'onn'aittrouv6qu'unseuloutildanscettestationnouspouvonsconclure

quel'industriedela4｡s6rieappartientauniveausup6rieur (graviers)delacouche

deNyu,c'est-a-direqu'elleestdat6eenvir℃ndelafindel'In"xglaciaireMindel-Riss.

Cettedatationest toutafaitcompatibleaveccelledes'6tudesg6ologiquessurles

couchesde laLocalit6 2, etm6meavec lachronologie6tabliesurl'ensembledes

stationspalGolithiquesdeNyu.

Nousappelonscettep6rioded'aprdslenomr6gionaldelaLocalit62,P6riodede

Noma.

S6rieV

C'estuneindustrierepr6sent6eparlesoutilsd6couvertsauniveauinf6rieurde

lastation7P､-A.

Cesoutilsappartiennentd6jaalaCulturedesもclats,engardantencorequelques
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fOurnira sansdoutequelques 6clahfcissements sur l'origine des coups-de-poings
l）

d6couvertsa lal5r｡s6riedelastationdeKiyama; et degrandespointesaplaties
2） 3）

recueilliesauxstationsdeSannenyamaetdeChaenbaru.

Nousappelonscettep6riode, d'aprもslenomr6gionaldelastation7～A,P6riode

delkenokubo.

S6rieVI

C'estuneindustrierepr6sent6eparles6clatsutilis6srecueillisalastation8～B

(Fig. 27). IlyaparnUeuxdespoinies, desgrattoirsetdes6cltasutilis6s(Fig.

27,N033). Laplupartdesnucl6usontunplandefrappepr6par6,mais les 6clats

n'ontpasencoredeformeconstante; lecortexresteparfoisvisibleauversodes6clats.

Et, lapatineresteconsid6rablementvisible, mais plusd'attritionsur ces6clats.

Lesgros6clatsservaientsansretouches, semble-"1, il gratteretaracler. Iln'ya

plusderacloirsutilisant legalet aplati. Tous lesgrattoirset lesracloirs sont

maintenanttaill6ssurles6clats・ Noustrouvonsm6medespointesutilisantdes6clats

triangulairesatyptiques. Leburinensensstrictn'apparaitpasencoredanscettes6rie.

Et, ilestanoterquetousces6clatssontdutypeibulbeenbout. Legrand6clat

(Fig. 26)estremarquableparsatechniquepseudo.levalloisienne.

Il est tr6sregrettablequenousnepuissionspasencoreavoirunedatation

g6ologiquepr6cisedescouchesrenfermantlesoutilslithiquesdecettes6rie.

Lesoutilsdecetteindustriesetrouventaussiauxstatons8～Aetll～A. Nous

appelleronscettep6rioded'apr6slenomr6gionaldugisement8～B,P6riodeSoh.hon.

S6rieVII

Elleestrepr6sent6eparunpetitnombredeminces6clatsutilis6sd6couvertsh

lastation8～A. Noustrouvonsdepetitstranchoirsbifacesutilisantun6clat,mais

lestranchoirstraditionnelsutilisantlegaletnesubsistentplusdanscettes6rie. Leur

fabricationsembleavoircess6e, dumoinsauxstationsdeNyu, austadedela6o

s6rie. Malheureusement,nousn'avonspasassezdemat6rielpourdeixarminertoutle

r6pertoiredecettes6rie.

1)KAMAKI.Y.,Z"O""IsL"〃'胆c.rd""""ZJ･α〃S"c"Kり,α"'a,Kng@zzo(z (PMzJ"colagi',Tome

VIII,No. 3,Osaka,JapOn, 1959).

2) SuG,IIARA,S・ etTozAwA,M.,SI""0"R7ﾉ"0"j〃"c"cS""""""α,SIzgMz(Co'""c･7c"d""Iz26。

""grjwF‘‘ﾉ'""ciα"0""加"αiJ･cd'47･c"ologiC,Tokyo,Japon,1960).

3) SuGIIIARA,S.etTozAwA,M.,S"@Rz""I"〃＃"‘ぬ”zﾙ〃C〃α‘"j"",S&zg"(C,加似c-7･e""〃血

27｡""gr6･F伽"4,F,"ci""072.〃伽""""'"c"01OgiC,Tokyo,Japon,1961).

１
１
１
１
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Lesprincipauxoutilsdecettes6riesont6galementtaill6ssurles6clatsverticaux

dutypeabulbeenbout・ Onneconnaitaucunoutilsur leseclats transversauxdu

typeabulbeenbord. Ilsonteng6neralune6paisseurunpeumoindrequeceux

delaS6rieVI, etontlesfacesfraichesetintouch6esencequiconcernelapatineou

1'attrition. Laplupartdes&clatsutilis6sneportentpasdetracesderemuchessecon-

daires, saufquelques-unsretouch6setutilis6str6spl℃bablementcommegrattoirs;mais

nousnerencontronsnipoinfsniburins,dumoinsanotreconnaissanceactuelle. Il

paraittrdsraisonnabledesupposerquelespointesdevraientetl℃d6jAfabriqu6es,a

cettep6riode. Cetteindustriesembleparall61eacelledes6clatsallong6sd6couverts
l） ”

auxgisementsdel'AbriFukui,deKiyamaetdeWashuhzan.

Il resteencoredesproblemesar6soudI℃concernant lecaracteredesoutilsde

cettes6rie. Nousappelleronscependant pour lemomentcettep6rioderepresent6e

parlesoutilsd6couvertsalastation8～A,P6riodedeJyuhshin.

S6rieVIII

Nousyclassonsatitreprovisoire, touslesoutilsd6couvertsauxl6'｡et2ocouches

delastation7～A. Uneclassificationplusd6taill6esera6tablieselonlesetudesa

venlr．

C'estaussiuneindustriedeseclatsallong6s,quisemblesesituerverslafinde

laCultureatclatsauxstationsdeNyu. Nousavonsrecueillidespointes,desburins,

desgrattoirs,etdes6clatsutilisds・ Lestranchoirsontcompletementdisparu.

Aupointdevuedelaquantit6, cesont les6clatsutilisSssansretouchesqui

dominentdanscettes6rie. Ilssontmincesetenformetrdsr6guli6reetconstante.

Lesfacesdeces6clatssontfraichesetneportentaucunetracedepatinenid'attrition.

Leburindecet"s6rien'estencor℃qu'unsimpleoutilenfOrmed'unepoinb

rhomboide・ Ilasirsonboutaiguunepointedeburinageaustylebec-de-flute. Nous

classonsaussidanscet"serie lesautresburinstrouv6s .ensurfacedusoldela

station2～A,malgrdunepetitediff6renceexistantentrelesburinsde7--Aetceuxde

cettestation2～A・ Lesoutilsquenouspourronsclasserdanscettes6riesonttrouv6s

6parssurl'6tenduedelastation7a-E.
一一圭一一一一△＝－－－－－－ママ一一一一一一凸一L ■一一一一－一

1) Comit6d'e(lucationdelapr6fdeNagasaki,Co"m'Zc.r""dcルchercheE〃t""csw･IEGm"e

。β恥k"-Fig""“jαﾙI"""(Coml)tes-ren(1'Is (le reche'℃hes s,,r lessiteset lesmonllments

d'畑tもretspublicsdeNagnsaki,Tome4,Nagasilki,Japon,1966).

2) KAMAKI,Y.,Com'c-re"d"dcR""crc"c町允""；". S"edeW"ﾊ醜ごα",0A〃αma("eSio"C

4gc,Tome3,Tokyo, Japon, 1956).
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Nousappelonscettes6rieP6riodedeKataoka.

S6rielX

Danscettes6rie, nousavons class6Provisoilもment, a causedesmauvaises

conditionsdelastation, laplupartdespi6cesdecouver sa lastation7～D, sauf

tranchoirsetmicro-nucl6us. Cetteclassificationreshdoncarefaire, surtoutence

quiconcernequelques-unesdecespidces,d'apr&sles6tudesavenir.

Ilres"anotertoutd'abordl'apparitiondelarges6clatstransversauxavecun

bulbeenbord. Ilsemblequ'ilssoientutilis6seng6n6ral sansretouchessecondaix℃s

commeracloirsparexemple. Les6clatsallong6ssubsistentencore. Parmieux, ily

adesoutilstr6smincesetretouch6squiapprochentdelalame. Ilsontunplande

frappeprepar6malgr6 1eur6paisseurdiminu6e. Lesminces6clatstriangulai】℃ssont

utilis6scommepointes, dontl'ar6随centraleestcourb6easonbout, agaucheoua

droite, cequidonneaces6clatsuneformetrescaract6ristique.

Ilya6galementdes6clats6pais,dontleplandefrappeestenlev6, etdont la

coupecentralemontreuntiangle6quilat6ral. IIsontunearetEcentralecourb&ea

sonbout,agaucheouadroite,cequidonneal'extr6mit6deces6clatslafOrmede

bec-deperroquet. Ces&clatsoriginairementnesontpasdespointes,maisdesl℃touchoirs

caract&ristiquesacettes6rie. Aupointdevuetypologique,onpourraitlesconsid6rer

commelesanc6tresdesretouchoirsdelas6rieX.

Alastationl2～AsurlaterrassedeSanzeoenfOrmedelangue,onad6couvert,

aveclesmicr℃litheset les6clatsutilis.s, des6clatsdenticul6sutilisantunmince

6clattriangulaire,quipeuvent6tl℃class4sdanscettes6rie. Cesoutilspr6sententun

triangledontunepointeestenlev6e,etsonaretecentraleestcourb4easonextr6mit6.

Etcesontdesfinesretoucheseffectu6essurundeleursbordsquileurassur℃ntles

dentsdescie.

Les6clatsdenticul6s, quiapparaissentenEuropeauMoust6rienadenticul6s

sontconnus4galementdansdiversesr6gions: Syrie,Ukraine,Kazakh,Uzbek(Grotie

Teshik-Tash)etOrdos. AuJapon, ilssontconnusparmi lesoutilsd6couvertsdansla

2｡s6riedelastationdeKiyama. Ladatationdes6clatsdenticul6s japonaisreste

enco1℃unsujetdediscussion. Maisonestpresquecertainqu'ilsdoiventleurorigine

lointaineauMonst6rienenEurope, dont l'influenceestprovenuejusqu'auJaponen

passantparlarou dunord.

Nousappelonscetteculturerepr6sent6eparlesoutilsdelaserielX,Cultul℃de

laP6riodedeSanzeo. Onrencontrelesoutilsdelam6meculturealastation8～B，
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S6rieX

Elleestrepresenteeparlesoutilsd2couvertsalastation4～B. Ilyaparmieux

debeauxretouchoirsfaConn6ssurlesdeuxfaces,depetitsgrattoirscirculaires,discoides

ouamuseau, des lamesadosabattu, desnucl6ussemi-conoidaux,depetits6clats

denticul6setdepetitespointesfaGonn6essurlesdeuxfaces. Onnetrouvepasdeburin.

Nousdiscernonsdeuxtypesdelamesadosabattu: celuienfOrmedecoufau

(styleKiridashi)utilisantun6clattransversaldunbulbeenbord・ Leslalesdece

typesetr℃uventaussialaLocalit68. Ilssontparall61esauxcouteauxdustyleljima
l〕

Idecouvertsdanslar6giondeSetouchi・ Leslamesenformedecou"aud6couvertsen

sIrfacedusolalastationllへ"BsontdupluspetitfOrmatdecetype・ Lede'1xiもme

typedelameadosaba枕uestceluiquiutiliseun6clatverticalaunbulbeenbout.

C'estuntypetr6suniquedelames; ledosabattuoccupelamoiti6d'unbord(partie

supCrieure)et le%del'autrebord(partiedebase, plandefrappe)． Et, labase

estplusoumoins6paisse. Lacoupedelapartiesup4rieureprdsenteuntriangle

6quilat6ral. Alastation4～B, nousavonsd6couvertunnucl6ussemi-conoidal, d'od

lamatierebrutedeslamesdecetypedevaient6treenlev6e.

Parmi lespetitsgrattoirs, ondiscerneaussideuxtypes: lesgrattoirscar6n&s

nucl6ifbrmes, et lesgrattoirsqui utilisent unnucl6usdiscoidedemeurantapr6s

l'enl6vement des 6clats. Ils sont tous, enr&gleg6n6rale, 6paisaucentre, et

circulaires, elliptiques, ouen6ventail. IIssontparallelesaceuxdel'Aurignacien.

Ilyamemedes6clatscorn6squi ressemblentbeaucoupaceuxdesindustries
l

eu1℃peennes.

Alastation4～B,onatrouv6ensurfacedusol lesretouchoirsavecunplande

frappeprepar6parallelesaceuxduCapsien. Ilsutilisentdes6clats6paiset&troits,

dontlesdeuxbordsetlebulbesontenlev6s・ "sremuchoirsontdoncunefOrmede

piliertriangulaire, dont leboutporteunelameduJstyleKi""s". La2｡s6riedes

outilsdelastationdeWashiuzanrenfermedesl℃touchoirsdecetype.

Unebellepoin enobsidianea6tもtrouv6eensurfacedusolilastationll～B.

ElledevaitavoirunefOrmedepentagone,dontunepeti"partieestaujourd'huicassee.

Safaceestbienretouch6e,maisl'enversrestesansl℃touches・ Elledoitetrepallal61e

auxpointesclass6esdansla2｡s4riedeWashiuzan,bienqu'ilyaitunepetitediff6rence

typologique・ Onnesaitpasencoresi lespoinFsdecetype (fOrmedepointede

1)KAMAKI,Y.,S"β叱りim",K""""-mi670"""ifα"JIIz7･Sgi,,"dCS"0"c"(TWcSIo"e4ge,Tome

4,Tokyo, Japon, 1957).

’
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fl6ch9repr6sententunep6riodedanslesr&gionsdeSetouchietdeKyushunord-ouest.

Nousappelonscetteperiode,d'apr6s lenomr6gionaldelastation4～B,P6riode

deTsujiyama.

S6rieXI

Nousdivisionsentr℃isgroupeslesoutilsd6couvertsauxstation8へ‐Cet8~D.

Le premiergroupe, unseul tranchoir biface, qui n'est appa1℃mment qu,un｡util

provenantd'uneautrestation.Lesoutilsdudeuxi6megroupesetrouventdanstousces

deuxstations(CetD)． Mais lesoutilsdu3｡groupesetrouventseulementala

station8～D・ Ilenr&sultequecesdeuxderniersgroupesdoivent6tlもconsid6r6s

s6par6ment, c'est-A-dilもqu'ilsrepr6sententdeuxindustriesind6pendantes.

Ledeuxidmegroupeestconstitudd'outilsextr6mentpetits. Lespluscaract6ris-

tiquessont lespointesatypiqueset lespetifslames. Parmi lespointesatypiques,

nousreconnaissonscellesquisontfaQonn6essurlesdeuxfaces,etcellesquipeuvent

6trenomm6es (poin"sdefl6chesur6clatﾘ．

Lesracloirscomprennent ceuxqui sontassezgrosetquiutilisentdes6clats

transversauxaunbulbeenbord,etceuxquisontpetits. Cesdernierscompl℃nnent

quelquesexemplesduderniertypedel'6poquedelamesadosabattu・ Lesgrattoirs

sont6galementpetismaispeunombrelx.
I）

LesnoyauxdutypeHirazawaratrouv6sAlastationl3～A, 1espointeS, les

petiteslamesetlesracletesI℃cueilliesensurfacedusolaunorddelastation9へ該A

appartiennentaussiacettes6rie.

Cetteculturerepr6sentteparlespetitespoiniEsgappelleralaP&riodedeHyaku-

dohnotsujid'apr6slenomr6gionaldesstations8～Cet8～D.

S6rieXII

NousgrouponsicilesmicrolitesetlesautIもsinstrumentsqu'nsaccompagnent.

LescultureSamicrolithesenEur℃peaccompagnent toujourslesmicr℃-burins・ Cepen-

dantANyu, nousneconnaissonspasunseul exempledemicro-burinLeburin

d'angletrouv6alastation3～B（tranch6eC）peut-il6treson6quivalent？Pour le

momentnousn'affirmonsriended6cisif,

Anotreconnaissance, cesontlesstations2-､-D, 2～E, 8～D, 11~Betl2～Aqui

renfermentlesmicrolithes・ Nousavonsrecueilli, ensurfacedusol, denomb1℃uses

lamellesetlesmicro-nucl6us・ Ceux-cisontd6couvertsaussialastation7～D. Les
ー

1) SuGIHARA,S. etTozAwA,M. ,C"""γcL"ん""cD"0"ひ""‘吻磁γ“arU"",Imm･i,S!zg"(S""dni-

S"gα此冴， 'Ibmel2,Tokyo, Jal)onl962).
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札
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| '･肺順･“| 1)ointes,gm
’
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lames, gmttoirs sur

utilisEs
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NOTSUJI
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’

1
－－－

MICROLITHES

一一一

,2｡ | !･melles(cr･-),､｢"%,pe~｡,
｜…'副mes, pointes(IoflCch…『6clnts
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TYPE

6～A

一 －

1～A

ワ
ー

7～A

Niveau

inf4rieur

8～A

7～A

Niveau
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I

I

‐一－

Ｊ

Ｆ
Ｅ
Ｆ
酢
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
出
師
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Ⅲ
‐
４
●
●
紗
●
■
１
世
Ｋ
Ｒ
．
●
●
●
●
●
●
、
四
…
号
凸
１
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－－

4へ-A, 7～B､，
8～B, 10～A

Ｄ
Ｃ
ヘ
ヘ
ー
６

９
１

4～B

9～B・C

1～I

3～B, 1へ-4C

4～D,8～A11～A

8～A, 11～A

I～B.D, 1～』
14～A・C

7～E

8～B, 12～A

2～H

9,～A, 11～B

2～，.E. 8～，

12～A

COUCHES

GEOLOGIQUES

一■ー＝一一一一一一一一一一一毛令一＝一一

Graviers

deShimum

BouedeNyu
b ◆
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, ●

suI〕e1.1eu1℃
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NomKl
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AVECCOUCHES' EPOQUES
DEREGION

KANTO ’
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LimondeTama

Limon(1e

S1,imosueyoshi
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Limon(1e
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’
１
Ⅱ
り
り
Ｌ
■
■
凸
９
９
１
．
０
句
１

Inf@rieur

－－

S,'I)6rieur

D6rnier
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/RISS

RISS

C●

RISS/WURM

●､
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outilslesplusnombreuxdecesmicrolithessontbienentendules lamelles. POurmnt,

parmieux,onnerencontrequedes trap6zesetdeslamestronqu6esretouch6es. Il

n'ya,Anotl巳connaissanceaumoins, nitriangle,msegments.

C'estunep6riodequ'onappellerad6sormaislaP6riodedeHaruyamad'apr6sle

nomr6gionaldelastationll～B，

VI CHRONOLOGIETENTATIVE

-EnGui"demnclusion-

Commenous l'avonsd6javu, lesculturespal6olithiquesdesstationsdeNyu

montrentlasuccessiontypologiquesuivante: cultureatranchoirs→cultul℃acoups-

de-poings→culturea6clats→culturealames→culturesalamesadosabattu→culture

apoins-→cultur℃amicrolites.

Pour6tablir lachmnologiedecescultUl℃s, il est souhaitableque lesrestes

arch6ologiquessoienti"s"郷danslescouchesg6ologiquesbienpr6serv6es・ Mais,aux

stationdeNyll,onnepeutattendredesconditionsaussifavorables・ Car,commenous

l'avonsd6jaindiqu6,lesanciennescouchesfOrmantlesplateauxdeNyuetdeAkagawa

sonttouesd'originemarine. Ilestdoncimpossibleded6couvrirdanscescouches

des estesd'habitationoud'atelierdepierl℃taill6edeshommesportant laculturea

tranchoirs.

Legismentleplusfavorableal'6tablissementdelachl℃nologie,c'estbienentendu

lastationsitu6edansunegrotte, oil, enr6gleg6n6rale, lesd6p6tsprimairesse

conserventbien. Nousn'avonspourtantpas, austadeactuel denosrecherches

dumoins, faitcetteheureused6couverte.

Priv6sdecesconditionsoptima, 11ousavonseu,cependant, lachancedex℃cueillir,

auxstationsdeNyu,sixbchantillonsd'outilsl℃nfermesdansdesd6p6tsat"stescomme

secondaires. Quoiqu'ilsnesoientqu'uneminorit6parmi lesoutilsrecueillis, cette

d6couvertenousaaid6beaucoupa6tablirlachronologiedesstationsdeNyu.Caril

est6videntquecessixoutilssontcontemporains, ousouventplusanciens, queces

d6p6tssecondairesdontladatationestfai"dupointdevueg6ologiquesansgrandes

difficult6s.

LesplateauxdeNyumontrent, commenous l'avonsd6javu, uncaract6re

stratigraphiqueassezcomplexe. Cependant,aumoinsaquelquesstationscomme7～A,

14へ"A,14～C,nousavonspu6tablirunedatationrelative・ Et,nousavonspuegalement
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donnerencequi concerneladatationdesoutilsdelal6r｡s6riealastation7～D,

unehypoth6setr@svalableaupointdevuestratigraphiqlle.

TrUuv6sdansune"nduetres limit6esur lesplaleauxdeNyu-Akagawa, les

outilsdesstationsl～Bet6～Asedistinguenttrdsne"mentdeceuxde8～Cet8～D.

Sansparlerdel'ordl℃chronologiqueentrecesdeuxtypesd'industrie, leurdiff6rencc

typol"iquenepourrait6treexpUqu6equeparcelledeleurda".

Nousavonsconstat&,enoutre,quelesoutilsdetypesarchaiques(15r., 2｡et3｡

sdries)nesetr℃uventpas,saufquelquesexceptionstomb&esduhautdel'escarmment

sur la"rrasseinf4rieure, dansl'6随nduedesplansdeJyohbaru, deEmmeijietde

Akagawa,dontl'altitudeestinf&rieul℃劇50m・ Ceph6nomenepeuts'expliquerparle

faitquelefOnddelacouchedeShimura(graviers) setrouvemujoursau-dessusde

lalignede50md'altitude.

Nousavonsessay6ensommed'6tabliruntableaudelachr℃nologie(voirTableau

annexe), d'apr@scesconsiderationsm6thodologiquesentl℃lesdiversescultul℃spal60･

lithiquessoitjaponaisessoit6trang6resetcellesdesstationdeNyu.

Danscetableau, nousavons laiss6enblanc lapartieprincipalede lacouche

(boue)deNyu,pourlaraisonsuivan":

LetranchoirunifacerecueilliA10へ‐Aa6tetr℃uv6i"si", commenousl'avons

d6jaindiqu6, auniveaumoyendegraviersdeShimurla・ Iln'yauradoncplusde

difficult6concernant ladatationdelaP6riodedeObaru(1§『°S&rie). Lesoutilsde

cettel3r｡s6rie6taientrenferm6sdanscesgraviers, cequiestd'ailleursconfirm6par

notrehypoth&seconcernant lesoutilsde7 ,D,etaussiparnotreobservationsurles

terrasmSinf6rieul℃sA50md'altitude.

Nousavonsaussiunfaitind6niableconcernantla4｡s6ried'outils: unracloirde

cet s6riea6tCd6couvert,a lastation3-､B, par la fbuille, dans lesgraviers

sup6rieursdelacouchedeNyu.

Ladatationdecesdeuxs6riesneconstituantplusdeprobl6me, nousdevrons

maintenantd6terminerlescouchesqui l℃nfermaientoriginellementlesoutilsdes2eet

3es6ries.

Nousavonsd6japarl6d'untranchoirbifaceplant6danslabouesup6rieul℃de

lacouchedeNyu.Nousavonsrecueilliaussi trois6chantillonsdela3｡ s6riedans

l'argilesableuseposterieurealafOrmationduplandeNyu. Ensomme, cesoutils

n'6taientpasenfOuisdans lapartieprincipale(niveauxmoyenetinf6rieur) dela
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couchedeNyu.

Toutaucoursdenosrecherches, nousavonscreus6denombreuses tranCh6es

profOndesdanscettecouchedeboue. Ilyenaeum6mequiarrivaient jusqu'ala

couchedeShimura・ Surtouta la6｡ ann6edel℃cherches, nousenavonscreus6

quelques-unestresprofond6mentsurlesstationsl～Ietl～』、

Enoutre,enbeaucoupd'endroits,cettecouchedeboueaffleuraitacausedela

destructionprofOndedusol par lesbulldozers; cr6にdecohauxaunordde la

fabriquedep1･6parationdesfeuillesdeth6(localit61),etchampsde80md'altitude,

quiontet6, avant ladestruction, unecollinedont lesommetsemi-circulairedevait

avoir84m(Fig. 5).

Et, sinousn'avonsrientrouv6dans lesolretourn6parcettedestruction, ni

danscestranchtesdefbuille,nouspouvonsenconclure,avecbonnesraisons,quela

partieprincipaledelacouchedeNyu(boue)n'ajamaisrenferm6d'outilspal6olithi-
I〕

ques.

Aud6butdenosl℃cherches, surtoutaustadedelaprospectionpr61iminail℃,nous

sllpposionsquelar6partitiond'outilspal6olithiquesdes2｡et3es4ries6taiten6troite

relationaveccelledelacouchedeNyusurlesplateauxdeNyu-Akagawa. POurtant,

noussommesactuellementamen6sApenserquecesoutilsaffleurantensurfacea

causededestructionsoudelもmaniementsdusol, necorrespondentpasalapartie

principalede lacouchedeNyu,maisplut6ta l'argilesableused6posbesurcette

couche, oubienalapartie imm6diatementau-dessousdecetteargile; c'est-A-dire

qu'ilscorI℃spondentalapartiesuperieuredelacouchedeNyu.

Nousnepretendonspas6tablir, parcetableauannexedelachr℃nologielune

conclusiond6cisiveencequiconcernelecaract61もdesstationsdeNyu.Aucontrail℃，

nousserionslespremiersdadmettrel'insuffisancedenosetudessurcesstations.

Cettechronologienepeut 6trequed'unenatureprovisoireetm6mehypoth6tique.

Perfectionnerunjourcetableaudech1℃nologiepardes6tudesplusapprofOndiessur

lesstationsdeNyu,demeurenotresouhaitlepluscher.

(Tr""〃par峨榔0MMyos")

－一一 一－一一－－－

OUtIで, Par lefaitqUe leSOUtilSde la l5r｡ S5rieSOnt tOUjOUrSen

ceux(l'a,'tl℃ss6riessontenmati6,でS(liverseS.Onlでmarque@galement

diff6IPncetechniq,,eet tyl)ologiqueent'elesoutilsde lal;rc serieet

－－

1) Cequi estprouv6, en

andesite<leDaigozanetqlle

qu'ilyauneassezgrande

ceuxd'autlEs6ries.

1
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石器名和欧語対照表

旧石器文化の研究は，特に国際的に行われている。欧米諸国では石器の用語もほぼ統一され

ているが， この方面での研究が端緒についたばかりの日本では， 用語はまだ充分に整っていな

い。この概報ではできるだけ日本語を用いた。それでヨーロッパ諸語との対照表を下に掲げ，

用語の混乱を避け，かつは日本における用語の統一に資することとした。但し，以下は，主と

して本書で使用されている旧石器およびそれと関係の深い石器の名称に限られ，他には及んで

いないものである。配列は， フランス語ドイツ語，英語の順となっている。

①握 斧fendoir;Spalter; cleaver

直 刃 式fendoirdroit;Geradspal"r; straightcleaver

曲 刃 式fendoirconvexe;Bogenspalter; convexcleaver

②片面（加工石）器uniface,monoface;Einse"r;uniface

③鋸歯状石器もclatdenticul6;Klingensage; denticulate, serratedblade, flake

withserraFdedge

④切 刃 lameadosabattu,couteauados, lamedecanif;Klin"nspitze

(mitabgedriicktemRiicken); (backed)knife-blade, blunted-

backblade

⑤裁 器couteau; Schnittmesser; cutter (side-scraperwithverythin
●

edge)

⑥細 石 器microlithe;Mikrolith,Mikrogerat;micr℃lith

梯 形trap6ze,pidcetrap6zoidale; tmpezf6rmigesMikmgerat; trapeze,

trapezoidalpiece

角 形triangle, piece triangulaire; dreieckigesMikr℃gerat; triangle,一

一

一

triangularpiece

半 月 形segment (decercle); kreissegmentf6rmiges,halbmundf6rmiges

Mikl℃gerat; lunate, cl℃scent

（偏）菱 形(rhomboibe), rhombe; (rhomboidisches), rhombischesMikro-

gerat; (rhomboid),rhomb

幾何学形dutypeg6om6trique;vongeometrischerForm; ofgeometric

type

不 定 型atypique;unregelmassig; atypical

⑦削 器racloir;Scha"r, (side-orlateral)scraper

曲 刃 式racloirconvexe;BOgenschaber; convexside-scraper
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racloirconcave;Hohlschaber; concaveside-scraper

racloirdroit, racloirrectnigne; Geradschaber; straightside-

scraper

racloirdouble; Doppelschaber; doubleside-scFaper, double

edgedscraper

raclette;Mikroshaber;micl℃-scraper

pic;Keilhaue; pick

→石刃

perloir, tari6re;Bohler; awl,drill,borer

lame;Klinge; blade

lamelle;Miroklin"; (backed)bladelet

lameibordabattutr℃nqu6e; Rechbckklinge; quadrangular

blade,parallel-sidedblunted-backblade

lameavec6tranglement; eingeschntirteKlinge; notchedblade

onmthedes

lamebrute; unbearbeiteteKlinge; untouchedblade

nucl6us,noyau;Nukieus,Kernstein; core

nucl6usdiscoZde; scheibenf6rmiges, discoidesNukleus; disc

core

nucl6uscirculaire; 1･undlichesNukleleus; roundcol℃

nucl6usconoidal; kegelf6rmigesNukleus; conoidalcore

nucl6us semi-conoidal; halbkegelfOrmiges Nukleus; semi-

conoidalcore

nucl6usprismatique; prismatischesNukleus; prismaticcore

nucl611spoly6drique;vielflachigesNukleus; polyhedralcore

micronucl6us;Mikl℃nukleuS;micro-core

pointe;Spitze; point

pointedemain;Handspitze; pointedhand-axeonflake

poin"p6doncul6e,poin"apedoncul6;Stielspitze; tangedpoint

pointeacran;Schulterspitze,Kerbspitze; shoulderedpoint

pointeacoche; gebuhteteSpitze;notchedpoint

pointeavec6tranglement,pointeaveccoches;gebuchteteSpitze

anbeidenKan"n,eineschniirieSpitze;notchedpointonborh

edges

式
式

刃
刃

凹
直

両 刃 式

細 削 器

衝器(鶴噴状石器）

刃 器

錐 器

石 刃

細 石 刃

矩 形

③
⑨
⑩
⑪

く び れ

未 加 工
核
状

⑫石

盤

円 錐 形

円 形

半円錐形

プリズム状

多 面 体

細 石 核

⑬尖 頭 器

握 用

有 茎

側 欠

片 扶

両 快

門
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両 端 式

ムスティエ式

pointedouble;Doppelspitze;doublepoint

pointe moust6rienne, pointe moust6roide(ムスティエ風);

Mousrien-Spitze;Mousterianpoint

pointefOliac&e;Blattspitze; leafpointe, leaf-shapedpoint

feuilledelaurier;Lorb"rblattspitze; laluもl-leafpoint
0

feuilledesaule;Weidenblattspitze;willow-leafpoint

gratmir;Krazer; (end-)scraper

grattoirenbout;Endkratzer;end-scraper,end-of-bladescraper

grattoil･discoide;Diskuskratzer;discscraper

grattoircirculaire;Rundkratzer; roundscraper

grattoiramuseau;Nasenf6rmigerKratzer; nose-scraper

grattoircreux;Hohlschaber,Hohlkratzer;hollowscraper

grattoir d6jet6, grattoir convergent; gewinkelter Kratzer;

shoulde1℃dscraper

grattoircar6116;Kielkratzer;keeledscraper

grattoirsur61ev6;Hochkratzer; seepscraper

gratiDirunguiforme;huff6rmigerKratzer;hoof-fOrmedscraper

gratmirnucl6ifOrme;Nukleuskratzer; core-scraper

tranchoir,galetam6nag6;Haugerat,Haumesser; chopper

h6milithe;Hemilith; hemilith

tranchoiruniface, ortholithe; einseitigesHaugerat; ortholith,
chopper

tranchoirbiface,plagiolithe; zweiseitigesHaugerat,Plagiolith;
chopping-tool

tranchoirpolygonal;vielkantigesHaugerat;polygonalchopper,
hand-adze

burin;Stichel;graver

bec-de-ilute;Kantcnstichel; bec-de-ilutegraver

burind'angle;Eckstichel; anglegraver

burinpoly6drique; polyhedrischerStichel; polyhedricgraver

burinbec-de-perroquet;Schnabelstichel;beakedgraver

burinnucleifOrme;Nukleusstichel; coregraver

micl℃burin;Mikrostichel;micro-graver
●

1℃touchoir;Retuschiex℃r; fabricator, resharpeningmol

葉
月
柳
先
盤
円
鼻
凹
有

掻⑭

状
状
状
器
刃
状
形
状
状
肩

葉樹
葉

桂

竜 骨 状

高 背

蹄 形

残 核

⑮打 器

砕 器

斜刃割器

山形刃割器

多辺式割器

笛
稜
多
噛
残
細

彫
鯛
⑯
⑰

器
式
式
式
状
核
器
器

口
角
面

彫
整
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⑬槌 握
型
形
形

coup-de-poing;Faustkeil;hand-axe

coup-de-poingarchaique;urttimlicherFaustkeil;proto-hand-axe

limande;Seezun"; limande

coup-de-poingenfOrmed'amande;mandelf6rmigerFaustkeil;

pear-shapedhand-axe,amygdaloidhand-axe

coup-de-poingcordifOrme; herzf6rmigerFaustkeil; cordiform

hand-axe

biface cun6ifOrme; faustkeilahnlichesGerat; wedge-shaped
biface

6clat;Abschlage; flake

6clatutilis6;Abschlaggerat; flake-tool

6clatverticaldutypeabulbenbout; Langenabschlagevon

Endkegel; nakeofend-bulbtype

6clattransversaldutypeabulbeenbord;Seitenabschlagevon

Randkgel; ilakeofside-bulbtype

bipolar;Bipolargerat; bipolaire

biface;Zweiseiter,Doppelseiter; biface

galet;Ger611,Kiesel;pebble

galetutilis6;Ger611gerat; pebble-ool

instrumentdenucl6us;GeratvonNukieus; core-tool

plaquet"Absplisse; splinter, lalgeflake

instrumentsurplaquette;GeratvonAbsplisse; toolonlalge
flake

祖
鰈
扁 桃

ハー ト形

握槌状石器

⑲剥 片

剥片石器

縦 剥

横 剥

⑳
⑳
⑳

両 端 器

両面（加工石）器

礫

礫 器

礫核石器

裂 片

裂片石器

⑳
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PLANCHE I

1

図版第一発掘地点の鳥|敵

上：第1地区B地点東上空より
下，第1地区D地点東北上空より

■
０
ｌ
ｄ
Ｉ
１
Ｉ
４
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｑ
Ｉ
１
４
１
４
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
『

朝日新聞社撮影
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図版第二発掘地点の烏l倣
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図版第三発掘地点の烏|倣

上：第14地区B地点東南上空より
下：第9地区C地点北方上空より
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図版第四第1地区B地点Gトレンチ黄褐色粘土層より原位置で出土した石器

上：祖型握槌
下：衝器
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ロ

I
図版第五第1地区B地点出土の石器

上:Gトレンチ黄褐色粘土層より原位置で出土した石器
下：鉈状石器



■

, ’

PLANCHEVI

４
ｋ

|

’

図版第六第1地区B地点出土の山形刃割器

Ⅱ
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図版第七第1地区B地点出土の石器
上：握槌状石器
下：祖型握槌’
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’
図版第八第1地区B地点出土の石器

上：祖型握槌

下：握槌状石器
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Ｉ
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図版第十第14地区C地点における積石遺構(上）

下：稜石樅造下の配石

’



PLANCHEXI

図版第十一第9地区B地点の発掘

上：発掘状況西南よりⅣトレソチを望む
下：発見された土披



PLANCHEXn

図版第十二第14地区A地点における剥片石器の出土状態

’
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図版第十三第6地区A地点採集の第1類(小原台式)石器

上：斜刃割器
中村俊一氏採集

下：多辺式割器
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PLANCHEXIV

一

后

’

図版第十四第1類(小原台式)割器
上；第6地区A地点出土の多辺式割器
下：第10地区A地点の志村砂礫層よりり原位間で採集した斜刃割器 中村俊一氏採集

Ｉ
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’図版第十五第2類(辻式)石器

上：第1地区A地点

下：第9地区A地点

第1地区A地点

第9地区A地点丹

出土の両端器 中村俊一氏採集

生泥層上部より発掘の山形刃割器
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PLANCHEXVII

唾

■

図版第十七鉈状石器(上)と小形祖型握槌(下）

上：第2地区A地点出土 中村俊一氏採集
下：第1地区B地点出土 富木 隆氏所蔵
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図版第十八祖型握槌(上)と削器(下）
卿
二

上：第1地区採集左；第1地区A地点発見の握斧状石器 藤
右；第1地区B地点発見の握槌状石器 三

下：第3地区B地点Cトレンチ茶褐色礫層（丹生泥層の最上部礫個）

原光

上貞
出土

氏採集

氏採集
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１
図版第十九鋸歯状石器(上)と鰈形握槌(下）

上：第4地区D地点
中村俊一氏採集

下：第4地区C地点



PLANCHEXX

；
ー

’図版第二十第1地区表採の石核

中村俊一氏表採
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PLANCHEXXI

図版第二十一第2地区諸地点採集の剥片石器

上・中：第2地区A地点
中

下：未命名地点
村俊一氏採集
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ｿ

Ｉ図版第二十二諸地区出土の石器

上：第7地区D地点
中央：第2地区A地

第7地区D地点発掘の細石刃核
：第2地区A地点表採の彫器

中央左：第2地区A地点表採の剥片石器

その他：第7地区D地点発掘の剥片石器



PLANCHEXXIII

１
１
！
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
■
■
１
１
１
１

図版第二十三諸地区出土の石器

上左：第13地区A地点出土の切刃
上中：第2地区H地点出土の縦長剥片



PLANCHEXXIV

や

図版第二十四第12地区A地点出土の小形石器獺
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